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プロローグ







　リンフィールドの春は、五月になってからようやくやってくる。

　長い長い冬を堪たえ忍しのんだ木々は、鬱うつ憤ぷんを晴らすように青葉で身を包つつみ、地面は草花で覆おおわれていた。

　そんなリンフィールドの風を受けながら、十三歳さいになったクリスフォードは湖こ畔はんに腰こしを下ろしていた。

　憧あこがれの巫女みこ――フェリシア・プレスコットと共に。

　彼かの女じよはクリスフォードより三歳年上なだけだが、全国民から信しん頼らいを寄せられる女性だった。やんごとなき身分の人間であり、遠目からその姿を見られただけで眼がん福ぷくを感じてしまうほどの相手だ。

　魔ま術じゆつ師し見習いのクリスフォードは、フェリシアの護衛役を承うけたまわ　ったとき、嬉うれしさのあまり気絶しかけたほどだ。

　フェリシアは美しく聡そう明めいで、そのくせ――

「ああ、クリスフォード。やはり外は素す敵てきですね。ほら、小鳥が鳴いていますよ」

　おっとりとした口調で、無む邪じや気きな笑えみを浮うかべる。

「はい、フェリシア様。しかし、本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか。今日は午後から大切な儀ぎ式しきがあるのでは……」

「もう。クリスフォードまで私にお説教をするのですか？　時間までに神しん殿でんに行けばいいのでしょう。何も心配はいりません」

　フェリシアはクリスフォードを見つめて、クスクスと笑う。

　その笑え顔がおが本当に素敵だったので、クリスフォードは赤面して顔を逸そらすしかなかった。

「あら？　どうしたのクリスフォード、赤くなって。熱でもあるのでしょうか」

「い、いえ。そういうわけでは……」

「駄だ目めですよ、クリスフォード。貴方あなたは私の護衛でしょう？　貴方が倒たおれたら、誰だれが私を守ってくれるのですか」

　そう言ってフェリシアは、クリスフォードの額に自分の額を触ふれさせた。

「あれ……もしかして、本当に熱があるんですか？」

「ち、違ちがいます」

「じゃあ、私が触さわったから、ドキドキしちゃったんですか？」

「……はい」

　クリスフォードは観念して答える。

　仕方がないではないか。相手はリンフィールドの頂点に立つ巫女フェリシアだ。そんな女性を前にして、平静でいろというのが無理なのだ。

「クリスフォードは本当に可愛かわいいですね。お婿むこさんにしたいくらい」

「フェ、フェリシア様。お戯たわむれを……」

「何を動どう揺ようしてるのですか。冗じよう談だんに決まってるじゃないですか。巫女である私は、心身共に神へと捧ささげていますから。結けつ婚こんなんてできませんよ」

「そう、ですね」

　それは決まり切った事実だというのに、改めて聞かされると、クリスフォードの胸に鋭するどい痛みが走った。

　初めからフェリシアが手の届かない高たか嶺ねの花はなだと承知しているが、それでも少年は夢を見たかった。

　フェリシアを自分のものにする。そんな妄もう想そうをするだけでも不敬だが、しかし止められないのだ。

　そもそも、フェリシアと二人っきりというこの状じよう況きようが良くない。クリスフォードの理性を削けずり取とっていく。

　そのとき――

「あーっ、フェリシア様とお兄ちゃん、ここにいたのぉ！」

　遠くから、クリスフォードの妹の声が聞こえてきた。五歳になったばかりのセラフィーナ・アスロックである。

　それから大人の神官たちの叫さけびも近づいてきた。どうやら総出でフェリシアを捜さがしていたようだ。

「あら、大変です。見つかってしまいました。クリスフォード、逃にげましょう」

「え？」

　クリスフォードが返答する間もなく、フェリシアはその手を引いて走り出してしまった。

　フェリシアの亜あ麻ま色いろの髪かみがなびき、クリスフォードの頬ほほをくすぐる。

　そして、背中から神官の怒ど声せいが追いかけてくる。

「フェリシア様、いいんですか。逃げたらあとでもっと怒おこられますよ！」

「いいんです。鬼おにごっこは楽しいじゃありませんか。それに、このまま逃げ切きってしまえば誰にも怒られませんよ」

「……逃げ切る？」

　クリスフォードにとって、その響ひびきはとても斬ざん新しんに聞こえた。

「そう。このままクリスフォードと二人っきりで、遠くに行けたら素敵だと思いませんか？　そして、私がピンチになったりしたら、クリスフォードが守ってくれるんです」

　それは儚はかない夢だった。逃げ切れるわけがないし、そもそも本気で逃げる気もない。

　フェリシアは巫女。クリスフォードはその護衛。

　二人はリンフィールドにいるからこそ、その身分が保証されており、今のところ身分を捨ててまで逃げ出だしたいほど祖国に不満を感じていなかった。

「はい。素敵ですね」

　しかし、クリスフォードは素す直なおに頷うなずいた。

　世界が二人の事を知らず、そして二人も世界を知らない。そんな場所に行くというのは、とても心躍おどる冒ぼう険けんだろう。

　二人は、追いかけてくる神官を振ふり切って草原を走り続けた。

　束つかの間まの自由を楽しんだフェリシアは、草の上に寝ね転ころんで愉ゆ快かいそうに笑っていた。

　それから午後には神殿に行き、儀式を済ませる。

　狭せまくて美しい国の、変わらぬ日々。

　十分に楽しかった。

　クリスフォードは、いつまでもこうして過ごせるものだと信じていた。




　フェリシアが暗殺されるのは、この一週間後の事である。







第一章　眼鏡執事誘拐事件







１




　アリス・フィン・ノンマルスは金色の髪と黒いドレスを揺ゆらしながら、長い廊ろう下かをフワフワと飛んでいた。

　そして、エプロンドレスを着てモップがけをするマリィを見つけ、その頭上から声をかける。

「ねぇマリィ。クリスフォードを見なかった？」

「……知らないっ」

　どういうわけかマリィの口調にはトゲがあり、不ふ機き嫌げんそうにモップを動かしていた。

　いつもは明るく元気な彼女が、どうしてそんな態度を取るのだろうとアリスは不思議に思い、着地して頭を撫なでてやる。

「どうしたのマリィ。何か嫌いやなことでもあったの？」

「うぅ、だって……クリスフォード様、朝からどこかに行っちゃってて……いつもは二人でお掃そう除じしてるのに」

　そう言って、マリィは頬を膨ふくらませた。その様子が可愛らしくて、アリスは思わず笑ってしまう。

「それは大変ね。クリスフォードを見つけたら叱しかっておくから」

「……それより、アリスお姉ちゃんもたまには手伝ってよぉ」

「あは。また今度ねぇ」

「もうっ！」

　アリスはマリィのそばから離はなれ、窓から外へと飛び出した。

「……それにしてもクリスフォードったら、どこに行ったのかしら。困った子ね」

　特に用事があるわけではない。が、彼かれが黙だまって姿を消すなど初めての事なので、アリスとしては少々心配だった。

　そして、ふと空を見上げると、分厚い雲がリンデン島を包んでいるのが見て取れた。

　雨が降りそう――と思った途と端たん、案の定アリスの肩かたに水すい滴てきがポツリと落ちる。




　いつの間にか土ど砂しや降ぶりになり、クリスフォードのメガネにも大おお粒つぶの水滴が張り付いていた。

　それを拭ふき取る気力もなく、大木に背を預け、根と根の間に挟はさまってジッと座すわり込む。

「こんな森の奥おくでうずくまり、私は何をしているのでしょうね……」

　そんな自じ虐ぎやく的てきな呟つぶやきをしつつ、しかし、それでもアリスと顔を合わせたくなかった。

　自分が情けなくて、どうしようもなくて、消えてしまいたい。

　あの秋しゆう鳳ほうの戦いで、自分は言い訳不可能なほど大敗した。

　役目を果たせなかったばかりか、貴重なアーティファクトを敵に奪うばわれ、結局最後はアリスによって助けられてしまう。

　折せつ角かくアリスが自分を信じて任せてくれたのに、応こたえる事ができなかった。

　それなのに、何日経たってもアリスは一言も叱ってこなかった。

　――自分は庇ひ護ごの対象でしかない。

　それがたまらなく屈くつ辱じよくだった。憧れの女性に全く頼たよられていない。一方的に守られている。少しも役に立てない。自分はいてもいなくても変わらない。

　更さらに、より深刻なのは――

「くっ……」

　この激痛だ。秋鳳の戦い以来、何もせずとも時折、体を槍やりで突つき刺さしたような痛みが走る。原因は何となく分かっているのだが、アリスに知られるとまた心配されてしまう。それは余りにも格好が悪かった。故ゆえに隠かくす。

　だが、いつまでもこうしているわけにもいかないだろう。あの大きな屋や敷しきの家事を全すべてマリィに任せては可か哀わい想そうだし、そもそも同じリンデン島の中では、家出にすらなっていなかった。

「あは。見ぃつっけた」

　甘あまい香かおりがクリスフォードを包むと同時に、雨が消えた。

　顔を上げると、そこには白く細い脚あしが浮かんでいた。

「……アリス卿きよう！」

　実際には雨がやんだのではなく、アリスがスカートを広げて傘かさのようにして、クリスフォードの頭の上に屋根を作っていたのだ。

　つまりクリスフォードは、アリスのスカートの中にいる。

「いやぁん、えっち」

「し、失礼しました！」

　クリスフォードは慌あわてて体をずり下げ、頭をスカートの中から退たい避ひさせる。

　しかしよく考えてみれば、アリスが勝手に生足を晒さらしているのであり、別にクリスフォードが謝あやまる必要はない。

　からかわれている事にようやく気付き、憮ぶ然ぜんとして立ち上がろうとする。が、アリスはクリスフォードの上にまたがって座り込み、起き上がらせてくれなかった。

「何のつもりでしょうか」

「あら、貴方こそ何のつもり。黙って出かけたりなんかして。マリィ、怒ってたわよ」

「……アリス卿は怒らないのですか？」

　クリスフォードは一いち縷るの望みを託たくして、挑ちよう発はつ的てきに言った。

　もとより振り向むいてもらおうなどとは思っていない。アリスがティアマトだけを見つめているのは知っている。自分如ごときが入り込む余地は初めからない。全て分かっているのだ。

　それなのにアリスは、

「あは。じゃあ、お仕置きしてあげましょうか？」

　そう言って、自分の黒い服の胸むな元もとを少しずつ下げ始めた。胸の谷間が覗のぞき、クリスフォードの目の前に晒される。

「ア、アリス卿……！　一体何をっ!?」

「やだ、クリスフォードったら声ひっくり返ってるわよぉ？　そんなに刺し激げき的てきだった？」

「それは……まぁ、その……」

　刺激的、などというものではない。それはもう爆ばく発はつ的てきだった。

　アリスは小こ柄がらで幼い顔立ちであるが、それに反して胸は豊満である。厚手の布越ごしでもハッキリと分かるほどだ。

　その乳ち房ぶさが、わずかとはいえ、見えている。これで興奮しなければ男ではない。

　だが、しかし、なぜ。お仕置きどころか褒ほう美びではないか。こんな幸運があっていいのだろうか。幸せすぎて死んでしまいそうだ。

「ねぇ、触りたい？」

「是ぜ非ひ、とも」

　最も早はやクリスフォードは取り繕つくろう事もせず、本心をそのままぶちまけた。

「ふーん……そんなに触りたいんだぁ」

　アリスは焦じらすように、ゆっくりと胸を露ろ出しゆつさせていき、そして――

「でも、だーめ。触らせてあげないんだから」

　急にドレスを上げて胸を隠し、それから俯うつぶせに寝転んで、クリスフォードに押おしつけてきた。

「いや、アリス卿……ここまで期待させておきながら、それは流石さすがに……」

「酷ひどい？　だってお仕置きだもの。クリスフォードに辛ぁい思いをさせないと意味ないでしょ」

　そしてアリスはクスクスと笑い出す。

　確かに辛い。この胸の高まりをどう処理すればいいのか分からない。生殺しである。

「あは。我ながら鬼き畜ちくぅ。クリスフォードったら可哀想。なでなで」

　アリスは慰なぐさめるように、クリスフォードの頭を撫でた。

　また子供扱あつかいされている。にもかかわらず、どういうわけか先さき程ほどまでのモヤモヤした気持ちが晴れていた。

　開き直ってどうでもよくなったのだろうか。

　それもある、が――結局のところクリスフォードは、こうしてアリスに迎むかえに来て欲ほしかっただけなのではなかろうか。

　そう思い至り、自分が可笑おかしくて笑ってしまう。

「なぁに、ニヤニヤして。いやらしいわ」

「それは仕方がないでしょう。アリス卿が悪いのです。今だって、こうして普ふ通つうに見えている肩だけでも私は十分に興奮していますよ」

「あら、そんな風に言われたら恥はずかしくなっちゃうじゃない」

　アリスは少し頬を赤く染め、クリスフォードの体から浮かび上あがる。

　ようやく自由になったクリスフォードは立ち上がり、そして雨に濡ぬれた前まえ髪がみをかき上げた。

「じゃあ、帰りましょうか」

「はい――」

　そのとき、凄すさまじい轟ごう音おんがリンデン島を貫つらぬいた。その余波で島全体が揺れ動うごく。

　クリスフォードは何が起きたのか分からず動揺し、そして何が起きたのかを把は握あくして、もう一度動揺した。

　森の地面が抉えぐれている。その穴の中に人が立っていた。

　自分でもアリスでもマリィでもない。ほかの童女ニンフエツトでもない。

　つまり外敵の侵しん入にゆう――それは有り得ない事だった。

　なぜならリンデン島は常時、アリスの魔ま力りよくからなる防ぼう御ぎよ結界で包まれている。これはアリスが仲間と認にん識しきしている者以外、全てはじき返してしまう。

　侵入するには結界を力で突とつ破ぱしなければならない。だが、アリスはこの地上で最も強力な魔術師である。

　故に突破は有り得ない。

　しかし今、クリスフォードとアリスの目の前に、部外者が確かに降り立った。

「あらあら。呼んでもないのに人の敷しき地ちに入り込んじゃって。一体どこの誰かしら。無ぶ粋すいな人は嫌きらいよ」

　こんな状況でも、アリスは動じる事なく平然としていた。

「これは失礼。雨の中で逢あい引びき中だったようですね。ですが、そこにいるクリスフォードは本来、私のものですよ、アリス・フィン・ノンマルス」

　侵しん入にゆう者しやの声は女性のものだった。それも少し間のぬけたテンポの、それでいて気品すら感じられる、丁てい寧ねいな口調。

　そして、その姿をハッキリと捉とらえたクリスフォードは、息をするのも忘れて凝ぎよう視しした。雨が目に入っても拭ぬぐう事すらせず、見開き続けた。

　亜麻色の長いストレートヘア。透とう明めい感ある水色の瞳ひとみ。人を包み込む穏おだやかな微び笑しよう。それらは十一年前の記き憶おくからまるで変わっていない。忘れる筈はずがない。見み間ま違ちがえる筈もない。

　彼女は――

「……フェリシア、様？」

　かつてクリスフォードが仕えていた巫女だった。

「ああ、クリスフォード。久しぶりですね。と言っても、私にとってはそれほど長い年月が経ったようには感じられないのですが。でも大きくなった貴方の姿を見れば、十一年という時の流れを感じずにはいられませんね。まあ、つもる話はさておき、迎えに来ました。さあ、リンフィールドに帰りましょう」

　巫女フェリシアはクリスフォードへと手を伸のばし誘さそった。

　――これは何の冗談だ。どうして死んだ人間が目の前にいる？

　クリスフォードは眼前の光景が理解できず、ただ硬こう直ちよくするだけだった。




　クリスフォードの故郷であるリンフィールドは、ティアマト教を母体とする宗教を中ちゆう核かくに発展した国である。

　宗教指導者と国家元首をかねる巫女は、ティアマトに選ばれた証として、背中にドラゴンの爪つめで裂さかれたような三本の傷が生まれつきある――とされていた。実際には後天的につけられた傷だが、国民は疑う事なく信じている。

　巫女が死ねば、別の少女に三本傷をつけて『ティアマトに選ばれた者』をでっち上げ、次代の巫女とするのだ。つまり巫女とは誰がやっても変わらない。儀式の為ための飾かざりであり、宰さい相しようを始めとする政治家たちの操あやつり人にん形ぎようだった。
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　宰相は、三本傷の少女を見つけた者が務める事になっている。しかし、一いつ般ぱん人じんが自分の娘むすめに傷をつけて、「これがティアマトに選ばれた次代の巫女です」と名乗り出ても無論黙殺されてしまう。

　逆に言えば、宰相になれるほど政治力がある人間だけが巫女みこを見つける事が出来るのだ。故に巫女の死期が近づくと、『次の巫女を誰が見つけてくるか』をあらかじめ決める為、政治家たちは忙いそがしくなる。

　つまり、巫女が死ねば宰相も変わるので、政権交代を行なう為に巫女が暗殺されるような事も頻ひん繁ぱんにあった。

　フェリシアはそんな政治的茶番劇に巻き込まれ、十一年前に殺された。そのとき巫女の護衛役を任せられていたのがクリスフォードである。

　当時のクリスフォードは魔ま術じゆつ師し見習いとはいえ、十三歳さいの少年に過ぎなかった。そんな子供に護衛させていた時点で、上層部がフェリシアを暗殺するつもりだったのは明白だ。無論、クリスフォードが陰いん謀ぼうに気付ける筈もなく、単純に巫女を守るという名めい誉よに心躍らせていた。

　巫女はリンフィールドの心の支えであり、特にフェリシアは容姿も人格も気品に溢あふれている。そんなフェリシアのそばにいて、少年が平静でいられるわけもなく、端たん的てきに言えば恋こいをしてしまった。クリスフォードの初はつ恋こいだった。

　そして三ヶか月げつ後にフェリシアは毒殺された。クリスフォードは何も出来なかった。

　暗殺の首しゆ謀ぼう者しやは、当然の如く新しい巫女を見つけ、宰相の立場に収まる。

　皮肉な事に、その新しい巫女は、五歳になったばかりのクリスフォードの妹、セラフィーナだった。

　クリスフォードが絶望に沈しずむ中、両親は娘が巫女に選ばれた事を喜び祝しゆく杯はいを上げた。

　居場所を見失ったクリスフォードは、故郷を離れるしかなかった。

　アリスに拾われたのは、そんな時だった。




　あれから十一年が経った。正直、クリスフォードはフェリシアの事など忘れていた。

「フェリシア様……貴女あなたは、死んだ筈です……」

　だが、彼かの女じよは目の前に立っている。

「はい、死にました。でも、ほら。私はティアマト様に選ばれた巫女ですから。使命を果たすまでは永えい眠みんなどできぬのです」

　フェリシアは法ほう衣えの袖そでをひるがえして両りよう腕うでを広げた。その姿は十一年前と全く同じ。

　クリスフォードは目を奪われる。守れなかった大切な人が、自分を迎えに来たと言っているのだ。夢か幻まぼろしか――しかし今、クリスフォードの主人は彼女ではない。

「ちょっと貴女、あの御お方かたを気安く呼ばないでくれる？」

　アリスの一声と共に、フェリシアの頭上から青白い光球が襲おそいかかった。死者の魂たましいを固めて作った超ちよう高こう密みつ度ど魔ま力りよくの塊かたまり、ウィル・オ・ウィスプである。

　クリスフォードが知っているフェリシアには、ウィル・オ・ウィスプを防ぐ力などなかった。為なす術すべなく叩たたき潰つぶされるしかない。

　しかし、光球は当たらなかった。

　ウィル・オ・ウィスプは高速で飛来し、フェリシアがいた場所に落下した。にもかかわらず、地面に突き刺さり土ど砂しやを巻きあげただけなのだ。

　フェリシアの死体がない。跡あと形かたもなく消え去った、というのも違ちがうだろう。なぜならクリスフォードは、ウィル・オ・ウィスプが着ちやく弾だんする直前、フェリシアの体が消えるのを見たのだ。

　当たってからではない。当たる前である。

「流石さすがはアリス・フィン・ノンマルス、凄すごい威い力りよくですね」

　おっとりとしたフェリシアの声が、クリスフォードとアリスの背後から聞こえてきた。

　驚おどろき振り返かえると、先ほどと同じように彼女が立っていた。

「あんなのが当たったら、か弱い私では即そく死しです。でも、私にはティアマト様のご加護がありますから当たりませんし、死んでも生き返ります」

　そして、こともあろうに新生ティアマト教団の枢すう機き卿きようへ向かって、自分にはティアマトの加護があると言い切った。

「……貴女、私の名前を知ってるって事は、私が誰だれだか知っているのよね。その上で言ってくれちゃうわけ？」

「はい、貴女の事は存じ上げております。ティアマト様に利用されている可哀想な月の悪あく魔ま。そして私の可愛かわいいクリスフォードをそそのかした悪女です」

　雨の中、フェリシアとアリスは微笑ほほえみを浮うかべながら、静かに睨にらみ合あった。

　クリスフォードはその光景を眺ながめながら、必死に現状を理解しようと努力する。

　しかし、何一つ分からない。

　フェリシアが生きている事だけでも意味不明なのに、リンデン島の防御結界を破り、更にはアリスの攻こう撃げきを回かい避ひするほどの力も持っている。

　偽にせ物ものか――？

　だが、今いま更さらフェリシアの偽物などに利用価値があるとも思えない。

「クリスフォード。この巫女さん、確かに死んだのよね？」

「……ええ」

　あのときクリスフォードはフェリシアと夕食を共にしていた。そして彼女の料理には毒が盛られていた。

　悶もだえてのたうち、動かなくなり、息も脈みやく拍はくも確かに消え去った。

　クリスフォードにできたのは、床ゆかに突っ伏ぷした死体を抱だき上げ泣なき叫さけぶ事だけだった。

　あの記憶を忘れる筈がない。

「だったら、今、目の前にいるのは誰？　影かげ武む者しや？　それともゾンビかしら。でも何にせよ、私、喧けん嘩か売られてるのよね」

「それは誤解です。私はただクリスフォードを迎えに来ただけ。貴女と争あらそうつもりはありません。今日のところは、ですが」

「あは、変な話ね。クリスフォードの居場所は私のいる場所。どうして貴女が連れ帰ろうとしているの？」

「まぁ、何と独どく占せん欲よくが強い悪魔でしょうか。しかし、ようやくクリスフォードを捜し当てたのですから、引き下がったりはしませんよ、アリス・フィン・ノンマルス。貴女が彼を連れ去ったのは早い段階で分かりましたが、この島を探し当てるのは骨が折れました。ですが、先日東方大陸で派手に暴れていたでしょう？　お陰かげ様さまで私の探知魔ま術じゆつに引っかかったので、そこからトレースさせて頂きました」

　フェリシアは、わざわざリンデン島への道のりを語り出し、そして、

「ね、クリスフォード。私は貴方あなたを捜さがすのにこんなに努力したんですよ。褒ほめてください」

　十一年前と同じように、クリスフォードへ笑いかけてきた。

　――ああ、そうだった。この人はこんな子供っぽいところもあったのだ。

　リンフィールドの全国民から敬われていた巫女が、クリスフォードにだけ見せてくれた表情だった。

「……アリス卿。早く、始末してください」

　正直、耐たえがたい。

　あの頃ころに戻もどりたいという気持ちが湧わくのを止められない。

　しかし、クリスフォードの忠誠は全てアリスに捧ささげられている。そうすると自分で決めたのだ。

　故に排はい除じよしなければならない。

「言われなくても」

　そう答えたアリスの声こわ色いろに、いつもの余よ裕ゆうがなかったように聞こえたのは、クリスフォードの気のせいだろうか。

　そしてフェリシアの真横から、ウィル・オ・ウィスプが襲いかかる。

　光球は轟音を立てて森の木々を薙なぎ倒たおした。

　だが、フェリシアは再び回避していた。

「酷い酷い。クリスフォードったら、私を始末しろなんて。いつからそんな酷い事を言う子になってしまったのですか？　これも全部アリスのせいなのですね」

　今度はクリスフォードの真後ろから声が聞こえた。それどころか、ピタリと背中に張り付かれている。彼女の体温が、濡れた服越しに伝わってきた。

「でも大だい丈じよう夫ぶですよ。私が治してあげますから。さあ帰りましょう」

　フェリシアの腕うでが、クリスフォードの体を包つつみ込む。

　この声も感かん触しよくも、紛まぎれもなく本物。疑う余地なく、巫女フェリシアだった。

　払はらいのけようにも体が動かない。

「――貴女、私のクリスフォードから手を放しなさい」

　アリスの周りに、ウィル・オ・ウィスプが次々と現れる。その数は十を超こえ、そしてフェリシアを狙ねらっていた。

「いや、アリス卿。これでは私にも当たってしまうのですが」

「大だい丈じよう夫ぶよ、外すから」

　アリスが手を振ふるのに合わせて、光球が撃うち出された。

　その瞬しゆん間かん、クリスフォードは世界がずれるのを感じる――のも束つかの間ま、立っている場所が変わっていた。

　自分に向かって飛んできた筈のウィル・オ・ウィスプを、いつの間にか木の枝の上から見下ろしていたのだ。

　ウィル・オ・ウィスプは誰もいなくなった空間を突き進すすみ、進行方向にあった岩や大木を破は壊かいし、雨を巻きあげる。

「ですから、無む駄だです。私には当たりません」

　クリスフォードの背中に密着したフェリシアは、脇わきから頭を出し、アリスを嘲あざけるように囁ささやいた。

「それにしても本当に酷い。私にティアマト様の御ご加か護ごがなければ、クリスフォードまで巻き込んでしまう攻撃でしたよ。悪魔には血も涙なみだもないのですね」

「言ったはずよ。クリスフォードには当たらないように撃つって。そのくらいも見切れないのかしら。私が自分の玩具おもちやに傷をつけると思ってるの？」

「貴女のではありません。私のクリスフォードです」

　二人の女性は視線を交差させ、背筋が凍こおり付つきそうな冷れい笑しようをぶつけ合う。

　それを見たクリスフォードは鳥とり肌はだを立てながら、自分の身に起きた現象を振り返る。

　ウィル・オ・ウィスプが向かってきた瞬間に木の上にいた。それは超ちよう高こう速そく――というより、移動という過程をすっ飛ばしたと表現するのが近い。

　そもそも、アリスですら追い切れない速度で動いたのなら、凄まじい衝しよう撃げき波はが発生している筈だ。そしてクリスフォードとフェリシアはバラバラになり、更さらに摩ま擦さつ熱ねつで炎えん上じようし跡形もなく消しよう滅めつするだろう。

　しかしクリスフォードは、わずかな圧力すら感じなかった。それはつまり、木の上に『移動』したのではなく、『出現』したのだ。

「アリス卿。どうやら思ったより事態は深刻なようです」

「そうみたいね。手が出せないわ」

　アリスは地面に立ち、やれやれと肩かたをすくめる。

　それを見たフェリシアは勝利を確信したのか、愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らす。

「ええ、そうでしょうね。諦あきらめは肝かん心じんです。クリスフォードは十一年前から私のものと決まっているのですから」

「まあ、たまに里帰りするのも悪くないんじゃない？　マリィは怒おこると思うけど」

「負まけ惜おしみですか？　見苦しいですよ、悪魔さん。では決着もついたようですから、クリスフォードは連れて帰ります。では、ごきげんよう」

　フェリシアはそう言って、クリスフォードごと分厚い結界で包み、真上へと弾けるように急きゆう上じよう昇しようした。

　内側から結界に穴を開け、一いつ瞬しゆんにして雲の上に抜ぬける。

　クリスフォードはフェリシアに運ばれながら、やはり彼女の魔力が従来とは別物になっていると認識した。

「クリスフォード。少し速度を出しますが、眼めを回さないようにしてくださいね」

　フェリシアの声が耳元で囁かれる。

　その吐と息いきが懐なつかしく、否いやが応おうでも祖国を思い起こさせた。




２




　リンフィールドはガルツ地方の北、ジラガミ山を越こえたところにある。

　寒冷地ながらも美しい景観に囲まれ、おだやかな国とされてきた。

　しかし近年、その領土全域に渡わたって、地下に石炭が眠ねむっている事が明らかになった。

　炭層に到とう達たつするまでは浅く、なおかつ炭層そのものは厚い。炭鉱としてはこの上なく理想的であり、石炭を求める大国に目をつけられるのは必然だった。

　十一年前の巫女暗殺事件とは、国土を炭鉱と化して利益を得るか、それとも現状維い持じで伝統を守るかという対立に他ほかならない。

　保守派であった先代巫女フェリシアと先代宰相は、大国の後うしろ盾だてを得た革新派によって暗殺された。

　結果、リンフィールドの全国民は石炭を掘ほる奴ど隷れいとして扱われ、大国に搾さく取しゆされる運命となる。

　大国のやり口が巧こう妙みようなのは、奴隷の管理を奴隷にやらせた事だ。

　つまり、革新派として活かつ躍やくした連中にはそこそこの富と武力を与あたえ、監かん督とくの役目を与えたのである。

　その結果、酷こく使しされる国民の怒いかりが革新派へと向いた。

　大国は思おも惑わくどおり、陰かげからの搾取に集中できた。

　ところが二ヶ月前、その支配が何の前まえ触ぶれもなく崩くずれ去さってしまったのである。




　フェリシアに連れられ十一年ぶりに帰ってきたクリスフォードは、穴だらけになってしまった祖国の姿に、少なからずショックを受けた。

　山を横から掘っていくタイプの炭鉱とは違い、平地を真下に向かって掘るだけで石炭が幾いくらでも出てくる。それ故ゆえに採さい掘くつも捗はかどり、リンフィールドはまるで月面のようだった。

　かつてフェリシアと共に眺めた湖や、走り回った草原は見る影もない。

　これが雪に覆おおわれていればまだ誤ご魔ま化かせるのだが、連日の異常気象によりまるで夏のような気温になっている。

　よってリンフィールドは地じ肌はだを剥むき出だしにし、クリスフォードを傷だらけの姿で迎え入いれた。

　それでも都市部はかつての面おも影かげを残しており、クリスフォードは街を見てようやく故郷に帰ってきたという実感を得る。




　そしてクリスフォードは巫女や神官たちの居住施し設せつに案内され、その一室をあてがわれた。

　この建物には、かつてフェリシアの護衛役だったクリスフォードも住んでいた時期がある。

　だから案内などされずとも迷う心配はないのだが、フェリシアはどうしてもクリスフォードを連れて歩き回りたいようだった。

「この部屋は昔、私が住んでいた部屋ですよ。今も使わせて頂いていますが、クリスフォードは覚えていますか？」

「覚えていますよ」

「ふふ、クリスフォードと一いつ緒しよに寝ねた事もありましたよね」

「……それはフェリシア様が私を無む理り矢や理りベッドに押おし込んで、そのまま朝まで帰してくれなかっただけではありませんか」

「あのときのクリスフォード、とっても情熱的でした」

「何もしてませんよ」

「そうですね。私が胸を押しつけると、緊きん張ちようでカッチンカッチンになってましたね」

「……さて、記憶にありません」

　フェリシアは昔の記憶をほじくり返し、クリスフォードを虐いじめて楽しんでいた。

　だが、クリスフォードは十一年前とは違うのだ。一方的に弄いじられるつもりは毛頭ない。

「それから、ほら。窓から見える中庭の噴ふん水すい。よくあそこで愛を語り合いましたよね」

「ええ、若い神官たちが集まって、よく噂うわさ話ばなしをしていました」

「あのクリスフォードの情熱的な言葉……思い出しただけで体が火ほ照てってしまいそう」

「知っていますかフェリシア様。貴女に憧あこがれて神官になった人たちの一部は、そのイカれた言動に失望して泣いていたのですよ」

「……クリスフォード。いつからそんなに皮肉っぽい事を言うようになったのですか？　少しは私のノリに合わせてください」

「申し訳ありません。合わせますから、そう頬ほほを膨ふくらませないでください。子供ですか、貴女は」

「やっぱり意地悪になっています……」

　フェリシアはガックリと肩を落とし、トボトボと歩き始めた。

　その後ろ姿を見て、クリスフォードは勝利の快感を味わう。

　女性を言葉で屈くつ服ぷくさせるのは、実に素す晴ばらしい。アリスを相手にしていては絶対に味わえない感覚だ。

　かつては遥はるか格上だったフェリシアが、今のクリスフォードには容易たやすい相手に見えた。簡単に上回れる。負ける気がしない。

「えぇと、それから、ここが今日からクリスフォードの部屋です。空いている中で一番広いのを選びましたから。それに、私が直々にお掃そう除じしましたから。心して使って下さいね」

「それはありがたい。ありがとうございます、フェリシア様」

「そんな、一生俺おれの為に部屋を掃除してくれなんて……私、まだ心の準備が」

「フェリシア様。ドアノブが汚よごれていますよ。これでは嫁よめのもらい手はなさそうですね」

「うぅ……酷ひどい、酷すぎます……」

　フェリシアは眼を赤くし、涙すら浮かべていた。

　クリスフォードの圧あつ倒とう的てきな勝利といっていいだろう。

　ここにきた本来の目的とはまるで無関係だが、そこはかとない達成感がある。

　しかし、それも長くは続かなかった。

「えい！」

　という短い掛かけ声ごえを上げ、フェリシアはクリスフォードの腕に抱きついた。その動作によって、彼女の柔やわらかい胸が押しつけられてくる。

「……」

「あら、どうしましたクリスフォード。急に固まってしまいましたね」

「別に。何でもありません」

「誤魔化しても駄だ目めですよ。ふふ、こういうところは十一年前と同じですね。安心しました。たっぷり虐める事ができます」

　勝利などまやかしだった。

　クリスフォードの立場は、どこにいっても敗者の座を向いているようだ。

「フェリシア様。いい加減、部屋に入れてくれませんか。扉とびらの前で立ち止まって会話を続ける理由もないでしょう」

「それもそうですね。では、中でゆっくり話しましょう」

　フェリシアは嬉うれしそうに扉を開け、先に部屋の中に入ってしまう。それに続いてクリスフォードも、やけくそ気味に飛び込んだ。

　すると案の定フェリシアは、ベッドに潜もぐり、怪あやしげな笑えみを浮かべながら手招きしていた。

「さあ、クリスフォード。今夜は寝かせませんよ」

「徹てつ夜やが趣しゆ味みならご勝手に」

　第一、まだ夕方である。

「ところでフェリシア様。結局、この国は今どうなっているのです？」

　クリスフォードは窓の外から街並みを見つめながら、根本的な疑問を口にした。

「炭鉱と思わしき大穴は沢たく山さんありましたが、そこで働いている人は誰もいませんでした。そもそも、リンフィールドの全国民が奴隷化されたと聞いていたのに、ここに来るまでの間、誰もが希望に満ちあふれた顔をしていた。革新派と呼ばれた連中はどうなったのです？　いや、まず一番聞きたいのは……どうして貴女は生きているのですか、フェリシア様」

　クリスフォードの疑問を聞いたフェリシアは、ベッドからゆっくりと起き上がった。

「革新派は処しよ刑けいしました。一人残らず」

「処刑……？」

「はい。クーデターというやつです。奴隷として虐しいたげられていた人々は、決起してレジスタンスとなり、革新派を権力の座から引きずり下ろしました。彼かれらは国を裏切ったのですから、殺されても当然でしょう？」

「なるほど。そして巫女みこの地位も、先代である貴女に返へん却きやくされた」

「そうです」

　そもそも巫女の交代は、巫女の死によって行なわれる。

　つまり、先代のフェリシアがこうして生きている以上、当代の巫女は偽にせ者ものという事になる。それだけでクーデターを起こす大義名分が立つのだ。フェリシアの人気と相まって、国民を一つにまとめるのも容易だっただろう。

　その辺の流れはクリスフォードにも想像できる。

　だが、問題なのはその前。

「もう一度聞きます。なぜ、貴女は生きているのですか、フェリシア様」

　死者が生前の姿そのままで蘇よみがえるなど、クリスフォードは聞いた事がない。あのアリスの技ですら、生きているように見せかけるのが関の山だ。

　しかし、フェリシアは生きている。

　この疑問に比べれば、他の問題は全すべて些さ細さいなものと言わざるを得ない。

「貴女あなたは確かに死にました。そうですよね？」

「はい、死にました。裏切り者によって毒殺されたのです。そして神しん殿でんに埋まい葬そうされました」

　フェリシアは立ち上がって、クリスフォードの隣となりに並んだ。

　窓から入った風が、亜あ麻ま色いろの髪かみをなびかせる。

　その仕草が本当に十一年前と同じだったので、クリスフォードは見とれるしかなかった。

「二ヶ月くらい前でしょうか。私は棺ひつぎの中で目を覚ましたのです。信じられますか？」

「……信じられません。だが、事実、貴女はこうしてここにいる」

「はい、事実は揺ゆらぎません。私も本当に驚きました。そして外に出て更にビックリ。知らない内に十年以上も経たっていて、そして美しかったリンフィールドがデコボコの穴だらけ……ねえ、クリスフォード。貴方は無残な姿の故郷を見て悲しかったですか？」

「それは、まぁ、当然……」

「でしょう？　きっとティアマト様も悲しんだに違ちがいないのです。ですから私が生き返ったのは、リンフィールドを滅め茶ちや苦く茶ちやにした革新派を倒せという、ティアマト様の意志なのです」

　フェリシアは迷いなく言い放った。

　しかしクリスフォードは知っている。ティアマトは人間にとって都合のいい神ではない。信しん仰こうすれば救ってくれるような甘あまいものではないのだ。

　その神が、リンフィールドのような田舎いなかの国が破壊されたからといって心を痛め、わざわざ人間一人を生き返らせたりする筈はずがない。

　ところが、ここで疑問は振り出しに戻る。

　フェリシアが生きている理由は何か。

　それこそティアマトの力でも働かない限り、死者は蘇らない。

　残る可能性といえば――

「――ところでフェリシア様。アーティファクト、というものを知っていますか？」

「何ですか、やぶからぼうに。ええっと、確か、凄すごい力を持った魔術兵器ですよね？　それを手に入れた者は、国を滅ほろぼすだけの力を手に入れるとか。それがどうかしたのですか？」

「いえ。近ちか頃ごろ、アーティファクトの話をよく聞くので。ただの世間話ですよ」

「ああ、そう言えば、東方大陸ではアーティファクトを追いかけていたのでしたね」

「……よくご存じで」

「それはそうです。リンフィールドの諜ちよう報ほう機関に、クリスフォードを捜させていましたから。何なら、アーティファクトの情報を集めさせましょうか？」

「それは結構ですが……私はてっきり、フェリシア様が生き返ったのは、アーティファクトの力によってではないか、と思いまして」

「もう、ティアマト様の御加護だって言ってるじゃないですか。クリスフォードは疑うたぐり深ぶかいんですね」

　フェリシアは拗すねたように、頬を膨らませた。

　とぼけているようには、とても見えない。

　クリスフォードが騙だまされているという可能性もあるが、しかしフェリシアは嘘うそが得意な人間ではなかった。本当にアーティファクトの事を知らないのだろう。

　フェリシアが生き返った原因は一ひと先まず置いて、もう一つ、クリスフォードには気がかりがあった。それはフェリシアの後こう継けい者しやとして選ばれた、妹のセラフィーナの事である。

「フェリシア様。私の妹はどうしたのですか？」

　セラフィーナは革新派に推おされて巫女になった。まさかその理由で、粛しゆく清せいの対象にされてはいないか。

「大丈夫ですよクリスフォード。セラフィーナの事は、昔から私も大好きです。でも、あの子は裏切り者の味方をしていましたから。反省してもらう為ために監かん禁きんしています」

「監禁……？」

　その物ぶつ騒そうな言葉にクリスフォードは眉まゆをひそめる。

「そんなに睨にらまないでください。三食与えているし、痛い事もしていません。そうですね、どちらかというと軟なん禁きんになるのでしょうか。そう言えばクリスフォードは十一年間、セラフィーナを見ていないのでしょう？　ふふ、あの小さかった娘こは、とても美人になっていましたよ」

「そう、ですか」

　美人と言われても、いまいち想像できなかった。

　確かに今のセラフィーナは十六歳さいになっている筈だが、クリスフォードの記き憶おくの中では五歳でしかない。ぴょこぴょこと後ろを付いてくる姿が思い出された。

「ちなみに妹はどこに？」

「嫌いやですねクリスフォード。監禁と言えば地下室に決まっているでしょう」

「……決まっているのですか」

「はい、決まっています。実は私、昔から可愛かわいい子を地下室に監禁して飼育してみたかったんです。これ、ロマンですよね」

　フェリシアはニコニコと笑いながら語り出した。

「ちなみに、十一年経って大人になったクリスフォードが、相変わらず可愛い顔で安心しました。ねえ、あとでちょっとだけ監禁させてください」

「お断り申し上げます」

「そんなドスの利いた声を出さないでください。冗じよう談だんに決まっているじゃないですか」

「そう願いますけどね……」

　フェリシアの眼は本気だった。

　それにしても、昔から突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出す人だったが、生き返ってからは更に吹ふっ切きれてしまったようだ。

「ああ……本当に地下室が似合いそう。服をはだけさせて、首輪をつけて……想像しただけで、もうたまらないですね」

「まあ想像するだけなら許しますから、今日はこの辺にしませんか」

「そうですか？　私はもっともっとクリスフォードとお話ししたいです。あ、でも、お楽しみを明日にとっておくのも悪くないですね。ふふ、毎日クリスフォードと会えるなんて素す敵てき」

「……フェリシア様」

　眼を閉じ、うっとりとするフェリシアの姿が本当に幸せそうに見えたので、クリスフォードは怯ひるんでしまった。

　今の自分は、フェリシアよりもアリスに心奪うばわれている。

　なのに彼かの女じよは、クリスフォードの事を一心に想おもってくれている。

「それじゃ、おやすみなさい、クリスフォード」

「……はい、おやすみな――」

　そう答えようとした瞬間、クリスフォードの体全体を、神経を直接ハンマーで叩たたいたような痛みが走はしり抜けた。一瞬、目の前が真っ白になり、足あし下もとがグラつく。

「あら……どうかしたのですか？」

「い、いえ。何でもありません。おやすみなさい、フェリシア様。また明日」

「そうですか？　ああ、それにしても、また明日とは、とても良い響ひびきですね。ふふ、また明日……明日も会えるのですね」

　フェリシアは笑い、法ほう衣えの布をひるがえし、扉を開けて出て行った。

　そして静かになった部屋で、クリスフォードはベッドに座すわり込んだ。汗あせがドッと噴ふき出す。痛みの余よ韻いんがまだ残っていた。

　秋しゆう鳳ほうの戦いが終わってから、幾いく度ど目だろうか。

　今にして思えば、やはりエリキシルの薬の連続使用がまずかったのだろう。体が明らかに不調を訴うつたえている。崩ほう壊かいしつつあるといっても過言ではない。

　肉体の機能そのものが壊こわれているのだから、治ち癒ゆ能力を活性化させる類たぐいの回復魔ま術じゆつも用をなさない。

　よってクリスフォードは、自分はもうじき死ぬだろうと予感していた。

　そして、それを誰だれにも知られたくなかった。アリスに教えれば、色々手を尽つくしてくれるのだろうが、今いま更さら寿じゆ命みようを延ばして何になるのだろう。星の終焉は目の前だというのに。

　ならば、少しでもマトモな死に場所を探した方が賢けん明めいだ。

　この命をアリスに捧ささげたい。

　そう、アリス。クリスフォードの全てはアリスの為に。

　フェリシアが何をしようと、その決意は崩せない。

　クリスフォードは、アリスの一番にはなれない。その他大勢の中の一人でしかない。それでもクリスフォードはアリスのそばにいたいのだ。

　たとえ自分を一番に想ってくれるフェリシアを裏切ってでも。

「私は、馬ば鹿かなのでしょうか」

　自じ嘲ちようし、ベッドに横になる。すると――

「あは、そんな事はないと思うけどぉ？」

　馴な染じみのある声がどこからともなく聞こえてきた。

「ア、アリス卿きようッ？」

　クリスフォードは慌あわてて体を起こし部屋を見回す。だが彼女の姿は見当たらない。

　外だろうか。そう思って窓に近づくと、突とつ然ぜん、金きん髪ぱつの少女が顔を出した。

「ばあっ」

　イタズラっぽく笑いながら、アリスは姿を現わす。

「……あら？　意外と驚おどろかないのね」

「驚いて欲ほしいのなら、声をかける前に現れるべきでしたね」

「むぅ、クリスフォードのいけずぅ」

　アリスはモゾモゾと窓から入り込み、ベッドに座り込んだ。

　すると続いて赤毛の少女も姿を現わした。

「マリィも来ていたのですか」

「うん。だって、クリスフォード様が誘ゆう拐かいされたって言うから……大だい丈じよう夫ぶだった？」

　マリィは心配そうに見つめてくる。

「ご覧のとおり無事ですよ。それより、マリィこそアリス卿と二人っきりで、何か妙みような事をされたのではありませんか？」

「そ、それはその……」

　その質問を投げかけると、マリィは赤くなって俯うつむき、スカートをギュッと握にぎりしめてしまった。

「あは。クリスフォードったらデリカシーがないのね。乙女おとめにそんな質問をしちゃ駄目じゃない」

「一番駄目なのはアリス卿だと思いますよ」

「あら、言うじゃない。ま、そんな事はどうでもいいの。早く帰りましょうよ」

　アリスの手が差し出される。

　その白い手を見つめながら、クリスフォードは即そく答とうを避さけた。

　こうして迎むかえに来てくれたのは、本当に嬉しい。だが――

「まだ帰るべきではないかと」

　クリスフォードは、その手を取らなかった。

「……どうして？」

「アリス卿はフェリシア様の能力の正体に気付けましたか？」

「いいえ。正直なところ、サッパリだわ。ねえ、あの巫女さん、昔からあんな化け物だったの？」

「まさか。多少、魔術の心得はあったようですが、普ふ通つうの人間でしたよ。墓から蘇ったあげく、アリス卿の攻こう撃げきを回かい避ひしてみせるような人ではありません」

「じゃあ急に強くなったってわけ？　でも、あの御お方かたの御ご加か護ごなんて有り得ないわ」

「はい、有り得ません。そこで私は、フェリシア様の力がアーティファクトに由来するのではないかと考えました」

　ティアマトの持ち物であるアーティファクト。その力ならば、死者が生前そのままの姿で生き返るという出で鱈たら目めも起こりえるのかも知れない。

　ところが、アーティファクトだとするならば、また一つ疑問が生じる。

「あの巫女さんはアーティファクトの事、何か言っていた？」

「それが全く。偽いつわっているのではなく、本気でティアマト様の力で生き返ったと信じているようです。ですが……」

　アーティファクトに触ふれた者は、あのビジョンを見せつけられる筈だ。三百億年前から続く、神の所しよ業ぎよう。己おのれの目的の為に星を生み、そして砕くだく。その表面に住む人間など、ティアマトは歯し牙がにもかけていない。

　あれを見れば、信しん仰こう心しんなど保っていられなくなるだろう。

「アリス卿。私はもう少しここにとどまり、フェリシア様の能力を探さぐってみようと思います。構いませんか？」

「別にいいけど。クリスフォード、もしかして巫女さんを押し倒たおしちゃうつもりだったりする？」

「ご冗談を……」

「あら。別に冗談で言ったつもりはないんだけど」

　アリスは頬に手を当て、真顔で言った。

　クリスフォードはフェリシアを押し倒している自分を想像しようとした。が、その相手の顔がどうしても目の前にいるアリスになってしまうので、思わず俯いてしまう。

「あは、冗談よ。貴方あなたにそんな度胸がないのは分かってるんだから。ね、マリィ」

「え？　えっと……どうかなぁ……」

　急に話を振ふられたマリィは、頬をかきながらバツが悪そうに目をそらした。

「……ところで、アリス卿に一つ頼たのみ事ごとをしても宜よろしいでしょうか？」

「なぁに？　巫女さんの下着を盗ぬすんでこいとか？」

「いえ。実は私の妹が地下に監禁されているようなのですが……これから助けに行くので、お二人には妹を安全な場所に連れて行って欲しいのです」

「へぇ、クリスフォードの妹さん？　きっと可愛いんでしょうね……楽しみだわぁ」

　そう言ってアリスは怪しげな笑みを浮うかべる。

「アリス卿。貴女の玩具おもちやにされては、助け出す意味がないのですが」

「なによぉ、ちょっと気持ちいい事してあげるだけなのに。ね、マリィ」

「ふぇっ？　私もっ？」

「あら、何を赤くなってるの。毎晩寝ねる前に二人でしてるじゃない」

「ア、アリスお姉ちゃん！　クリスフォード様の前で変な事言わないでよぉ！」

「ふーん、マリィは毎晩寝る前に変な事してるんだぁ」

「うぅ……アリスお姉ちゃんが虐いじめる……」

　マリィは目の端はしに涙なみだを浮かべてベソをかき始めた。

「ああ、ごめんなさい。でも泣いてるマリィも可愛い」

　アリスはマリィの前に立ち、その涙を唇くちびるでソッと吸った。

「あの、そろそろ始めませんか。というよりアリス卿は、侵しん入にゆう者しやだという自覚を持ってください」

「侵入者…………？　ああ、そうだったわ！　私たち、こっそり忍しのび込んでるんだったわね。忘れてないわよ」

　あは、と笑い、アリスは誤ご魔ま化かす。

　クリスフォードはため息を吐つき、本当に妹を任せても大丈夫だろうかと心配になる。

　その一方で、十一年ぶりの妹がどんな姿になっているのか、楽しみでもあった。







第二章　メイド・イン・ガルツハーン
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　西方大陸に帰ってきたイルミたちは、またもや異常気象と遭そう遇ぐうしていた。

　シャルライト王国の王都『メティアム』の港に降り立った瞬しゆん間かん、その異変は目で見て取れた。そもそも上陸する前から肌はだで感じていた。

　まだ三月だというのに、暑いのである。

　皆みなが半はん袖そでで生活しており、そしてその格好でも汗を流していた。完全に真夏の気温だ。

　どうやら四季はカレンダーを無視すると世界的に決めたらしい。

　何かがズレ始めていると思わずにはいられない。

　しかしだからといって、人間が自然に対して出来る事など限られている。せいぜい暑さをボヤくのが関の山だ。

　イルミたちは「冬でこんなに暑いなら、夏になったらどうなっちまうんだ」と訴える店主から馬を一頭買い、それに荷物を積んでガルツハーンへ向かった。ちなみに、この馬はガルツハーンに着いたら売うり払はらうので、経費としては安いものである。

　馬のおかげで荷物を持つ必要はなかったが、ただ歩いているだけで汗が噴き出だす。

　それでも、もう少しで家に帰れると思えば足取りも軽かった。流石さすがにガルツ地方は涼すずしいだろうという思いもあった。

　だが、それは甘かった。

　ガルツ地方に入っても一向に気温は下がらず、冬の残ざん滓しはどこにもなかった。例年なら、まだ雪が沢たく山さん残っている筈なのに。

「ねぇイルミぃ……暑いよぉ……もう歩きたくないよぉ……」

　トボトボと歩くキャロライナは、上着を脱ぬいでキャミソール一枚の姿だった。それどころか、ニーソックスやブーツも脱いで、素す足あしで歩いている。肩かたも腕うでも脚あしも全て露ろ出しゆつしてしまっているので、流石のイルミも目のやり場に困った。が、陽炎かげろうが立つほどの暑さのせいで、キャロライナの肌を堪たん能のうする精神的余よ裕ゆうがない。

　逆にドラゴンであるアシュトは平然としており、元気にパタパタと飛んでいた。

　そして不思議なのはサクヤである。いつもの着物を着て一番暑そうな格好をしている癖くせに、少しも堪こたえた様子がないのだ。

「サクヤ……暑くないのかい？」

「とても暑い」

　イルミが尋たずねると、サクヤは普ふ段だんと変わらぬ口調で答えた。

「……暑いなら、少しは暑そうにしなさいよ」

　キャロライナはキャミソールの裾すそを掴つかんで、バフバフと仰あおいだ。その動作でおへそが見えたので、イルミは凝ぎよう視しする。

「暑い暑いと思うと、もっと暑くなる。涼しいと思えばいい。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし」

「え、何それ？」

「東方大陸に伝わることわざ。気合いを入れれば体感温度が下がるという意味」

「そうなんだ！　試ためしてみるわ」

　キャロライナは立ち止まり、大きく息を吸い込んで気合いの雄お叫たけびを上げた。

「うぉぉぉぉおおおおぉぉおぉぉぉぉぉおっ！　ふんがぁああああっ！」

「……涼しくなったかい？」

「全然……疲つかれるだけ……もっと暑くなったじゃないの、サクヤ」

「当たり前。あんなのを信じる方がどうかしている」

「うぐぅ……アンタって無表情だからクールに見えるけど、頭の中は愉ゆ快かいよね！」

「照れる」

「褒ほめてないから！」

　キャロライナは怒おこってみせるが、やはり暑さのせいで覇は気きが足りない。

「まぁ、落ち着きなよ。ほら、もうすぐガルツハーンだよ」

　丘おかの上にさしかかると、広大なリンゴ園と、城じよう壁へきに囲まれた都市が見えた。

　懐なつかしの我わが家やである。

　旅に慣れている筈のイルミだが、別の大陸まで行ってきたのは今回が初めてだった。早く自宅に帰って泥どろのように眠ねむりたい。

「イルミ」

　突然、サクヤがイルミの腕を強く引っ張った。

「うん？　どうしたんだサクヤ」

「またイルミのハーレム属性が発揮された」

「何を言ってるんだ……？」

　しかし、サクヤが指差す方向を見て、すぐに言いたい事は分かった。

　人が倒れているのである。それも、髪かみの長さから女性のようだ。

　イルミにとって、道で倒れている女性と遭遇するのはこれで二度目だ。

「……別にハーレムを作った覚えはないんだけど」

「しらばっくれても無む駄だ。私とキャロライナ。それだけで両手に花。更さらにガルツハーンではアメリアやニーナ、それに侯こう爵しやくが待っている。この状じよう況きようがハーレムじゃないと言うのなら、地上にハーレムは存在しない」

「ちょっとイルミ！　私に隠かくれていつの間にハーレムなんて作ってたのっ？」

「いや、隠れてないから」

「そう。イルミは堂々とハーレムを作った。変態」

「うぅ……イルミがそんな奴やつだったなんて……」

　キャロライナは悔くやしそうな悲しそうな顔で、プルプルと震ふるえだした。

「どうして僕ぼくが責められてるんだ。二人とも冷静になろうよ。暑さのせいで自分を見失っちゃ駄だ目めだよ。いいかい、諸悪の根源はアリス・フィン・ノンマルスだ。暑いのも、人が倒れているのも、全部アリスのせいなんだ！」

「そ、そうか！　アリスの陰いん謀ぼうだったのね！」

「そうだよ。僕は何も悪くないんだ」

「うにゃぁぁあっ、アリス死ね！　マグロ丼どん食べさせろぉ！」

　どこにそんな体力が残っていたのか、キャロライナは拳こぶしを振り上あげ、空に向かって理り不ふ尽じんな要求を始めた。暑さのせいで、かなり頭がおかしくなっているらしい。

「何という責任転てん嫁かと八つ当たり……」

　その様子をサクヤは唖あ然ぜんとしながら眺ながめていた。

　イルミは自分に降りかかった火の粉を上手うまく払えたので、とても満足だった。

　しかし、何か大切な事を忘れているような気がする。何だっただろうか――

「ギギギッ！」

　考え込んでいると、アシュトの鳴き声が響いてきた。

　その方向を見ると、倒れている女性がいた。

「……忘れてた」

　どうやらイルミも正常な判断力を失っているようだ。

　三人は慌ててアシュトを追いかけ、女性のもとへ駆かけつける。

　その女性は小こ柄がらで、サクヤより少し小さいくらいである。歳はおそらく十代の半ばだろう。この炎えん暑しよの中、やたらと布の量が多い服を着ている。どことなく聖職者の香かおりがする服だった。

「この人、何でこんなところに寝てるんだろ？」

「それは分からないけど……とにかく、この暑さの中で行き倒れてたら、本当に命にかかわるよ。木こ陰かげに移動させないと」

　イルミはその少女を抱だき上げようと手を伸のばした。

　しかし、それより早く、キャロライナとサクヤが見事な連係プレーで少女を持ち上げ運んでしまった。

「これ以上イルミの女性関係をややこしくするわけにはいかない」

「そうよ！　道を歩けば女の子に当たるんだから！」

「そんな通とおり魔まみたいに言わないでよ……」

　何はともあれ、少女を木陰に寝かす事に成功した。

　改めて見てみると、とても整った顔の美少女だった。黒い髪は肩まで伸び、雪のような色の肌は、きめ細やかだ。

「例によって……っ！」

　キャロライナは唇を噛かみ締しめた。

「チッ！」

　サクヤは舌打ちをした。

　イルミはそれらを無視して、この少女をどうしようかと考える。

　放置する――というのは有り得ないが、しかし担かついでガルツハーンまで行くわけにもいかないだろう。この暑さではイルミまで倒れてしまう。

　そんな思案をしていると、幸いにも少女の目が開かれた。彼女は上半身を起こし、首を振ってキョロキョロと周囲を見回した。

　イルミはその顔をどこかで見たような気がして、思わずシゲシゲと見つめてしまう。

　すると少女は赤面し後ずさった。

「か、顔近いのぉ……」

「あ、ごめん。つい見とれちゃって」

「見とれ……変態なのぉ！」

　少女は大きな声で叫さけんだ。

　するとイルミの後頭部に鈍にぶい痛みが走った。涙目になりながら振り向むくと、鞘さやごと剣けんを構えるキャロライナの姿があった。

「白昼堂々、初対面の女の子に何しようとしてるのよ！」

「別に何もしようとしてないだろ！」

　たまらずイルミは抗こう議ぎする。だが、サクヤまで鋭するどい眼で睨にらんでくる。全く信用されていないようだ。

「あ、あのぉ……変態さんは、妾わらわがどうして倒れていたか聞かないのぉ？」

　少女は消え入りそうなほど弱い声で呟つぶやいた。

　倒れていた理由はもちろん気になっていた。が、ここでもう一つ深刻な問題が発生してしまった。

　その証しよう拠こに、キャロライナはポカンと口を開け、サクヤすら目を見開いていた。

　イルミはいったん少女から離はなれ、キャロライナとサクヤに相談する。

「ねえ、あの子……妾って言ったよね？」

「うん……私も聞いた」

「一いち人にん称しようが妾の人間は初めて」




　妾。




　物語の中で高貴な身分の女性が使っているのは幾度も目にした。しかし実際に使用している者など、今の今までお目にかかった事がなかった。

　イルミはヒロマーエ侯爵を始めとして、身分が高い人間と会う機会が多い。それでも、である。
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「何だろう……どこかのご令れい嬢じようなのかな……？」

「聞いてみればいいじゃん」

「とりあえず、本人は倒れた理由を言いたがっている。そこから打ち解けていくべき」

　イルミたち三人は、生まれて初めて聞いた『妾』という響ひびきに圧あつ倒とうされていた。その様子を見つめるアシュトは、「ギギギィ……」と呆あきれ気ぎ味みに声を出す。

「うん、じゃあ聞くけど。君はどうしてこんなところに倒れていたの？」

　尋ねると、少女は虚うつろな瞳ひとみを浮かべ、震える声で言った。

「実は妾……お腹なかが減って一歩も動けないのぉ……」

　そう訴うつたえ、少女はパタリと倒れた。最後の力を振り絞しぼって声を出したらしい。

「……ねぇ、イルミ。もっと早く聞いてあげるべきだったんじゃないの？」

「そうだね……気絶させちゃったし……ガルツハーンまで連れて行くしかないか……」

「そしてイルミのハーレムがまた充じゆう実じつする」




２




　炎えん天てん下の中、気絶した少女一人をおぶって歩くのは実に辛かった。

　馬に乗せても良かったが、そうすると今度はイルミが荷物を持つ事になるので、結局のところ負担は変わらない。

　しかも道中、なぜか、キャロライナとサクヤが敵意を込めた視線を注いでくる。

　イルミは一刻も早く楽になりたかった。

　とにかく、背せ負おった少女をどうにかすれば解決するのだ。お腹が減って動けないというのなら、たらふく喰くらわせてやればいい。

　しかし――

「……あれ、ニーナさんの店、閉まってる」

　イルミたちの行きつけの食堂は、入り口のドアに準備中と書かれた札が垂れ下がっていた。営業時間の筈はずなのだが、臨時休業だろうか。

「でも中から声が聞こえるわよ？」

　キャロライナの言うとおり、耳を澄すますと女性の声が聞こえてくる。

「そうだね。これはニーナさんと……アメリアさん？」

　どちらもイルミと親しい間あいだ柄がらの人間だ。

　特に遠えん慮りよする事もないだろうと判断したイルミは、店の扉とびらを開けて中に入った。

　するとそこには、予想だにしない光景が広がっていた。

　ニーナがメイド服を着ているのである。それも極きよく端たんに短いスカートで、胸が強調された、露ろ出しゆつ度どが高いメイド服だ。

「あ、あのアメリアさん……本当にこんな格好で接客しなきゃ駄目なんですか？」

「駄目です！　そもそも客足が悪いからって相談してきたのはニーナさんじゃないですか。大だい丈じよう夫ぶ、とっても似合ってますよ。これならバッチリ、ニーナさん目当ての男性が詰つめかけますから」

「完全にいかがわしい店じゃないですか！」

　ニーナはスカートの前を押おさえ、真っ赤になって叫ぶ。

　しかしアメリアは愉快そうにしていた。明らかにからかって遊んでいる。

「あの……これは何事ですか？」

　イルミが声をかけると、二人はようやく気づいたらしく、短い悲鳴を上げた。

　それから再度、ニーナだけが大きな悲鳴を上げた。

「きゃあああああああああああっ！　イルミさん、いつからそこにぃっ、あぁぁ駄目です、見ちゃ駄目です、あっち行ってください変態、恥はずかしい！」

　ドタバタとテーブルや椅い子すにぶつかりながら、ニーナは店の奥おくへと逃にげていった。

　その様子を見て、アメリアはクスクスと笑う。

　アメリアの方が年下の筈なのだが、完全に手玉にとっているようだ。

「ふふ、ニーナさんってやっぱり可愛かわいい。そしてイルミくん、お帰り。それからキャロライナちゃんとアシュトちゃんとサクヤちゃんと…………あれ、どうして女の子がまた増えてるの？」

　アメリアはイルミの背中にいる少女を見た瞬間、その笑え顔がおを引きつらせた。

「いえ、来る途と中ちゆうで拾ったんです」

「イルミが歩けば美少女にぶつかる」

　サクヤは新しいことわざを発明して披ひ露ろうした。

　イルミとしては否定してやりたかったが、今の状況はまさにそのとおりだったので何も言い返せなかった。

「イルミくん、ちょっとそこに正座しなさい。お姉さんからお話があります」

「はぁ？　いや、それよりもこの子をなんとかしないと」

「黙だまりなさい！　キャロライナちゃんに預けておけばいいでしょう！」

　雷かみなりの如ごとき怒ど声せいが店内を駆け巡めぐった。

　あまりの迫はく力りよくにイルミは震え上がる。慌あわてて少女をキャロライナに預け、言われたとおり、床ゆかに膝ひざを折った。

「いいですかイルミくん。貴方あなたは去年の九月にキャロライナちゃんを連れて帰ってきたわ。その三ヶか月げつ後にはサクヤちゃんとニーナさんを連れてきた。そして……また増やすのっ？　たった半年で四人も女の子を連れ込んで！　お姉さんは許しませんよ！」

「……いつからアメリアさんが僕の姉に？」

「イルミくんの反論は聞きません！」

「はい、ごめんなさい」

　この説教は理不尽である。別に狙ねらって女の子を引き寄せているのではない。成り行きでそうなるのだから仕方がないではないか。

　もっとも、そんな言い訳をするとますます怒られるような気がしたので、イルミは黙って言われるがままになる。

「私というものがありながら！」

「はい、済みませ…………ん？　アメリアさん、何を言い出すんですか」

　また話がややこしくなりそうな一言だった。

　そしてイルミが弁解する間もなく、背後から二つの殺気が膨ふくれ上がった。振ふり返かえるまでもない。キャロライナとサクヤだ。

「イルミッ！　今の話を詳くわしく説明して！　アメリアさんとはどういう関係よっ？」

「返答次し第だいでは無限の地じ獄ごくを味わう事になる」

「私が斬きって！」

「私が治す」

　二人の目は本気だった。

「いや、いやいやいや。君たちは自分が何を言っているのか分かってるの。ちなみに僕は分からないよ。アメリアさんも誤解を解いてくださいよ、どういうつもりなんですか」

「てへ」

　アメリアはわざとらしく舌を出す。

　この状況を作り出しておきながら少しも悪びれない。積極的に楽しんでいる。何とタチが悪い大人だろうか。

「キャロライナちゃんもサクヤちゃんも落ち着いて。今のは嘘うそだから。私とイルミくんの間には何にもないから。安心してね」

「むー、本当にぃ？」

　キャロライナは唇くちびるをとがらせ、疑わしそうに呟く。

「本当よ。むしろ私に言わせれば、イルミくんなんてちょっと顔がいいだけで、中身はヘタレで変態で甲か斐い性しようなしで……逆に何で好きなの？」

　アメリアは真顔になってキャロライナたちへ尋ねる。

「へっ？　何でって……別に私は、イルミの事が好きって訳じゃ……嫌きらいじゃないけど、そのえっと……うわぁぁあっ！」

　なぜかキャロライナは叫び始め、店の外に飛び出していった。

「ギギギ！」

　アシュトが慌てて後を追いかけていく。

　そしてサクヤは難しそうな顔をしながら、小首をかしげていた。

「大変。イルミのいいところを一いつ生しよう懸けん命めい考えても、まるで思おもい浮うかばない」

「……頼たのむからこれ以上僕を虐いじめないでくれ。だんだん死にたくなってきた」

「冗じよう談だん。イルミは優やさしい。これだけ弄いじられても全然怒らない。それがいいところ」

「そうか、ありがとう」

　とってつけたような賞賛だったが、それでもイルミは嬉うれしかった。

「その優しさが女を引きつける。憎にくい」

「え、何で急に憎まれてるの？」

　あいかわらずサクヤが何を考えているのか把は握あくしづらい。

　キャロライナも走って出て行ったきり戻もどってこないし、どうなっているのだろうか。

　そして、拾ってきた少女は、可か哀わい想そうな事にテーブルの上に捨てるように寝ねかされ、放置されていた。

「それでイルミくん。この子は誰だれなの？　さっきから眠ったままだけど……」

「やっと本題に入りましたね。実はガルツハーンに来る途中で道に倒たおれていたんですよ。お腹がすいて動けないと言い残して気絶して……だからニーナさんに何か作ってもらおうと思って来たのに、アメリアさんがややこしい事を言うから……」

「あ、あはは、ごめんなさい。そんな一大事だとは思ってなくて。ニーナさん、ニーナさん。出番ですよ、聞こえてるでしょ？」

　アメリアは奥へ向かって呼びかけた。するとメイド服を着たニーナが、モジモジしながら帰ってきた。

「うぅ、アメリアさん、やっぱりこの服、パンツ見えちゃいそうですよぅ」

「大だい丈じよう夫ぶですって。キャロライナちゃんはいつもそのくらいのスカート履はいてるけど、元気に走り回ってるじゃないですか」

「そのキャロライナさんが割と高こう頻ひん度どでパンチラしてるから言ってるんですよ！」

「走り回らない限り見えないって。それにほら、イルミくんの視線釘くぎ付づけですよ」

「ふぇ……うわぁ、イルミさん、そんなに見つめないで下さいっ！」

「そう言われても……」

　ニーナは巨乳である。姉のローラも大きかったが、ニーナはそれに輪をかけて巨きよ大だいだ。

　三み十そ路じを過ぎた事により、それが逆に色気のある体を作り、反対に顔は幼いのでギャップがたまらない。

「痛っ！」

　イルミがニーナに見とれていると、突とつ如じよとして脇わき腹ばらに激痛が走った。

　サクヤがもの凄すごい力を指に込め、イルミの皮ひ膚ふを摘つまんでいるのだ。もはや捻ねじ切りそうな勢いである。

「サクヤ、痛いから……痛！　サクヤ、サクヤ、血が出るよっ！」

「あらゆる意味で軟なん弱じやく者。この程度のメイドと、この程度の痛み。耐たえるべき」

「どうしてっ？」

　本格的に意味が分からない。

　イルミが知らない内に、痛みの我が慢まん大会が始まったのだろうか。

「サクヤちゃん。そんなイルミくんの肉体を痛めつけなくても大丈夫よ」

　見かねたアメリアが、サクヤを諭さとす。

「なぜ？」

「ここにもう一着メイド服があるから！」

　アメリアはどこからともなくメイド服を取りだした。

「サクヤちゃんもこれを来たら、ニーナさんと条件は互ご角かくよ。精せい一いつ杯ぱい色いろ仕じ掛かけをしちゃって！」

「感謝」

　サクヤはメイド服を受け取り、店の奥に走っていった。そして布が擦すれる音が聞こえてくる。

　暫しばらくすると、着き替がえ終わったサクヤが現れた。どういうわけか、サイズは測って作ったかのように完かん璧ぺきに合っていた。

「ニーナのと違ちがって露ろ出しゆつが少ない。これではイルミの変態的嗜し好こうは満足させる事ができない」

　サクヤは不満を口にした。

　しかし、それは甚はなはだしい誤解である。

　確かにサクヤが着ているメイド服は、スカート丈たけも長いし胸むな元もとも開いていない。

　だが、ニーナのメイド服が全すべてにおいて勝っているかと聞かれれば、イルミはノーと言うだろう。

「それは違うよ、サクヤ。ニーナさんはあのメイド服が似合っている。だけど、サクヤはそのメイド服が一番いいと思うんだ。上品で落ち着いた雰ふん囲い気きが、君の魅み力りよくを引き出している」

「そう？」

「そうだよ。とっても素す敵てきだと思う」

「お世辞ではないと理解した。変態の嗜好は奥おく深ぶかい」

　イルミの賞賛をサクヤは喜んでくれたようだ。どことなく引いているようにも聞こえたが、おそらく気のせいだろう。

「イルミさんのメイド服に対するこだわりが怖こわいです……」

　そしてニーナは露ろ骨こつにドン引きしていた。

「ほら、ニーナさん。そんな事じゃ接客できないですよ」

　そんなニーナをアメリアが叱しつ責せきする。

「でも、イルミさんみたいに変な眼めで見てくるお客さんが沢たく山さんいると思うと、私、恥ずかしくて……」
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「何言ってるんですか。店が潰つぶれてもいいんですかっ？　そもそもイルミくんレベルの変態なんて珍めずらしいんですから、大たい抵ていのお客さんは『メイド可愛いなぁ』くらいにしか思いませんって！」

「……そ、そうですね。頑がん張ばります！」

　アメリアの説得で、ニーナは覚かく悟ごを決めたらしく、キリッとした表情を作り姿勢を正した。もっともアメリアは本気で言っているのではなく、遊び半分でやっているようにしか見えない。

　集客効果が高いのは確かだろうが。

「さて、とりあえずこの子を起こさない事には話が進まないのよね。おーい、起きなさーい。えっちなメイドさんがご飯を作ってくれますよー」

　アメリアは少女の頬ほほを軽くペチペチと叩たたき、その耳元で囁ささやき始めた。

　すると少女は体を起こし、眠ねむそうな目を泳がす。そしてニーナに視線を向け、うっすらと頬を朱しゆに染めた。

「わぁ……妾の目の前に痴女がいるのぉ……」

「ち、痴女じゃありません！　痴女がいるとしたら私にこんな格好をさせたアメリアさんです！」

　ニーナはアメリアを指差す。

「痴女が二人もいる、怖いよぉ」

　少女はテーブルから飛び降り、イルミの背中に隠かくれる。だが、すぐにそこから離れ、サクヤの方へ移った。

「間違って変態の後ろに隠れちゃったのぉ……そして貴女あなたは普ふ通つうぅ？」

「無論、私は普通。安心していい」

　サクヤは胸を張って堂々と言い放った。

「良かったぁ、妾はやっと普通の人に巡り会あえたのぉ」

　すると少女は笑顔を作り、安心したようにサクヤにしがみつく。

　その様子を見たアメリアとニーナは、イルミの腕うでを引っ張り、店の隅すみまで連れて行く。そしてソッと耳打ちした。

「ねぇ、イルミくん。私の耳には『妾』って一人称が聞こえたんだけど……聞きき間違いよね？」

「わ、私にも聞こえました。妾って……何ですかドッキリですか？」

「お二人の気持ちは分かりますが、あの子は自分の事を妾と呼ぶんです。これは現実です。受け入れて下さい」

「いや、受け入れてるけど……それにしても、どう育ったら一人称が妾になるのかしら。ヒロマーエ侯こう爵しやくだって妾なんて言わないわよ」

「最も早はやビックリ人間ですよ」

　アメリアとニーナも、『妾』には衝しよう撃げきを受けたようだった。が、無理もなかろう。おそらく十人が十人とも驚おどろく。

　妾という言葉の響きには、それだけの威い力りよくがあった。

「まあ、妾はともかく。ニーナさんは何か美味おいしいものを作ってくださいよ。あの子の分だけじゃなくて、できれば僕ぼくらの分も。キャロライナはその匂においにつられて帰ってくると思いますから」

「あ、はい。任せてください。イルミさんたちに食べてもらうのは久しぶりですから、私、頑張っちゃいますよ」

　ニーナは全身からやる気をみなぎらせ、鼻息荒あらく厨ちゆう房ぼうへと走っていった。イルミがその後ろ姿を眺ながめていると、チラリとパンツが見えた。やはり、あのメイド服はいかがわしい。痴女と言われても反論の余地はない。

「うーん……なんかいい匂いがする……」

　ニーナが調理を始めて間もなく、銀ぎん髪ぱつの少女が頭の上に子し竜りゆうを乗せて帰ってきた。恐おそろしい嗅きゆう覚かくである。

「キャロライナ。今ニーナさんが美味しいもの作ってるから、その辺に座すわって待ってればいいよ」

「え、本当っ？　ニーナさんの料理、久しぶり！」

　キャロライナはニコニコと笑顔を作り、椅子に腰こしを下ろす。そしてニーナが、ビーフシチューやパスタやステーキなどを持ってくると、大だい歓かん声せいを上げた。

　これらの料理は拾ってきた少女の為ために作られた筈なのだが、全て一人で食べてしまいそうな勢いである。

「あ、ところで、君の名前は？」

　今いま更さらだが、イルミは少女の名前を聞いていない事に気付いた。

「もぐもぐ……妾はセラフィーナ・アスロックなのぉ……」

　少女はセラフィーナと名乗りつつ、キャロライナに負けない勢いで料理を口に運んでいた。よほどお腹がすいていたらしい。

　というより、キャロライナの食べる速度がいつもの半分以下だ。いつもなら常人の十倍は食べるのに、今日はたったの五倍程度である。やはり長旅の疲つかれに加え、この暑さで参っているのだろう。

「ふにゅぅ……とても美味しい……妾の専属料理人にしたいくらいなのぉ」

「え、そんなに褒ほめられると照れちゃいます」

「でも痴女だから駄だ目めなのぉ」

「……痴女じゃないです」

　露出が激しいメイドはシクシクと泣いた。

「セラフィーナちゃんはどこから来たの？　どうしてお腹ぺこぺこで倒れてたりしたの？」

　今度はアメリアが尋たずねる。

「妾わらわはリンフィールドから来たの」

「リンフィールドから？　隣となりの国じゃない。一人で来たの？」

「違うの……妾は昨日の夜まで、フェリシア様に監かん禁きんされていたのぉ。だけど見知らぬ三人組がやってきて助けてくれたのぉ。それから、その内の二人と一いつ緒しよに逃げてきたのぉ」

　セラフィーナは一生懸命に説明している。

　だが、その内容はとりとめがなく、非常に分かりにくい。

「監禁とは穏おだやかじゃないわね」

「そうですね。あれ、でも、セラフィーナ・アスロックって何だか聞いた事があるような……？」

「イルミくんも？　実は私もどこかで聞いたような気がしていたのよ」

　イルミとアメリアが同時に既き知ち感を覚えるという事は、その名前には何らかの意味があるのだろう。しかし、中々思い出せない。

　イルミはサクヤを見るが、彼かの女じよも知らないらしく首を振っている。キャロライナは一心不乱に料理を食べているので会話が出来ない。

　ところが、助け船は思いも寄らぬところからやってきた。

「あの。セラフィーナ・アスロックって、リンフィールドの巫女みこの名前です」

　そう言ったのは、露出メイドに扮ふんしたニーナだった。

　彼女の発言を聞いたイルミとアメリアは、同時に「あ！」と叫さけぶ。

「大正解なのぉ。妾はリンフィールドの巫女なのぉ」

　セラフィーナは誇ほこらしげに胸を反らす。

　リンフィールドはガルツ地方の北にある国だ。宗教を中心とした国であるが故ゆえ、巫女といえば国家元首でもある。それが、こんな頼たよりなさそうな少女に務まるのだろうとかと、イルミはつい疑ってしまう。

「やっぱりそうでしたか。私が住んでいた村はリンフィールドに近いので、一度だけそちらの神しん殿でんにお参りに行った事があるんですよ」

　ニーナは事の重大さを認にん識しきしていないらしく、のほほんとした様子で話しかけている。

「それはご苦労様なの。きっと貴女にはティアマト様の御ご加か護ごがあるのぉ」

「ありがとうございます。だけど、その帰り道、迷子になってしまって、おまけに風邪かぜを引いて……」

「それは信じる心が足りないからなのぉ。あと、そんなに肌はだを露出していたら風邪を引くに決まっているのぉ……」

「普ふ段だんはこんな格好じゃありません！」

　ニーナは剥むき出だしの肌を震わせて抗こう議ぎするが、着ている服が服なので説得力がなかった。

　実際、ニーナは引っ込み思案な性格で、痴女とは対極の性格なのだが、セラフィーナの中では淫いん乱らん露ろ出しゆつメイドでイメージが固まってしまったのだろう。

「まあ、ニーナさんのムチムチな体を語るのはまた次の機会にして――リンフィールドの巫女ってのは本当なの、セラフィーナちゃん」

　アメリアはニーナを押しのけ、話題を本筋に戻す。

　淫乱露出メイドは、「次の機会なんてありません！」と怒ど鳴なっているが、アメリアがいる限り、確実にあるだろう。

「妾は嘘を付かないのぉ！　妾はリンフィールドの巫女なのぉ。クーデターが起きたから、今の巫女はフェリシア様だけど……」

「ほらやっぱり……って、えぇっ？」

「クーデターだって!?」

　イルミは、自分が聞いたその単語が、聞き間違いではないかと疑った。

「そうなの、クーデターなのぉ」

　しかしセラフィーナは、ハッキリと発音した。

　すぐ隣の国で、そんな物ぶつ騒そうな事が起きているなどと、にわかには信じがたい。セラフィーナが言葉の意味を間違って使っているのではないか。そう思わずにいられなかった。

「クーデターって何？　バームクーヘンみたいな味っ？」

　料理を食べ終えたキャロライナが、謎なぞの勘かん違ちがいをして目を輝かがやかせていた。

　それにセラフィーナがすかさず突っ込みを入れる。

「何を意味不明な事を言っているのぉ？　クーデターとは、武力で権力を奪うばい取とる事なのぉ！」

「へぇ、そういう意味なんだ…………一大事じゃないの！」

　キャロライナは目を見開いて大声を上げたが、彼女以外はとっくに理解していたので、わざわざ教えてもらうまでもなかった。
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「で、私のところに連れてきたってわけ？」

　ヒロマーエ侯爵は、執しつ務む室しつのソファーに気だるそうに腰こし掛かけ、シルクのキャミソールワンピースをはだけさせ、太ももを晒さらしていた。

　この異常気象で暑いのは分かるが、もう少し統治者らしく厳格な格好をして欲ほしいとイルミは思う。

「ふぇ……また痴女ぉ……」

　セラフィーナはそう呟つぶやき、脅おびえたようにイルミの服を掴つかんだ。

　ちなみに、キャロライナやサクヤたちは先に家に帰した。彼女らは長旅の疲れがたまっているし、それに政治的な話をするには少々うるさすぎる。

「それで侯爵。この子は自分が、リンフィールドの巫女、セラフィーナ・アスロックだと名乗っています。もし本物だとしたら、どうしましょう？　クーデターが起きて逃にげてきたと言ってますが……」

「むぅ、妾は本物ぉ」

　セラフィーナは拗すねて、プイッとそっぽを向いてしまった。その様子からは嘘を付いているようには見えなかった。

　だが、彼女が壮そう大だいな勘違いをしているという可能性を、イルミはまだ捨てていない。

　ところが――

「ええ、本物ね。間違いないわ。私、リンフィールドに行ったとき会ったもの。セラフィーナ、貴女は私を覚えてないの？」

　侯爵はアッサリと解答を告げた。直接会ったというのなら、それは信しん憑ぴよう性せいが高い話だ。

「……うーん……覚えてないのぉ」

　もっともセラフィーナの方は、散々悩なやんだあげく首を振ふる。

　しかし侯爵が本物と言うのなら、彼女は本物の巫女なのだろう。

「実際、二ヶ月くらい前にリンフィールドで動乱があったって話は聞いてるわ。でも、一領主に過ぎない私にはどうにも出来なかったし。だけど、こうして巫女を拾ってしまった以上、無関係を決め込むわけにもいかないわね。できれば詳くわしい話を聞かせてもらえないかしら、セラフィーナ」

「うん……あのねぇ、フェリシア様がね……」

　セラフィーナはゆったりとしたテンポで、一生懸命に語り出した。

　彼女の話を把握するのは骨が折れたが、イルミや侯爵が持っている知識で補完してやる事で、何とか一本の話として、まとまっていった。




　要約すると――死んだ筈はずの先代巫女フェリシアが、二ヶ月前に帰ってきたというのだ。

　そして、民衆を扇せん動どうして蜂ほう起きし、政府の要人を皆みな殺ごろしにし、新しい政権を樹立してしまった。すなわちクーデターである。

　リンフィールドの巫女は、その死によって世代交代が行なわれる。

　つまり先代の巫女が生きている以上、セラフィーナは偽にせの巫女という事になる。故に、地下室へ監禁されてしまったのだ。

　だが昨日の夜、味方を名乗る怪あやしい三人が地下室に忍しのび込んできて、セラフィーナを助け出したらしい。

　その内の二人に連れられて来たのだが、途と中ちゆうではぐれてしまい、そのまま空腹で倒れ、今に到いたる。

　そしてフェリシアが率いる反乱軍は、自分たちから搾さく取しゆしていた大国を恨うらんでおり、手始めにシャルライト王国を血祭りにするつもりのようだ。

　確かにシャルライト王国は、リンフィールドの炭鉱化に一役買った。むしろ中心的立場だったと言ってもいい。

　ヒロマーエ侯爵はその計画に関かん与よしていない。が、リンフィールド産の石炭はガルツハーンでも広く使われている。

　近年、西方大陸において、石炭の使用量と産業の発展は比例していた。

　また、シャルライト王国を始めとする大国と、それ以外の小国の差は広がるばかりで、むしろ小国の国力は縮小している傾けい向こうすらある。

　つまり、小国は大国の成長の犠ぎ牲せいとなっているのだ。

「妾は閉じ込められていたから詳しい事は分からないけど、フェリシア様が時々来て教えてくれたのぉ。リンフィールドを利用した全ての国を滅ほろぼすってぇ……」

「なるほど。早い話、ツケが回ってきたのね」

　ヒロマーエ侯爵は自じ嘲ちよう気味に言った。

　なぜなら、彼女は自分の領地を発展させる為に尽じん力りよくしてきた。それはすなわち、リンフィールドを踏ふみ台だいにした発展である。

　ヒロマーエ侯爵ほど聡そう明めいな人間が、それを自覚していなかった筈はない。しかし、侯爵の政策によってガルツハーンの経済が潤うるおっているのも事実だ。これを悪と取るか否いなか――イルミには判断できなかった。

「侯爵、どうしますか？　話を聞く限り、セラフィーナはリンフィールドには帰れないし、それに彼女の話が本当なら、近々ガルツハーンに敵が押おし寄よせてきます」

「ガルツ地方はリンフィールドと接してるからね。シャルライト王国を攻せめるとするなら、まずはここよねぇ」

　侯爵は顎あごに手を当て、思案顔を作った。

　もっとも、現状ではリンフィールドの軍勢が来る時期も、その規模も分からない。そもそも本当に来るのかも定かではない。

「とりあえず王都に使者を送って、この情報を伝えるわ。それからリンフィールド側には偵てい察さつ部隊を送って様子を確かめる。このくらいしかできないわよね。もちろん、こっちの軍はいつでも動かせるようにしておくけど……ところでイルミはどうするの？」

「僕ですか？」

「とぼけないでよ。本気で戦争になったら、魔ま術じゆつ師しである貴方あなたはどうするの。ガルツハーンに住む者として私に加勢するのか。それとも不干渉を貫つらぬくのか。貴方が決めなさい」

「……それは」

　イルミは口ごもる。

　何せ、魔術師とそうでない者の間には、歴然とした戦せん闘とう力りよくの差があった。魔術師はその練度にもよるが、誇こ張ちよう抜ぬきで一いつ騎き当とう千せんを実現できる。早い話が、どんな劣れつ勢せいでも魔術師が一人加勢しただけで戦局をひっくり返す事ができるのだ。

　それ故に、魔術師は国家間の争あらそいに加担すべきではないと言われてきた。しかし、それでも魔術師が戦場に現れる事は多々ある。

「もし、リンフィールド軍が魔術師を使ってきたら、その時は僕も出ますよ。ですが、それ以外の時は無視を決め込みます」

　たとえガルツハーンの軍が劣勢に立ったとしても、イルミが協力すべきではない。なぜなら、味方を救う為には敵を殺さねばならないからだ。

　百人助ける為に、百人殺すのである。

　敵が全員、救いようのない悪党の集団というのならそれもいいだろう。しかし、国同士の戦いでそれは有り得ない。

「そうね。私もそれでいいと思うわ。とりあえず、今日のところはこんなところかしら。セラフィーナは私が預かるから、イルミは早く帰って寝ねなさい。疲れてるんでしょ？　東方大陸の話はまた今度聞かせてもらうわ」

「そうですね、そうさせてもらいます。それじゃあセラフィーナ。僕は帰るけど、侯爵がお世話してくれるから安心していいよ」

「うん……妾は痴女の侯爵を信用するのぉ。変態のイルミはおやすみなのぉ」

「なんだか今日は随ずい分ぶんと変態って言われる日だな……」

　イルミはセラフィーナの言葉に肩かたを落としたが、ヒロマーエ侯爵は喉のどを鳴らして追い打ちをかけてきた。

「あら。みんな口に出さないだけで、いつも貴方を変態って思ってるわよ。イルミから変態を取ったら魔ま力りよくしか残らないじゃない。自覚しなさいよ」

「……そうですか。今の一言で旅の疲れが増ぞう幅ふくされたのでサッサと帰る事にします」

　イルミは覇は気きを失った表情で帰路についた。
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　イルミが自宅に着いた頃ころには、既すでに日が沈しずみかけていた。しかし、久しぶりの我わが家やを見ると、やはり安心感がある。

　そして玄げん関かんを開けると、椅い子すに座ってボンヤリするサクヤと、テーブルの上で寝ね転ころがるアシュトが出で迎むかえてくれた。

　サクヤは、先さき程ほどアメリアからもらったメイド服をまだ着ていた。ニーナの店からここまでその格好で歩いてきたのだとしたら、かなり注目を集めた事だろう。サクヤはその程度で動じる性格ではなさそうだが、一緒に歩いたキャロライナが可か哀わい想そうである。

「おかえり、イルミ。セラフィーナは？」

「ただいま。あの子は侯爵が預かってくれる事になったよ。まあ、リンフィールドの巫女が宿しゆく泊はくするのに相応ふさわしい場所といえば、最初からあの宮きゆう殿でんしか有り得ないんだけど」

「そう、それは良かった」

「うん。ところでキャロライナは？」

「台所で夕飯の支し度たく」

「へぇ、何を作ってるんだろ」

　イルミはキャロライナの様子を見る為、台所に顔を出した。

「あ、イルミ。おかえりなさい」

「ただいま、キャロライナ……って、その格好はどうしたの？」

　キャロライナもまた、メイド服を着ていたのである。

　サクヤのとは違ちがい、こちらはミニスカートだった。が、ニーナのとも異なり上半身の露ろ出しゆつ度どはそれほど高くない。襟えりも袖そでもしっかりしており、むしろ気品すら漂ただよっている。それでもミニスカートのフリルから覗のぞく細くて長い脚あしが美しく、そしてその脚が白いストッキングとガーターベルトで装そう飾しよくされているとなれば、これはもはや芸術だった。

「ア、アメリアさんにもらったのよ。何か、私の分も用意してたみたいで……」

　キャロライナは照れくさそうに上うわ目め遣づかいでイルミを見てくる。

　流石さすがアメリアは分かっていると、イルミはいたく感心した。

「そうなんだ。でも、もらったからって着る事はないだろ。キャロライナは別に僕に雇やとわれたお手伝いさんってわけでもないし。家の中でメイド服なんて変だよ」

「そ、そうだけど……折せつ角かくだから着てみようかなって……それにイルミに見てもらおうと思って……」

　モジモジしながら呟いたキャロライナの言葉は、声が小さくて最後の方が聞き取りにくかった。

「え、何だって？　よく聞こえなかったよ」

　本当は聞き取れていたが、イルミは敢あえてもう一度言わせてみようと企たくらんだ。

「だ、だから、イルミがさっき、サクヤのメイド服を褒めてたから……」

「ああ、あれは可愛かわいかったね」

「うっ！　私はどうなのよ……っ？」

「勿もち論ろん、キャロライナも似合ってるよ。とっても可愛い」

「本当？　嘘うそついてない？」
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「嘘なんかつかないよ。思わず抱だきしめたくなる」

「へ、へぇ……私は別にイルミを喜ばせようと思ってメイド服を着たんじゃないけど、イルミがどうしてもって言うなら、その、抱きしめても……いいけど……」

「いや、別にどうしてもってわけじゃない」

「えっ？」

　イルミが真顔で突つき放はなすと、キャロライナは驚いた顔になり、それから涙なみ目だめになってオロオロし始めた。その変化が実に面おも白しろいので、イルミは暫しばらく眺め続けてから、頭を撫なでてやった。

「冗じよう談だんだよ。もう、君はすぐに泣くんだから」

「……泣いてないもんっ」

　キャロライナはムスッとしつつも、撫でられている間は静かにされるがままになっていた。

　ああ、キャロライナはこんなに可愛いのに、どうして。




　――星を壊こわすのだろう。




　イルミは不意に、そんな事を考えてしまった。そのとき、

「ご飯はまだ？」

「うわぁっ、サクヤ！　いつからそこにいたの」

　キャロライナはピョンと跳はねる。

「イルミに見てもらおうと思って……の辺りから」

「ほとんど最初からじゃないの！」

「イルミのあとを追ってきたから当然」

「なに堂々と言ってるのよっ！」

「それでご飯はまだ？」

「今作るから！　だからあっち行ってイルミと一緒に待ってて」

「あれ、でも僕ぼく、まだ君を抱きしめてないよ」

「うるさいわね、まな板で殴なぐるわよ」

「まな板ってキャロライナの胸の事？」

　そういった瞬しゆん間かん、イルミの脳天にまな板が直ちよく撃げきした。

　そして、まな板は真っ二つに割れた。

「う、ごっ、あ！　い、痛、ァァァアッ！」

　イルミの目の前は真っ白になり、頭の中で何かがスパークした。耳がグワングワン鳴る。世界が回転する。立っていられない。

「サクヤ。この変態を連れて、早くあっち行ってよ！」

「承知した」

　床ゆかでのたうっていたイルミは、サクヤに脚を引きずられリビングまで連れて行かれた。

「サクヤ……君の血ち龍りゆうで僕の頭を治してくれ……」

「残念ながら、治せるのは傷だけ。馬ば鹿かとか変態は無理」

「そうじゃなくて……血が出てるだろ？」

「別に。たんこぶがあるだけ。イルミは大げさ――と言うより、あれだけ女の子をからかって、この程度の罰ばつで済んだのを感謝するべき」

　サクヤはイルミを床に放置して、冷たく言い放った。

　無論、イルミもそれは自覚していた。だが、仕方がないではないか。

「キャロライナを見てると、ついつい虐いじめたくなるんだよ」

「分からなくもない。けど、自重するべき。じゃないと、またアシュトに火を吐はかれる」

　そう言ってサクヤはテーブルの上にいたアシュトを指先で触さわる。

「ギギ？」

　幸い、アシュトは何の事か分からなかったようで、不思議そうに鳴くばかりだった。台所でイルミがしていた事を彼かれに知られたら、特大の火か炎えんを浴びせられるだろう。

「以後気をつけるよ……」

「不可能への挑ちよう戦せん」

　サクヤは何気なく辛しんらつな言葉を浴びせてくる。

　イルミはショックを受けつつ、何とか立ち上がって椅子に座すわった。

「それにしても、サクヤはお腹なかが減ったの？」

「全く。さっきニーナの店で沢たく山さん食べたから。今日はもう食べなくてもいい気分」

「実は僕もなんだ。それに夕方になっても暑いままだし。キャロライナはよく食欲が湧わくよ」

　キャロライナは自分の胃い袋ぶくろを基準に物事を考えている為ため、イルミのような常人の感覚は理解できないのだろう。

「つまり、イルミは夏ばて気味？」

「三月だから夏じゃないけど、症しよう状じよう的にはそうかな」

「了りよう解かいした。早さつ速そくこれが役に立つ」

　サクヤがおもむろに、謎の壺つぼを椅子の下から取り出し、テーブルの上に載せた。

　自分の隣となりに謎の物体を置かれたアシュトは、興味深そうに爪つめの先で触り始める。

「サクヤ、それは？」

「こんな事もあろうかと、東方大陸から持ってきた」

「いや、だから何……」

　イルミが困っていると、キャロライナがメイド服のスカートを揺ゆらしながら、台所からやってくる。

「どうしたの？　食べ物っ？」

　キャロライナは、さっきまで涙目になったり怒おこったりしていたのに、食べ物の気配を感じると急にハイテンションで騒さわぎ始めた。切きり替かえが早いにもほどがあるだろう。

　そしてサクヤは気合いが入った表情を作り――もっとも毎日顔を合わせているイルミたちでなければ分からないような微び妙みような変化だったが――満を持して壺を開けた。

「これがかの有名な、梅干し」

「うめぼし……？」

　キャロライナは壺の中身を見つめてから、説明を求めるようにイルミへ向き直る。

「梅干しを知らないとは。イルミは無知なキャロライナへ説明するべき」

「ごめん。僕も知らない」

「…………なん、だと？」

　サクヤは目を見開き、今度は誰だれが見ても分かるほど仰ぎよう天てんした顔になった。

「冗談がキツイ」

「いや、本当に。この赤黒くて丸い物体が梅干しなの？　何か酸すっぱい匂においがするけど」

「これって食べ物？」

「ギギギィ」

　誰も梅干しを知らないという事実に、サクヤは放心したように口をあんぐりと開け、肩を落とした。

「西方大陸に来てから一番のカルチャーショック。貴方たちはよくそれで生きていける」

「ご、ごめん」

　サクヤがあまりにも呆あきれた様子なので、イルミは思わず謝あやまってしまった。

「ねぇねぇ、結局これは食べ物なの？」

「無論。梅干しは東方大陸に古くから伝わる保存食。疲ひ労ろう回復の効果があり、更さらには食欲促そく進しんの効果もある。梅干しを知らない西方人は、情報弱者の集団。片腹痛い」

「疲労回復に食欲促進って、今の私にピッタリじゃない！　ちょっと調子が悪いなぁって思ってたのよ！」

　どこがどう不調なのかは知らないが、キャロライナは突とつ然ぜん壺つぼの中に手を突っ込んで梅干しを手の平一いつ杯ぱいに握にぎりしめ、口を大きく開けて放ほうり込んだ。

「モグモグ……む、むぁあああああっ、酸っぱぁぁぁぁあぁぁあぁぁっ！」

　そして、梅干しを詰つめ込んだ口を押さえ込み、ゴロゴロと床をのたうち回った。顔は真っ赤になり、眼めには涙が浮うかんでいる。

　せっかくアメリアにもらった真新しいメイド服が、ホコリまみれになってしまった。

「匂いで酸っぱいのは明らかなのに。どうして大量に食べたのか不可解」

　サクヤは小首をかしげながら、床に転がるキャロライナを見下ろした。

「でも、確かにこの酸味はいいかもね。口に入れるだけで唾だ液えきが出てくるよ」

　イルミはキャロライナの惨さん状じようから学習して、一粒つぶだけ摘つまんで食べた。それからアシュトも欲しそうにしていたので、その口に入れてやる。

「そう。私はそのつもりで出した。別にキャロライナに対する罠わなではない」

　罠なき場所で自じ爆ばくしたキャロライナは、背中を丸めてプルプル震ふるえていた。

　一粒でもこんなに酸っぱいのだから、手の平一杯を一度に食べればかなりのダメージになっただろう。本人には悪いが、かなり面白い光景だ。

　イルミはニヤニヤしながらキャロライナを眺ながめた。

「ところで、台所から焦こげ臭くさい匂いがする。きっと大だい惨さん事じになっている」

「……あ」

　サクヤの指し摘てきに、イルミはハッとする。

　料理をしていたキャロライナがここで梅干しにやられているのだ。となれば、台所は無人に決まっている。

　イルミは慌あわてて駆かけつけたが、フライパンの中は既に何の料理だったのか分からないほど真っ黒になっていた。




　そして夜。

　やっとベッドに横になったイルミは、東方大陸での出来事を思い返していた。

　サキモリから受け取ったアーティファクトに触ふれた途と端たん、流れ込んできた情報の数々。

　ティアマトという存在の強大さ。そして、この星の正体――すなわちキャロライナの正体。イルミは未いまだにそれらを整理し切れていない。

　このフィーリアがドラゴンズ・ハイロードの卵であり、それが孵ふ化かすれば星が砕くだけ散ちるなどと、まともな神経で受け入れられる筈がない。しかも、そのハイロードの魂たましいはキャロライナの魂なのだという。

　馬鹿げた話だ。

　しかも、キャロライナ本人はその事を知らない。自分が特とく殊しゆな存在だという事は分かっていても、人類を滅めつ亡ぼうさせる者だとは理解していない。

　だからイルミはそれを口にも顔にも出す事なく、当たり前に彼かの女じよと接している。

「アリスを倒たおせばハイロードの孵化を止められるのか？　それとも――」

　ティアマトを倒せばいいのか？

　星を生み出し、それを破は壊かいするという、想像を絶する力を持った怪かい物ぶつだ。

　勝てるわけがない。どうすれば神の前に立つ事ができるのかも分からない。勝ち負け以前の問題だ。

　そもそも、親を倒せば雛ひなの孵化が止まるとも限らない。

　ハイロードの雛は、卵の表面に住み着いた生物の魂を食べて成長している。この星で生物が生まれ死んでいく以上、雛の成長は止まらない。遅おそかれ早はやかれ孵化してしまう。

　東方大陸からの帰り道、イルミは何度も考えた。そして導き出される結果は決まって不可能の一言。

「星を救う……どうも僕にはスケールが大きすぎて訳が分からないよ」

　天てん井じようを見つめながら吐き捨すてた。

　そのとき、扉とびらが弱々しくコンコンと音を立てた。

「……誰？」

「イルミ、起きてる……？」

　扉を開けて顔を出したのは、パジャマ姿のキャロライナだった。

　暗いせいか、生気がないように見えた。いつも元気一杯の彼女には似つかわしくない雰ふん囲い気きだ。

「起きてるけど。どうしたの、こんな夜よる遅おそくに」

　イルミは可能な限り平静を装よそおって答えた。キャロライナの事で絶望しかけていたなどと悟さとられるわけにはいかない。

「……なんか具合悪いの……頭がクラクラするし、凄すごくダルい……」

「具合が悪い？」

　キャロライナが空腹以外の体調不良を訴うつたえてきた事など初めてだった。イルミは驚おどろいてベッドから起き上がり、彼女の額に手を添そえた。

「確かに熱っぽいね。待ってて、薬取ってくる」

「うん……」

　イルミはキャロライナを部屋に残し、一階へ向かった。そして薬箱から解げ熱ねつ剤ざいを取り出し、コップに水を汲くんで急いで戻もどる。

「はい。これ飲んで」

「ありがと……」

　しかしキャロライナはベッドに座ったまま、焦しよう点てんの定まらない眼でふらつくばかりだった。仕方がないのでイルミは、彼女の口を開け、粉薬を注ぎ、コップから水を飲ませてやる。

「うぇ、苦い……」

「薬は苦い方が良く効くんだよ」

「本当にぃ？」

　キャロライナは疑わしそうにしながら、コップに残った水をゴクゴクと飲み干す。水分を補給して楽になったのか、声に少し張りが出てきた。

「本当だよ。それにしても、流石のキャロライナも旅の疲つかれが出たのかな？　グッスリ眠ねむれば大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

「うん……」

　だが、キャロライナは自分の部屋に戻ろうとせず、イルミのベッドの上でいつまでもモジモジしていた。

　それから上目遣いで、

「い、一いつ緒しよに寝てもいい……？」

　と、震える声で呟つぶやいた。

「いいけど、今日は随ずい分ぶん甘あまえん坊ぼうなんだね」

「そ、そういう日もあるわよ」

　照れるキャロライナが妙みように可愛らしいので、イルミは苦く笑しようしつつ、彼女の頭を撫でた。

　すると「ふにゃ」と変な声を出し、くすぐったそうに震える。

「じゃ、寝ようか」

「う、うん」

　布ふ団とんに潜もぐり込むと、キャロライナはモゾモゾと密着してきた。

　熱帯夜で暑いというのに、どうしたのだろうか。今日のキャロライナは本当に様子がおかしい。

「どうしたの？」

「…………あのね、さっき変な夢見たの」

「夢って、怖こわい夢？」

「そう……だから、寝ねるの怖いの……」

　そう言ってキャロライナは、イルミの服にギュッとしがみつく。

「そっか、でも僕がいるから大丈夫だろ？」

「……なんでイルミはそう恥はずかしい台詞せりふをバンバン言うのよぉ」

「あれ？　僕、変なこと言った？」

「言ったの！」

「言ったかなぁ？　キャロライナが勝手に恥ずかしがってるだけだろ」

「ぐぅ……いじわる！」

　キャロライナは怒って、イルミの胸をバンバンと叩たたいてきた。

　イルミは痛かったが、涙目のキャロライナを見ていると幸せな気分になるので、暫くそのままにしていた。

　やがてキャロライナは気が済んだのか静かになり、またくっついてくる。

「それでね、その夢の話……聞いてくれる？」

「聞くよ。だけど、そんなに鮮せん明めいに覚えてるの？」

「忘れたくても忘れられないのよ。何か夢じゃないみたいにハッキリしてるの」

「へぇ。オバケでも出たのかい」

「違う……オバケなんか怖くないもん。あのね、その夢の中では私、卵の中にいたの」

「……卵？」

　その単語に、イルミは反応する。

「そう。卵の中にいると、外から青白い光が沢たく山さん降ふってきて、私の体に入り込んでいくの。それで、私の体がドンドン大きくなっていって、卵の中に入りきらなくなるの。私は卵を割って外の世界に出るんだけど、その卵の表面には沢山人が住んでて、しかもそれがフィーリアだって分かって、だけど止められなくて……私のせいで皆みんな死んじゃうの……」

　なぜ彼女がその光景を知っているのか。それはアーティファクトに触れたイルミしか知らない情報の筈はずだ。

「キャロライナ、その夢は……」

　――予知夢。

　間もなく訪おとずれるフィーリアの終しゆう焉えんの光景そのものである。キャロライナは何も知らない筈なのに、イルミがアーティファクトから学んだ未来と全く同じ夢を見たのだ。

　これは何を意味しているのだろうか。孵化が近いという暗示なのではないか。そう思わずにはいられなかった。

「……私ハイロードだから、人間じゃないから。その内、変な事しちゃうんじゃないかって……私怖いよ……」

　キャロライナは震えていた。

　助けを求めて泣いていた。

　しかし、イルミも怖いのだ。諦あきらめるつもりは毛頭ないが、人の力でどうにかなるものでもない。何と戦えばいいのかすら分からない。

　それでも――

「怖くないさ。キャロライナが変な事しようとしたら、僕が止めるよ。美味おいしい匂においにつられて迷子になりそうになったときとか、アシュトと雪の中で遊びまくって霜しも焼やけになりかけたときとか、ちゃんと止めてあげただろ？」

「う、うん……よく覚えてるわね」

「だから、キャロライナが暴れ出したら、こうやってギュって抱きしめて動けなくする。これなら何も壊せないし、逃にげられないよ」

　イルミはキャロライナの小さな体を両りよう腕うでで抱きしめ、自分の胸に押おしつけた。そして強く強く力を込める。

「わっ、イルミ、何するのよ……！」

「何って、抱きしめてるんだけど？」

「あぅ……だから、どうしてイルミはこんなに恥ずかしい事をサラッとやるのよぉ」

　キャロライナは小さな声を出しながら、イルミの腕うでの中で身じろいだ。

　だが、彼女の力なら、イルミを振ふり払はらう事など簡単である。それなのにキャロライナはされるがままになっていた。

「恥ずかしいかな。僕は君をこうして抱きしめたりナデナデしたりするの、好きだよ」

「な、何言ってるのよっ、イルミが好きでもやられる私は迷めい惑わく……ってわけでもないけど、まぁ嫌きらいじゃないって言うか、むしろナデナデされるの気持ちいいし、ギュってされるとドキドキするけど…………あああっ、今のは冗談で、えっと、その、何て言うか、イルミがどうしても私をギュってしたいならしてもいいけど、別に私からやって欲ほしいって言ったわけじゃないから、その辺は勘かん違ちがいしないでね！」

「そっか。嫌いやならやめとく」

　イルミはそう言って、腕の力を緩ゆるめた。

「あれ……やめちゃう、の？」

「具合が悪いって言ってる女の子に迷惑はかけられないからね」

「え、別に嫌じゃないってば……」

「でも好きでもないんだろ。疲れてるんだから、ちゃんと休まないと」

「う、うん……そ、そうなんだけど……」

　キャロライナはモゴモゴと口ごもり、イルミの顔を見たり、天井に視線を移したりと忙いそがしく動く。

「いじわるぅ」

「そうだよ。僕は君に意地悪するの大好きなんだ」

「ぐっ……変態」

「変態じゃないよ」

「変態よ！　何よ、意地悪するのが好きって、変態じゃなかったら何なのよっ？」

「ふーん。で、キャロライナはその変態にどうしてもらいたいの？」

「い、言わなくても分かってるでしょ」

「言わなきゃ分かんないなぁ」

　イルミはワザととぼけてみせる。

　そしてキャロライナは期待したとおり、体を火ほ照てらせ、顔を真っ赤にし、涙なみだ目めで睨にらみ付つけてくる。だが耐たえきれなくなったのか、すぐに口を開いた。

「……ギュってして」

　もっと焦じらしてやろうと思っていたのだが、イルミ自身も限界だったので、即そく座ざに腕に力を入れた。キャロライナの柔やわらかい感かん触しよくを体全体で感じとる。
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　この子を守るのは自分だ。イルミはそう強く想おもう。

　たとえ敵が神だろうと、キャロライナを奪うばう者は叩き伏ふせる。

　この腕から離してなるものか。星など割らせはしない。
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　セラフィーナは、宮きゆう殿でんの一室を与あたえられ、リンフィールドで祭られていたときと同等以上の待たい遇ぐうを受けていた。

　イルミたちやヒロマーエ侯こう爵しやくは、きっといい人なのだろうとセラフィーナは思う。ご飯を食べさせてくれて、寝ね床どこも与えてくれて、とても優やさしくしてくれた。

　だが、リンフィールドの軍はいずれこのガルツハーンへと攻せめ入いる。そうなったとき、自分はどちらを応おう援えんすればいいのだろうか。

　――決まっている。祖国だ。

　シャルライト王国を始めとする大国たちが、リンフィールドを食い物にしていた事を、セラフィーナは知っている。国民たちが奴ど隷れい同然にされていたところを幾いく度ども見た。

　故ゆえに大国は滅ほろびてしまえ。大国の犬である現政権も崩くずれてしまえ――そう幾度も願った。

　そして今、そうなりつつある。

　ここに来てセラフィーナは、全すべての事態が自分の願いどおりに進行している事に気付き、ベッドの中で愕がく然ぜんとしていた。あとは行方ゆくえ不明の兄が帰ってくれば、セラフィーナの願いは全て叶かなってしまう。それほど都合よく進んでいる。

　クーデターが起きてしまったのは必然だろう。あのような状態では、反乱が起きるのも時間の問題だった。クーデターを起こした人々が、勢いそのままに大国へ攻め込もうとしているのも分かる。

　しかし、生き返ったフェリシア……これだけは有り得ない。どう考えても説明が付かない。




　今から二ヶ月ほど前、セラフィーナは好こう奇き心しんから神官たちの目を盗ぬすみ、神しん殿でんの奥おく深ふかくへ探たん索さくに出かけた事がある。

　神殿は儀ぎ式しきで何度も入ったが、常に大勢の付つき添そい人にんがいて、まるで自由などなかった。

　セラフィーナは儀式場で眠くなる義務を果たすだけではなく、地下深くに何があるのか見てみたくなったのだ。

　それは酷ひどい規則違い反はんだったが、国土が炭鉱化されて以来、神官たちもやる気がなく、見つかったとしてもそれほど叱しかられない筈だった。

　故にセラフィーナは、皆が寝ね静しずまった深夜にベッドを抜ぬけ出だし、ランタンを持って冒ぼう険けんに乗り出した。

　そして、歴代の巫女みこたちが埋まい葬そうされている場所まで潜った。そこには当然、先代巫女フェリシアも眠っている。

　フェリシアが死んだ十一年前、セラフィーナは五歳さいだった。

　セラフィーナはフェリシアの事を好いていたので、その後こう継けい者しやとして『背中に三つの傷を刻まれる事』も、幼いながら名めい誉よとすら感じていた。

　しかし十一年経たっても、巫女になりきれない。神しん託たくなど一度も聞こえた事がないし、魔ま術じゆつも使えないし、威い厳げんも皆かい無むだ。

　巫女とはフェリシアのような立派な女性でなければ務まらないのだ。実際、自分が傀かい儡らいに成り下がっているから、リンフィールドの人々は辛い思いをしている。

　だから、フェリシアが生き返って自分の代わりをしてくれればいいのに――そう願っていた。

　セラフィーナは先代巫女の棺ひつぎの前で祈いのり、それから更に神殿の奥深くへと進んでいく。

　埋葬の間から先がどうなっているのか、セラフィーナは知らない。おそらく今リンフィールドに生きている人間は誰も知らないだろう。ここから先はどんな儀式でも使われる事がないのだ。

　だからこそセラフィーナは見てみたかった。

　そして最深部に辿たどり着ついたセラフィーナは、銀色に光る不思議な球体を発見した。

　石造りの地下室で太陽のように輝かがやくそれは、一見して異常な物体だった。魔術に関して無知なセラフィーナでも、危険だと察せられるほどに。

　にもかかわらず、離はなれられなかった。まるで吸い込まれるように手を伸のばし、触れてしまった。

　その瞬しゆん間かん、急に意識が遠くなり、セラフィーナは気絶した。

　再び目覚めたとき球体は消えており、その他ほかには何の異常もなかった。セラフィーナは自分の無事を安あん堵どしつつ、拍ひよう子し抜ぬけして、来た道を引き返した。

　だが、埋葬の間に帰ってきて、ようやく異変が現れた。

　ガリガリ――と、何かが擦こすれる音が響ひびいていたのだ。セラフィーナ以外に誰もいないにもかかわらず。

　本能的な恐きよう怖ふを感じずにはいられない。まして『地下』の『墓地』だ。

　セラフィーナは一刻も早く立ち去ろうと思ったが、しかし、音に背を向けて走るのも怖かった。

　そもそも、なぜ音がするのか。

　こんな場所に動物がいたとしても、せいぜいネズミ程度だろう。そんな小動物が、この音を出せるものだろうか。セラフィーナの耳には、かなり重い物同士が擦れる音に聞こえる。

「誰だれか、いるのぉ……？」

　セラフィーナはランタンの明かりを頼たよりに、埋葬の間を見み渡わたした。

　そして、音源を発見した。動く物体があった。

　棺。

　そのフタが開いていた。中から腕が伸び、少しずつ動かして、ガリガリと音を発していた。

　血の気が引くという感覚を、セラフィーナはこのとき始めて味わった。逃げる事も声を上げる事も出来ず、ただ死者の復活を見つめていた。

　そう、棺の中に入っているのは死者に決まっている。

　動くという事はつまり、蘇よみがえったという事。

　やがて、棺のフタはドスンと音を上げて落ちた。ついに埋葬されていた者が上半身を起こした。

　セラフィーナは立たち尽つくすしかない。

　ところが、ランタンの明かりが照らし出した死者の姿は、セラフィーナがよく知っている女性のものだった。それを見た瞬間、氷こおったように動かなかった意識が溶とけ出し、思わず彼女の名を叫さけんでしまう。

「――フェリシア様！」

　間ま違ちがいなかった。

　棺の中から現れたのは、先代巫女。

　十一年前と変わらぬ美しい姿のまま、おぼろげな瞳ひとみで天井を見上げていた。

「その声は……セラフィーナですか？」

　おっとりとした声を出しながら、フェリシアはこちらを向いた。

　セラフィーナはたまらず、ランタンを投げ出して、彼女の胸に飛びついてしまった。

　なぜなら、ずっと会いたかったのだ。

　巫女としての重圧に負けそうになったときは、いつもフェリシアの事を思い出していた。巫女として絶対的な支持を集め、国を導いていたフェリシアは、セラフィーナにとって憧れの人だった。

「あら？　あらあらあら？　セラフィーナったら、どうしてこんなに大きくなっているのでしょうか。まるで私と同い年みたいですよ。何を食べたらこんなに大きくなるんですか？」

　フェリシアは何が起きているのか分かっていないようで、瞬まばたきをしながらセラフィーナの肩かたを抱だいた。

「もう、フェリシア様ったら何言ってるのぉ。あれから十一年も経ったのぉ、大きくなるに決まっているのぉ！」

「十一年？　そんな、いくら私でも、そんなに長く眠っていられるものでしょうか。今までの最長記録は、二十五時間のお昼ひる寝ねだったのに……」

「そ、そんなに長く寝たらお昼寝じゃないのぉ」

「でも、一時間しか寝てないと勘違いして、二に度ど寝ねしようとしたんですよ」

「誇ほこらしげに言わないで欲しいのぉ！」

「そうですか？　密ひそかな自じ慢まんだったのですが。ところで、ここはもしかして埋葬の間ですか？　どうして私が棺の中に……まるで死んでしまったみたいです」

「それは……」

「ええっと、確か私はクリスフォードと夕食を食べていて、それで――ああ、そうです。思い出しました。死んだんですね。どうりで埋葬されている筈です。納なつ得とく、納得」

「飲み込みが早くて何よりなのぉ……」

　呆あきれるほどマイペースなフェリシアは、棺から出て、手足を伸ばした。その動作は生者と何も変わらない。一いつ瞬しゆん前まで死体だったとは思えなかった。あるいは、本当に十一年間眠っていただけなのではないかと考えてしまうほど、フェリシアは生き生きとしていた。

「でも、どうして私は生き返ったのでしょうか？　別に死んだままでも困らなかったのですが」

「それは分からないのぉ……だけど、妾わらわはフェリシア様に会えて嬉うれしいのぉ……」

「あらあら、泣いているのですか。大きくなってもセラフィーナは相変わらず…………あれ。今、妾って言いました？」

「ふぇ？」

「わ、妾って、そんな、何がどうしてどうなってそんな一いち人にん称しようになったんですかっ？　十一年の間に貴女あなたの身にどんな出来事が!?」

　自分が死んだ上に蘇ったという状じよう況きようにも動じなかったフェリシアが、取り乱した様子でセラフィーナの肩を揺ゆすってきた。

「フェ、フェリシア様、そんなに激しくされると目が回るのぉ！　妾はフェリシア様の代わりに巫女になったのぉ。いつの間に妾って言うようになったのかは、妾にも分からないのぉ」

「そ、そうなんですか……それにしても、セラフィーナが巫女に？　十一年間、ずっとですか？」

「うん。フェリシア様が死んでから、妾がリンフィールドの巫女なのぉ」

　そう答えると、フェリシアは微び笑しようを浮うかべて、セラフィーナの髪かみを撫なで上あげた。

「……大変、だったでしょう」

　先さき程ほどまでのとぼけた雰ふん囲い気きが消え、巫女としての強くて聡そう明めいで優しい顔が覗のぞいた。

　こんな表情が出来るようになりたいとセラフィーナは思っていたのだ。皆を安心させてあげられるようになりたかった。国民を導いていけるようになりたかった。しかし、十一年経ってもセラフィーナは子供のまま。

「妾は駄だ目めな巫女なのぉ……フェリシア様みたいにはなれなかったのぉ……」

「あら、急にションボリしてしまいましたね。十一年も巫女でいられたのですから、それだけでも立派なんですよ？　ふふ、せっかく生き返ったのですから、セラフィーナが巫女を務めるリンフィールドを見に行きましょうか」

「フェリシア様が生き返ったって知ったら、皆きっと喜ぶのぉ」

　セラフィーナはランタンを拾い、先代巫女の手を引いて歩き出した。

　いっそ、巫女の責務を彼かの女じよに返へん却きやくしてしまおうと思った。

　だって、自分は駄目な巫女だから。大国や革新派の操あやつり人にん形ぎようでしかなく、リンフィールドがボロボロになっていくのを黙だまって見ている事しかできなかったから。

　そこまで考えて、セラフィーナは愕然とする。

　――今の荒こう廃はいしたリンフィールドを見て、フェリシアは何と言うだろう。

「……フェリシア様」

「何ですか、セラフィーナ？」

「外に出たら、きっとビックリするのぉ。だけど、妾を怒おこらないで欲しいのぉ……妾にはどうしようもなかったのぉ……！」

「あらあら？　何か悪い事をしたんですか？」

　フェリシアは笑っている。

　しかし、石の階段を上り地上に近づくにつれ、セラフィーナは脚あしが重くなっていくのを感じた。

　今のリンフィールドの惨さん状じようを見て、フェリシアがショックをうけない筈がないのだ。

　見せたくない。

　それでも、もしかしたら優しいフェリシアなら、セラフィーナを許してくれるのではないか。きっとそうだろう。そう思わなければ歩けない。

　そしていよいよ、神殿の外に出る。すると満月に照らされた炭鉱が広がった。

　かつての草原に覆おおわれた美しい大地は面おも影かげも残っていない。剥むき出しにされた地面と、炭層目がけて掘ほられた穴の群れ。

「これは……一体……？」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとするフェリシアを、セラフィーナは後ろから見つめる。

　彼女はこれから何と言ってくるのか、それを想像するのが恐おそろしい。

　悲しむだろうか、怒るのだろうか、目を背そむけるのだろうか。

「説明してください。何があったのですか？」

　炭鉱へ視線を向けたまま、フェリシアは問とい詰つめてきた。声の響きが冷たくなっている。

　セラフィーナは恐怖に身をすくませながら、十一年の間に起きた出来事を語った。

　フェリシアを暗殺したのは革新派である事。革新派は大国の手先である事。リンフィールドの地下に眠ねむる石炭を掘り起おこす為ために、国民の殆ほとんどが奴隷化されている事。もう美しかったリンフィールドはどこにもない事。

「フェリシア様、ごめんなさいなのぉ……妾は巫女なのに何も出来なかったのぉ……だけど、だけど、どうしていいか分からなかったのぉ！」

　怒られたくない一心で、セラフィーナは先代巫女の背中に訴うつたえかける。だが、何も返事がない。そのまま数瞬しゆんの時が流れ、ようやく一言だけポツリと発せられた。

「……クリスフォードは、どこへ行ったのです？」

　その言葉にセラフィーナはハッとする。

　かつてフェリシアの護衛役だった兄。フェリシアが本当に心を開いていた唯ゆい一いつの人。

「お兄ちゃんは……フェリシア様が殺されてからどこかに行っちゃったのぉ……どこにいるかも分からないのぉ……」

「そう、ですか。では捜さなければいけませんね。ああ、私が何をすべきなのか、どうして生き返ってしまったのか――この光景を見れば分かります。侵しん略りやく者しやたちを撃げき滅めつしろと仰おつしやるのですね、ティアマト様」

　偉い大だいなる先代巫女は天を仰あおぎ、神の御み名なを呼んだ。

「――え？」

　セラフィーナには、フェリシアが何を言っているのか理解できなかった。

　既すでに侵しん略りやくされてしまったこの状況で、何か出来るとは思えない。まして敵は複数の大国なのだ。いかにフェリシアが優すぐれた巫女といえど、太刀たち打うちできるわけがなかった。

　それなのに、自分が蘇ったのはティアマトから使命を受けたからだと断言している。

「セラフィーナ、貴女は巫女失格です。私が代わります。構いませんね？」

　ようやく振り返かえり、こちらを見たフェリシアの顔には、見た事もない冷れい笑しようが張り付いていた。




　そして、わずか二ヶ月で状況は一変した。リンフィールドは本当に大国へ牙きばを剥こうとしている。




　しかし、元を辿れば、全てはセラフィーナが望んだ事だった。

　――フェリシアが生き返り、革新派を断罪して、大国を倒たおす。

　まさか今の状況は、自分が作り出しているのではないか。そんな疑心に囚とらわれ、恐ろしく不安になる。

　馬ば鹿からしい考え？　死者が蘇る方が、よほど馬鹿らしい。




６




　早朝、ヒロマーエ侯爵は叩たたき起こされ、帰き還かんした偵てい察さつ部隊の報告を聞かされた。

　リンフィールドの勢力は既に国境を越こえ、ジラガミ山ふもとの村を制圧しているという。

　侯爵はすぐさま王都へ伝令を飛ばし、応援を求めた。

　どうせ間に合わないだろうと思いながらも、報告しないわけにはいかなかった。







第三章　リンフィールド・ファランクス







１




　眼めを覚ましたイルミは、自分の隣となりに柔らかくていい匂においがする物体がある事に戸と惑まどった。

　触さわってみると、薄うすい布の下にプニプニした感触がある。そして銀色の糸が幾いく重えにも折り重なっていた。

　イルミは昨日の夜の出来事を思い出す。

「そっか、キャロライナと一いつ緒しよに寝ねたんだっけ」

　スヤスヤと寝ね息いきを立てる銀ぎん髪ぱつの少女は、とても穏おだやかに眠っていた。悪夢を見ている様子がないので、イルミはホッと息を吐つく。

　その髪を撫で上げてから、イルミは廊ろう下かに出る為、ベッドを降りて扉とびらを開けた。が、なぜかそこに、パジャマ姿のサクヤが立っていた。

「うわっ……どうしたんだ、サクヤ。何か用？」

　サクヤは銅像のように動かず直立し、黙ってイルミを睨にらんでくる。そして、そのまま数秒の沈ちん黙もくが流れた。

　どうやら彼女は、怒っているようである。

「……キャロライナはいつも早起きして、外で素す振ぶりをしている。なのに今日は窓から見ても誰もいない。だけどベッドにもいなかった。アシュトを残してキャロライナだけ消えるなんて珍めずらしい。そして今、イルミのベッドにキャロライナが寝ている。これは一体どういう事？」

「どうって……一緒に寝たんだよ」

「しらばっくれずに正直に言うとはいい度胸」

「いい度胸って……別にキャロライナと一緒に寝るのは初めてじゃないし」

「え？」

　イルミがそう言うと、サクヤは間のぬけた声を出して後ずさった。

「つまりイルミは、明らかに未成熟なキャロライナの小さな身体に、今まで何度もズッコンバッコンしたという事……」

　サクヤは真っ青な顔になり、汚お物ぶつを見るような眼をイルミへ向けた。

　何か誤解されているようだ。

「サクヤ、君は『寝る』って言葉を拡大解かい釈しやくしている。森しん羅ら万ばん象しように誓ちかっていかがわしい行こう為いはしちゃいないよ！」

「いかがわしさを感じないほど日常化しているとは……」

「そうじゃなくて！　本当に何もしてないよ。ただ一緒にベッドで寝ただけだよ」

「……つまり、女の子が夜ベッドに潜もぐり込んできたのに、一いつ切さい手を出さずに朝まで過ごしたという事？」

「そう、だけど」

「それはそれでドン引き」

　最も早はやイルミは何をやっても批判される運命にあるらしい。

「ところで、キャロライナはまだ寝てる？」

「そうみたいだね」

「変。さっきも言ったとおり、キャロライナは早起き。剣けんの稽けい古こは欠かした事がない。こんな時間になっても寝ているなんて、何かある」

「そう言われてみれば……だけど昨日の夜は具合が悪いって言ってたし、旅で疲つかれてるだけだろ」

　イルミは後ろを振ふり向むいて、ベッドに寝そべるキャロライナを見た。

　静かに寝ているようにしか見えない。

「朝食を用意すれば、その匂いにつられて起きてくると思うよ。食べ物に関しては、犬よりも鋭えい敏びんな鼻を持ってるから」

「なるほど。それなら早さつ速そく準備に取りかかるべき」

「うん。サクヤとキャロライナが昨日の内に食料を買ってきてくれて助かったよ。東方大陸に行く前に、空っぽにしちゃったからね」

「それほどでも」

　本当にそれほどの事でもないのに、サクヤは実に誇らしそうだった。

「……じゃあ、僕ぼくが適当に何か作るから、サクヤは着き替がえておいで」

「了りよう解かいした」

　サクヤが部屋に戻もどったのを確かく認にんしてから、イルミは階段を降りようとする。しかし、なぜかサクヤはすぐにドアを開き、イルミを見つめてきた。

「着替えを覗かないの？」

「……覗いて欲ほしいの？」

「今いま更さらもう遅おそい。イルミが理性と欲望の狭はざ間まに苦しみながらコッソリ覗いてきたところを、私は敢あえて気付かない振りをするというプレイをしたかったのに」

「そうか……」

　サクヤにも色々と複雑な想おもいがあるのだなぁとイルミは感じ取り、それ以上何も言わずに一階へと下りていった。

　台所に行って棚たなを開けると、食材は一通り揃そろっていた。だが、朝から複雑な料理を作る気にもなれない。

「ピザトーストでも作るか」

　イルミは一人呟つぶやき、食パンを取り出す。

　そこにサクヤがやってきたが、不思議な事にメイド服だった。

「サクヤ。それはツッコミ待ち？」

「別にそういうわけではない。厨ちゆう房ぼうに立つときはメイド服が相応ふさわしいと思っただけ」

「へぇ。手伝ってくれるの」

　サクヤがこの家に来てから随ずい分ぶん経つが、一度も料理をしているところを見た覚えがない。

　イルミは、今日の朝食はサクヤに任せてしまおうかとも考えた。

「それは無理。人にはそれぞれ適性がある」

　ところがアッサリと拒きよ否ひされてしまった。

「じゃあ何しに来たんだい」

「立って見てるだけ」

「……そうか」

「どうしてもと言うならやってもいい。だけど、過去の実績から考えるに、後片付けが大変になるのは明白」

「過去の実績って事は、一応料理の経験はあるんだ」

「実はキャロライナに教えてもらおうとした事がある。だけど、キュウリと間違えて自分の指を切断してしまった」

「え、少し切ったとかじゃなくて切断っ？」

「そう。ポロっと取れてしまった。だけど、すぐにくっつけたから心配無用」

「……君にとってはキュウリを切るより、取れた指を治す方が簡単なのか」

　まさにサクヤならではの失敗談だった。

「辺り一面が血の海になったから、キャロライナと二人で拭ふき取とって、それでも消せなかった分はトマトケチャップを溢こぼしたと誤ご魔ま化かした。イルミは全然気付かなかった？」

「あのときか！　ケチャップにしては生なま臭ぐさいから変だなぁと思ったんだよっ！」

「完全犯罪」

「自供したら意味ないだろ」

「それほどでも」

「何を照れてるんだ！」

　サクヤの不思議な言動は、未いまだにイルミを悩なやませる。

　少し前までは、東方と西方の文化の違ちがいだろうかと思わないでもなかったが、実際に現地に行ってその可能性は消し飛んだ。東方大陸にもサクヤのような者はいなかったのだ。

　つまりこのサクヤは、フィーリアのどこに出しても恥はずかしくない変わり者なのである。

「まあ、いいや。見ていたいならそこにいなよ」

「了解した。指を切断したら、すぐに治してあげる」

「……それは頼たのもしいね」

　イルミは食パンを十三枚に切った。イルミ、サクヤ、アシュトが一枚ずつ。残りの十枚はキャロライナの分だ。

　それからハムを適当に切り、それと一緒にチーズを、バターとケチャップを塗ぬった食パンの上に載せていく。あとはオーブンで焼けば完成だ。

「手て抜ぬき感はいなめない」

「見てただけの君には言われたくないな。それより、キャロライナとアシュトを起こしてきてよ」

「大船に乗ったつもりで任せて」

　サクヤはメイド服のスカートをひるがえし、二階へ駆かけ上のぼっていった。

　イルミはそれを横目で見ながら、テーブルの上に朝食を並べていく。

　暫しばらくすると、サクヤがアシュトを頭の上に乗せて降りてきた。

「イルミ。皿を一枚借りる」

「え？」

　サクヤはピザトーストが載った皿を掴つかみ、また二階に戻っていった。実にせわしない動きだ。

「何やってるんだろ」

　気になったイルミは、そのあとを追いかけていく。

　ピザトーストのきついチーズの匂いは、イルミの部屋から香かおってきた。

「サクヤ、一体どうしたんだ？」

　メイド服を着た桃もも色いろ髪がみの少女は、ピザトーストをベッドのそばに置き、両手で扇いで風を起こしている。

「イルミ、キャロライナが変。この匂いでも全然反応しない」

　こちらを振り向いたサクヤとアシュトは、とても真しん剣けんな顔をしていた。

「反応しない？　そんな馬鹿な」

　あのキャロライナが食べ物の匂いを嗅かいでも起きないなど、有り得るのだろうか。だが、事実キャロライナはベッドに横たわったまま、ピクリとも動かない。

「ねえ、キャロライナ。いい加減起きなよ。キャロライナってば」

　イルミは近寄り、その肩かたを掴んで揺らした。

　体は温かい。呼吸もしている。なのに目を覚まさない。

「ギギギ！」

　アシュトがサクヤの頭から飛び降り、キャロライナの胸の上に着地して、ぴょんぴょんと跳とびはねた。

　そこまで騒さわいでも、瞼まぶたは閉じたまま。




　そして、ピザトーストが十枚無む駄だになった。
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　リンフィールドの軍勢は約三千である。

　数としては大したものではなく、これで大国を相手にしようなどというのは笑い話にもならない。

　おまけに、彼かれらはつい最近まで炭鉱の奴ど隷れいだった。つまり、正規の訓練を受けていない素人しろうとの集団なのだ。

　だが、素人は素人なりに工く夫ふうをこらしている。

　まず、接近戦を避さける為、通常より遥はるかに長い槍やりを装備している。これは小回りが利きかない分、相手よりリーチが長い。つまり、技量の差を補う事が出来る上、恐きよう怖ふ感を和やわらげるのだ。

　更さらに、訓練の効率化も図はかった。

　正規の軍隊ならば、個々の技量向上はもちろんの事、集団戦の為に様々な訓練を積んでいる。戦局は刻一刻と変わるのだから、その時々に最善の陣じん形けいを組む必要があるのだ。指揮官はそれを見み極きわめ命令を出し、兵士はその命令を実行しなければならない。

　が、数千数万という人数が、一糸乱れぬ動きをするなどほぼ不可能だ。

　それを可能にする為に日々訓練を積んでいるのが正規軍というものであり、この時点で素人の寄せ集めなど歯が立たない。

　リンフィールド軍は、その訓練をある一つの陣形に集中させ、未熟さを補った。

　古代の大戦で使われていた、ファランクスである。

　これは長槍を用いた突とつ進しん力重視の陣形であり、しかも並んで突っ込むだけという単純なもの。士気だけは高いリンフィールド軍にとって、ファランクスは最善の陣形だった。

　しかし、それだけでは大国には勝てない。

　むこうは大量の銃じゆう、大たい砲ほうを所持しているのだ。おまけに単純な兵数でもリンフィールドは劣おとる。

　それを覆くつがえす為に、矢と槍に毒を塗った。もし、まともな軍隊がこんな戦法を使えば卑ひ怯きようと罵ののしられ、各国から非難の的になるだろう。

　だが、リンフィールドは今や、国家全体が反逆者といってもいい。世界へ喧けん嘩かを売ろうとしているのだ。非難など意に介かいさない。

　そして、三千という少数にも利点があった。補給が必要ないのである。

　本来ならば物資を運ぶ為に、補給部隊を編成しなければならない。その補給部隊が食べる為に、更なる物資も必要だ。

　敵てき陣じんに深く入り込めば補給線が長くなり、物資の運うん搬ぱんは遅おくれる。安定して運ぶには、補給部隊をもっと増やさねばならない。しかも補給部隊が敵に襲おそわれる可能性も増える為、その護衛も手配しなければならない。必要物資は更に増えていく。

　だが、三千程度ならば、現地調達で部隊を維い持じできる。

　つまり、略りやく奪だつである。

　本国からの補給が到とう着ちやくするのを待つことなく、現地の村から無む慈じ悲ひに物資を奪うばい取り、男を殺し女を陵りよう辱じよくして突つき進すすむ。

　迅じん速そくな進しん撃げきは、敵に対策を練る時間を与あたえない。

　これは強力な武器だった。

　シャルライト王国の本隊が到着する前に、ガルツハーンを掌しよう握あくする。その程度ならば、三千の兵力でも十分に可能なはずだ。

　しかも幸運な事に、ヒロマーエ侯こう爵しやくは国王の娘むすめ。

　生いけ捕どれば人ひと質じちとして活用できる。

　無論、人質を取っただけでは勝てない。が、その交こう渉しようへ敵の気が逸それている間に、別働隊を王都へ差し向け、水道および井い戸どに毒を流し込む。

　なにせリンフィールドの目的は、シャルライト王国の国土を奪うことでも、有利な条件で条約を結ぶことでもない。

　これは、リンフィールドを奴隷化した事への粛しゆく清せいなのだ。皆みな殺ごろしこそが望ましい。

　故ゆえに遠えん慮りよの必要は一切ない。

　王都が死体の山と化したのち、残った金品を強ごう奪だつして、その資金力で傭よう兵へいを大量に雇やとう。

　質が低くとも数さえ揃えば、やりようは幾いくらでもあるのだ。

　そして、大国に蹂じゆう躙りんされている国はリンフィールドだけではない。リンフィールドが勝ち続ければ、やがて他ほかの小国も戦いに加わってくれる筈はず。

　リンフィールドは、このように酷ひどく曖あい昧まいで希望的な観測に基もとづき、戦略を立てていた。

　しかし彼かれ等らは、希望的だろうが楽観的だろうが、前に進むしかないのである。




　そして昨日、リンフィールド軍はジラガミ山の麓ふもとの村を侵略した。

　クリスフォードが窓から外を見ると、兵士たちがテントを張り野営している様子がうかがえる。もっとも、間もなく進軍を開始するので、いくつかは既に撤てつ去きよを始めているようだ。

　それにしても何と不幸な村であろうか。つい数すうヶか月げつ前にローラ・エアリーの暴走によって半はん壊かいし、今はリンフィールド軍によって全ぜん滅めつしてしまった。

　しかしクリスフォードにとって、村の運命もリンフィールド軍の戦略も、興味の外だった。

　重要なのは、フェリシアがアーティファクトを持っているのかという事。持っていたとしたら、どんな特性なのかを調べなければならない。

　これらを探さぐらねば、クリスフォードがリンフィールドにとどまっている意味がないのだ。

　ところがフェリシア自身には、アーティファクトを持っているという自覚はないらしい。幾いく度どかカマをかけてみたが、蘇よみがえったのは神の御ご加か護ごだと信じ切っている。

　もしかすれば、本当にアーティファクトと無関係なのかも知れないとクリスフォードは思い始めてきた。

　だが、死者が生き返るなど、アーティファクトの力が働かない限り考えられない。

「フェリシア様。一つ尋たずねても宜よろしいでしょうか？」

「何でしょうか、クリスフォード。言っておきますが、スリーサイズは秘密ですよ。あ、でもどうしてもって言うなら教えてあげても……」

「違います」

　部屋の中でプラプラしていたフェリシアは、クリスフォードに声をかけられると、パッと花のように笑え顔がおを咲さき誇ほこらせたが、冷たくあしらわれてションボリと沈しずんでしまう。

　三千人の兵士を率いて村人を虐ぎやく殺さつした指揮官とは、とても思えない。

「私が聞きたいのは、貴女あなたの能力の事です。フェリシア様はリンデン島でアリス卿きようの攻こう撃げきを全すべて躱かわしました。あの瞬しゆん間かん移動のようなものは何なのですか？　空間を操作する魔ま術じゆつを使ったとか？」

「空間を操作……？　まさか。私にそんな器用な真似まねができる筈がありません。あれはティアマト様が私を守ってくださっているんですよ、クリスフォード」

　またこれか――とクリスフォードはうんざりした。フェリシアにかかれば、全て神の御加護になってしまう。

「その顔は信じていませんね。酷いです、昔のクリスフォードはもっと素す直なおだったのに。ですが、少し生意気なくらいが可愛かわいいというもの。そして、もっと強ごう引いんになってくれれば完かん璧ぺき……うふ、ふふふ」

「フェリシア様。何を笑っているのですか」

「いえ、別に。こちらの話です。それで瞬間移動の話でしたね。貴方あなたは信じないかもしれませんが、あれは私の意志とは無関係です。攻撃されると、私がそれを認にん識しきしているか否いなかにかかわらず、自動的に安全地帯へ移動してしまうのです。ティアマト様の力って本当に素す晴ばらしいですね」

「認識しなくても……？」

　それは奇き妙みような話だ。

　アーティファクトだろうと、普ふ通つうの魔術だろうと、強く念じなければ力は使えない。

　特にアーティファクトは、自分のものではない魔ま力りよくが大量に流れ込んでくる為ため、凄すさまじく精神力を使う。

　自動で発動するほど都合がいいものではないのだ。

　これではまるで、サクヤ・サクラと九尾の狐きつねのようではないか。あのサクヤの無限再生は、結局のところ九尾の力だった。だからこそ、サクヤ本人の意志とは無関係に傷が治っていたのだ。

「フェリシア様。進軍の用意が整いました」

　そのとき、一人の兵士が報告にやって来た。

「はい、ご苦労様。それでは、全軍に出しゆつ撃げき命令を出してください。私もすぐに行きます」

「はっ！」

　兵士は踵きびすを返して部屋をあとにする。

「クリスフォード、私たちも行きましょう。リンフィールドを蹂躙した大国たちを蹂躙する為に」

「……はい」

　そう答えながらも、クリスフォードは全く別の事を思案していた。

　フェリシアが蘇ったり瞬間移動したりするのがアーティファクトの力だとしても、そのアーティファクトを使っているのは別の人間なのではないか。

　クリスフォードの脳のう裏りに、ふとそんな考えが浮うかんだ。
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　ガルツハーンの常備軍は一千だが、それに予よ備び役えきを加えると二千になる。

　軍隊は治安維持にも国境警備にも使われ、そして戦争の抑よく止し力りよくにもなる。しかし、とにかく金がかかる存在なのだ。その一方、当たり前の話だが、兵士は何も生産しない。

　そこで戦争のない平時は別の職業に就つき、有事のときのみ召集される予備役が考案された。

　予備役の者は年に数度の訓練を受けるが、それ以外は一いつ般ぱん人じんである。

　まったくの素人を徴ちよう兵へいするよりは遥かに戦力になる上、普ふ段だんは他の職業に就いているので経済に貢こう献けんできる。

　ヒロマーエ侯爵はリンフィールド軍接近の報を受け、予備役に召集をかけた。

　だが、彼らが集まるのを待っていたのでは間に合わない。既すでに装備を調ととのえていた常備軍を先発隊として編成し、リンフィールド軍が街へ接近するのを食い止めなければならない。

　その先発隊はヒロマーエ侯爵が直接指揮を執とり、正午にはガルツハーンとジラガミ山の中間地点に陣じんを展開していた。

　本ほん陣じんを丘おかの上に設営し、前面にイヴァキ河を見み据すえる形でリンフィールド軍を待ち構える。いち早く敵を発見できる上、河を挟はさんでいるので防ぼう御ぎよしやすい。

「見えてきましたな」

「速いわねぇ……この暑い中、ご苦労な事」

　丘の上から双そう眼がん鏡きようで遠くを見ていたヒロマーエ侯爵とロジャー・カートライト大将は、迫せまり来る集団を発見した。報告どおり約三千人のようだ。

　本陣には侯爵と大将の他に、命令を馬で伝える為の伝令兵、音で伝える為の太たい鼓こ、護衛の為の兵士がいる。全員が鎧よろいに身を包つつみ物々しい雰ふん囲い気きだったが、侯爵一人だけが華か麗れいなドレスに身を包み馬にまたがっていた。

　戦場を舐なめているとしか思えない装いだが、それが逆に兵士たちの士気を上げているのだから妙みようなものである。

「……投石機がありますな」

　そう呟いたのは、今回、侯爵の参さん謀ぼうを務めるカートライト大将だ。

　彼はもうじき七十歳さいになろうという老兵だが、培つちかわれた経験はガルツハーン随ずい一いちである。その息子むすこも優ゆう秀しゆうな軍人であったが、アンデルセン病で命を落としてしまった。だが、優秀な血は更に受うけ継つがれ、孫のブルーノスが若くして中ちゆう将じようとなっている。予備役を中心に編成された後続部隊の指揮は、そのブルーノス・カートライト中将が執っていた。

「結構大きいわね。攻こう城じよう用？」

「はい。しかしイヴァキ河は渡わたれないでしょう」

「でも、河の幅はばよりは射程があるんでしょう？」

「でしょうな。ですからこちらの軍は、河に近づきすぎない方が宜しいかと」

「そうね。だけど、河から離はなれすぎたら地の利を活いかせないわ。ま、こっちには大砲があるから、射程では勝てるわね」

「はい。初手はこちらのものです。しかし、数は三分の一。後続隊が合流してもまだ負けています」

「そこは指揮官の腕うでの見せ所ってやつかしら。それでイルミ――」

　ヒロマーエ侯爵は振ふり返かえり、魔ま術じゆつ師しに声をかける。

　そこには暗い顔でたたずむイルミ・ミルウィックがいた。

「敵が魔術師を出してきたら、貴方も戦ってくれるのよね？」

「……ええ。ここを突とつ破ぱされれば、ガルツハーンが危ないですから。でも、それ以外は何もしません。別の場所で待機しています」

　そう言ってイルミは、浮ふ遊ゆう魔ま術じゆつで飛び上がる。

「そう。ありがとう」

　侯爵は視線を前に戻もどしながら、胸にキリキリとした痛みを感じていた。

　今朝から意識を失ったキャロライナは、未だ眼めを覚まさないらしい。医者に診みせても原因不明と言うばかり。埒らちがあかなかった。

　イルミは口に出さないが、彼かの女じよのそばにいてやりたい筈なのだ。だが、リンフィールド側に魔術師がいた場合、ガルツハーン軍には対たい抗こう手段がない。

　イルミはキャロライナを守るという意味でも、戦場で控ひかえていなければならなかった。

　そして侯爵はイルミの心情を察しておきながらも、「キャロライナのそばにいなさい」と言ってやる事ができない。

　侯爵には、ガルツ地方の統治者として、この戦いに勝つ義務がある。

　無慈悲に最善の手を打たねばならないのだ。




　一時間後、リンフィールド軍はイヴァキ河の反対岸に到着しつつあった。

　敵が陣形を整えたままの状態で現れた事に、侯爵は感服する。

　だが、ガルツハーン側は更に準備を整えていた。

「それじゃあ、撃うちなさい」

　侯爵の合図と共に、太鼓が激しく鳴なり響ひびく――と同時に、並べられた大砲が一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　放たれた砲ほう弾だんは、幅はば広ひろいイヴァキ河を越こえてもなお十分な速度を保ち、リンフィールド軍の頭上から襲いかかった。盾たてや鎧で防ぎきれるものではなく、直ちよく撃げきした兵士は即そく死しし、その周りにいた者も破は片へんで負傷する。

　しかし大砲は連射が利かない。砲弾の雨がやんだ隙すきに、リンフィールド軍は河に突っ込み、こちら側へ渡ろうとする。

「侯爵。少し後退させましょう」

「そうね。グズグズしてると石が飛んでくるわ」

　伝令兵はすぐさま馬を走らせ、兵士たちに命令を伝える。

　何せ千人もの人間を秩ちつ序じよ立だてて動かさねばならないのだ。その指示伝達は迅速かつ正確に行なう必要があるが、そうそう上手うまくいくものではない。

　それでも普段から訓練を積んでいる常備軍だけあって、隊列を乱すことなく、すばやく後退を始めるのが丘の上から見えた。

「流石さすが。我わが軍は練度が高いわね」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　カートライト大将はうやうやしく礼を言う。

　数瞬しゆん後、先さき程ほどまでガルツハーンの軍がいた場所に巨きよ大だいな岩が飛んできたが、既に誰だれもおらず、虚むなしく地面を抉えぐるだけだった。

「あれが投石機の射程距きよ離りね。あのラインを越えなきゃ岩に押おしつぶされる事はないわ。で、カートライト。こっちの大砲は使えるかしら」

「河を渡っている連中に撃てるでしょう。しかし、それ以降は乱戦になるので下げた方が宜しいかと」

「分かったわ。というわけで、早さつ速そく撃うちましょう。太鼓鳴らして」

　河の中にいた敵軍は上手く身動きが取れず、砲弾から逃にげる事もできない。それでも怯ひるまずに突き進み、速い者は河を渡りきっていた。

「見上げた根こん性じようね」

「どうも異常に士気が高いようですな。怯ませて引かせるというのは不可能のようです」

「そうね。だけど、その士気が命取りになる事だってあるのよ」

　陣形を維持したまま進むというのは、一いつ般ぱんに考えられているよりも遥かに難しい。何せ、右みぎ端はしと左ひだり端はしの兵士は連れん絡らくを取り合うのも困難なのだ。酷い場合は前に向かっているのか後ろに下がっているのかすら分からなくなる。

　数千人の兵士全員が同じ速度で進めればいいが、どうしても一部が突とつ出しゆつして前に出てしまう事があった。その突出した兵士たちは、矢や弾だん丸がんの集中砲ほう火かを浴びてしまう。

　平へい坦たんな道を進む場合でもそうなるのだ。河の中となれば足並みが乱れるのは必然で、しかも砲ほう撃げきまであった。

　今、リンフィールド軍は無残にバラバラになっていた。

　そして、突出して河を渡りきった勇ゆう敢かんな兵士へと、マスケット銃の火線が集中する。

　ガルツハーン軍が装備しているマスケット銃は、ライフリングが刻まれた最新式で、従来品に比べて格段に命中率が上がっていた。

「結構、数を減らせたかしら」

「それなりには。ここまでは上出来です。しかし敵も凄まじいですな。銃じゆう火かに晒さらされると分かっているのに、次々と上陸してきます」

「弾たまの装そう填てんが間に合わないみたいだわ」

「それに、敵は陣形を再編しつつあります。あの士気で近接戦になれば、こちらはかなり厳しくなりますな」

「こっちは数が少ないし……とりあえず撃てるだけ撃って、あとは白兵戦ね」

　マスケット銃で攻撃するガルツハーン軍に対し、上陸したリンフィールド軍は弓で応戦していた。

　そうしている内にほぼ全員が河を渡りきり、驚おどろくべき速さで陣形を復活させてしまう。

　その陣形はファランクス。右手に長槍を構え左手に盾を持ち、密集して突っ込んでくるだけの陣形だが、それ故に突進力が高い。

「ファランクスって左に盾を持ってるんだから、陣形の右側面を攻せめればいいのよね？」

「そのとおりです。ですが、向こうは士気が高いだけではなく、集団としての動きも非常になめらかです。そう易やす々やすとは回り込めないでしょう」

「でも正面からぶつかり合ったら、数が少ないこっちが確実に負けるわ。向こうは単純に考えて、三倍の回復力を持ってるんだから」

　陣形の最前列の者が死んだ場合、その後ろの列の者が前に出る。つまり列が縦に深ければ深いほど、代えの兵士が多いという事であり、回復力が高いという事になる。

「敵が欲を出して陣形を横に広げて、こっちを包囲しようとしてきたら、そこにつけ込む作戦もとれるんだけど。薄うすくなったところを中央突破して後ろに回り込むとか」

「しかし、敵の指揮官にそのつもりはないようです。堅けん実じつな用兵ですが、故に手て強ごわい」

「嫌いやになっちゃうわ。だけど、こっちは工夫を凝こらさないと――」

　数で押し切きられてしまう。

　そうしている内に、遂ついに敵軍はこちらに肉にく薄はくし、近接戦せん闘とうが始まった。こうなってしまえば銃も矢も使えず、槍や剣けんの勝負になる。

　兵士の技量ではガルツハーンが圧あつ倒とう的てきに上だったが、それでも数に三倍の差があっては削けずり殺されてしまう。

　そこで侯爵は足の速い騎き兵へいを集め、五十人から成る分隊を作り、リンフィールド軍の右側面に回り込むように指示を出した。

　どんなに数で負けていても、一いつ瞬しゆんで壊かい滅めつするほどの兵力差というわけでもない。正面を支えている間に回り込めれば、敵の弱点を突く事ができる。

　しかし――

「やはり、敵も反応してきましたな」

　こちらの騎兵分隊に対してリンフィールドは、陣形の一部を切り離して迎げい撃げきの姿勢を見せた。

「でも、向こうは全員歩兵よ。こっちの分隊は馬。上手に躱せないかしら」

　その侯爵の言葉が届いたわけではないだろうが、分隊は右側面を防御しようとするリンフィールド軍を避さけ、何と敵陣の真後ろまで回り込んでしまった。

「あら、指示した以上じゃない」

　ヒロマーエ侯爵の上じよう機き嫌げんな呟つぶやきと共に、重じゆう槍そうを構えた騎兵分隊が、リンフィールドの兵士を背後から串くし刺ざしにする。

　虚きよを衝かれた敵軍は反転して迎撃しようとするが、しかしガルツハーンの主力は正面にいる。どうしてよいのか分からず、パニックが起きているのがハッキリと見えた。

　もっとも、後ろに回った騎兵はたった五十人なのだ。三千人の前には焼け石に水である。

　リンフィールドはその事に気付き、冷静さを取とり戻し始める。

　こちらの分隊もそれを察して、素す早ばやく撤てつ退たいした。その動きを見たヒロマーエ侯爵は、自分の軍の優秀さに改めて感心する。

「さぁて。今ので時間を稼かせげたわね。この調子で援えん軍ぐんが来るまでに数を減らしておきましょう」

「……いえ、侯爵。こちらの数が減る速度の方が速いようです」

「は？　何でよ。こっちの方が上手く立ち回ってたじゃないの」

　カートライト大将の報告に、ヒロマーエ侯爵はトゲのある声を出す。

「今届いた報告によると……敵は矢と槍に毒を塗ぬっているようです。擦かすっただけでも致ち命めい傷しようになるような」

「毒っ？　ちょっと、連中には恥はじとか外聞とかないわけ？　幾ら戦争って言っても、やっていい事と悪い事があるでしょ！」

「普通の軍隊ならば名めい誉よを重んじるでしょうな。しかし奴やつらはクーデターを起こして政権を奪だつ取しゆした者たち。それにリンフィールドから見れば、こちらは仇きゆう敵てきです。毒くらい使ってもおかしくはないのかもしれません」

　カートライト大将は平静を装よそおっていた。だが、今死んでいるのは彼かれの部下たちだ。侯爵以上にはらわたが煮にえくりかえっているだろう。

「……とにかく、ここで後退するわけにはいかないわ。あんな連中をガルツハーンに入れたら、何をしでかすか分かったものじゃないんだから」

「無論です」

　侯爵と大将は、死んでいく兵士たちを見つめながら、次の一手を練り続けた。

　そして一つの賭かけを思いつき、本営を移動させる決意をする。




　フェリシアはファランクスの最後列で指揮を執っていた。

　彼女に見られているからこそ、リンフィールドの兵士たちは高い士気を維持する事ができる。

　そしてフェリシアは巫女みことしての人気があるだけではなく、聡そう明めいな指揮官としての才能も発揮していた。

　先程、ガルツハーンの騎兵に後ろを取られても迅じん速そくに対応できたのは、彼女の力があったからだ。

「向こうの指揮官は中々やるようですが、この数の差はどうにもならないでしょうね。ああ、それにしてもクリスフォードはどこに行ってしまったのでしょうか」

　フェリシアは周囲をキョロキョロと見回すが、愛いとしい彼はいなかった。

　戦場の混乱ではぐれてしまったらしい。

　――まあ、いいでしょう。敵を殲せん滅めつしてからゆっくり捜さがせば。

　そう考えを巡めぐらせていたとき、右う翼よくからの伝令が入った。

「敵はこちらの右側面に回り込む為、陣じん形けい全体を移動させているもようです」

　それを聞いたフェリシアは、正規軍ならではの作戦だと感心した。

　大軍を移動させるというのは、それだけでも大ごとなのだ。まして戦闘しながら全体をずらしていくなど、よほど日ひ頃ごろから訓練を積んでいない限り無理な話だ。普通ならば足並みがそろわず、陣形に薄い場所が生じてしまう。そこを突つけば敵を真っ二つにし、一気に瓦が解かいさせる事も可能だ。

　しかし、敵は十分な自信を持って、このような動きをとったのだろう。隙など見せてくれないに違ちがいない。

「とりあえず、敵の動きに合わせて、こちらも旋せん回かいしていきましょう。絶対に脇わき腹ばらを見せてはいけません。正面から殴なぐり合っていれば絶対に勝てますから」

　ガルツハーン軍が時計回りに大きく円を描えがいて動くのに対し、リンフィールド軍はその場を支点にして回るだけだ。それでもリンフィールド軍の陣形には亀き裂れつが入った。敵はその隙を見み逃のがさず、シロアリのように入り込もうとする。

　だが、リンフィールド側は圧倒的な回復力を誇っているのだ。少々の亀裂など、数で押し返してしまう。

　そして約一時間後、二つの軍の位置関係は完全に逆転していた。

　当初はリンフィールド軍がイヴァキ河を背にしていたのに、今ではガルツハーン軍が背はい水すいの陣である。

「あら、まぁ……素晴らしい動きでしたが、完全に裏目に出てしまったようですね。こうなってはお終しまいです。押しつぶしてさし上げましょう」

　しかし、フェリシアが全軍突とつ撃げきの命令を下そうとしたその瞬間、悲痛な叫さけびが友軍の間を貫つらぬいた。

「後方より敵てき襲しゆう！」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれ振り返ったフェリシアは、一斉に飛来する千本の矢を見た。




「ナイスタイミングね。ここまで上手くいくとは思ってなかったわ」

「全くです。運を味方につけたようですな」

「運だけじゃないわよ。貴方の孫が迅速に進軍してくれたから、このチャンスに間に合ったのよ」

「勿もつ体たいなきお言葉。ブルーノスに代わり、お礼申し上げます」

　侯こう爵しやくと大将が乗る馬は、後ろ足をイヴァキ河につけていた。これ以上は下がれぬという所まで追い込まれていたが、援軍が間に合ったのだ。

　無論、偶ぐう然ぜんではない。

　予備役の者たちが装備を調えてここまで来るのに掛かかる時間を予想し、その時間に合わせてリンフィールド軍の位置を反転させたのだ。

　敵の行動をコントロールするのも至難の業だったが、そもそも援軍が狙ねらった時間にきてくれるとは限らない。作戦と呼ぶには値あたいしない、ギャンブルの類たぐいである。

　それでも侯爵の賭けは成功し、勝利に近づいたのはガルツハーン軍だった。

　眼前の敵を倒たおす事だけを考えていたリンフィールド軍は、結果として背中を無防備に晒す事となっている。

　ちなみに、イヴァキ河の対岸には投石機があり、先程までガルツハーン軍は川岸に近づく事ができなかった。

　しかし侯爵は、騎兵分隊に河を渡らせ、密ひそかに投石機の制圧をさせていた。このお陰かげでガルツハーン軍は、岩の飛来を恐おそれずに背水の陣を敷しけたのである。

「じゃ、あとは挟み撃ちって事で。全軍、敵を蹂じゆう躙りんなさい」

　リンフィールド軍の士気が如何いかに高かろうと、真後ろに敵が現れれば混乱するのもやむを得ない。

　そして、その混乱が静まるのを待つほど、ガルツハーン軍は気長ではない。




４




　イルミは離れた場所から二つの軍の戦いを見守っていた。

　何度もハラハラする場面があったが、どうやら結果的にガルツハーンの圧勝で終わりそうだった。

　――これでキャロライナのところに帰れる。

　しかし、そう安あん堵どした瞬しゆん間かん、ガルツハーン軍の一部で爆ばく発はつが起こった。おそらく百人単位で死傷者が出ただろう。

　火薬によるものではない。

　ヒロマーエ侯爵が危き惧ぐしていた、敵の魔術師が現れたのだ。それはつまり、イルミの出番が回ってきたという事である。

　戦いはこれからが本番になるだろう。

　こうしている間も、キャロライナは眠ねむり続けている。イルミは早く彼女のそばに行きたかった。だが、ガルツハーン軍を見捨てるという選せん択たくも不可能だった。

　故ゆえにイルミは空を飛び、戦場へと駆かけつける。

　爆ばく心しん地ちは地じ獄ごく絵図と化していた。鉄製の武器防具が溶とけるほどの高熱にさらされた兵士たちは、完全に炭化しており、もう誰が誰なのか判別不能だろう。

　そして、そんな地獄の中に、一人だけ綺き麗れいなままの人間が立っていた。服は新品のように綺麗で、亜あ麻ま色いろの髪かみを熱風になびかせている。女性だった。

「魔術師……っ！」

　黒くろ焦こげの死体が並ぶ中、彼女だけが無傷。もはや疑う余地はない。

　イルミは左ひだり腕うでを銀色に光らせ、重力落下に浮遊魔術の推進力を加えて、敵魔術師に突っ込んだ。

　向こうはこちらに気付いてもいない。戦場で油断するという愚ぐ挙きよを犯おかしていた。

　火力は高いようだが、動きがまるで素人しろうとである。

　確実に捉とらえた――とイルミは思った。だが、銀色の拳こぶしは敵の魔ま力りよくを吸い上げる事なく、地面に衝しよう突とつして大穴を開けるのみだった。

　避けられたのだ。

　しかし、いつ敵が移動したのか、イルミの目には全く映らなかった。

「ガルツハーンにも魔術師がいたのですね。それもかなり優秀な。今の一いち撃げき、ティアマト様の御ご加か護ごがなければ即死だったでしょう。ですが――」

　そのノンビリしたテンポの声は、上から聞こえた。

　見上げると、亜あ麻ま色いろ髪がみの女性が浮うかんでいる。

　水色の透とう明めい感ある瞳ひとみのせいか、イルミには彼女が酷ひどく希き薄はくな存在に見えてしまった。目を見張るほどの美人で、声もハッキリ聞こえてくるというのに。

　イルミは上空へと追つい撃げきを仕し掛かけようとした。が、敵の魔ま術じゆつが発動する方が速い。

「焼けてしまいなさい」

　雲一つない快晴なのに、イルミの体へと雷かみなりが落ちた。

　轟ごう音おんが空気を震わせ、眩まばゆい閃せん光こうが走る。

　しかし、イルミは既すでに防ぼう御ぎよ結界を張っており、その電流を全すべて防ぎきった。

　幸か不幸か、周りの兵士たちはとっくに死んでいたので、巻き込まれた者もいない。

「……名前を聞いてもいいか？」

　イルミは空の魔術師へ尋たずねる。

　戦争に好きこのんで参加する魔術師が誰なのか、知っておきたかった。

「これは申もうし遅おくれました。私はフェリシア・プレスコットです。ところで貴方あなたは？　人に名を尋ねるときは、先に名乗るべきだと思いますよ」

「イルミ・ミルウィックだ」

　そう答えつつ、イルミは記き憶おくを辿たどっていた。

　フェリシアというのは、リンフィールドの先代巫女の名だ。彼女が生きていた事によって、セラフィーナは巫女の地位を剥はく奪だつされ逃げてきたと言っていた。

　だが、それにしても若い。フェリシアとセラフィーナが同じような年ねん齢れいに見える。

　先代なのだから、もっと年上であるべきなのだが。

「イルミさん？　どこかで聞いたような……ああ、そういえば近ちか頃ごろアリスの勢力と喧けん嘩かしている魔ま術じゆつ師しの名前もイルミでした。そうですか、貴方があのイルミさんでしたか」

「アリスを知っているのかっ？」

「はい。私、一身上の都合により、新生ティアマト教団とは対立していますから。情報収集には力を入れていました。リンフィールドの諜ちよう報ほう機関も結構優ゆう秀しゆうでしょう？」

「そのアリスと対立している者が、どうしてガルツハーンを襲おそう！」

「あら、それとこれとは話が別。ガルツハーンが属するシャルライト王国は、我がリンフィールドを食い物にした大国の一つ。粛しゆく清せいの対象です。滅ほろぼさねばなりません。ですが、貴方個人には怨うらみはありませんから、どうでしょう。ここは一つ、アリスと敵対する者同士、仲良くしてはいかがでしょうか。敵の敵は味方と言うでしょう？　友達の輪を広げるのは素す敵てきだと思いませんか」

　これほどの惨さん状じようを引き起こしておきながら、フェリシアは友達の輪などとほざき始めた。冗じよう談だんだとしても、かなり頭がイカれた人物のようだ。

　そしてイルミは、横目でガルツハーンの兵士たちの様子をうかがった。彼らは突とつ如じよ起こった爆発に動どう揺ようしている。
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　敵を挟はさみ撃ちにして圧倒的有利な立場にあるが、数では劣おとっているのだ。ここから逆転される可能性が皆かい無むとは言い切れない。そこにきて魔術師による奇きし襲ゆうが行なわれたのだ。平静でいろというのが無理な話だ。

　兵士たちを落ち着かせる為ため、このフェリシアを一刻も早く戦場から排はい除じよする必要がある。

「アーティファクト、アクセス――ザクィトエ・アナンシ！」

　イルミは己おのれの魂たましいに宿る、神の力を開放した。

　それはイルミの精神力を喰くいつぶしながら、鎖くさりを形成していく。触ふれたものを強制停止させる究極の拘こう束そく具だ。

　鎖はイルミの意志に従い、フェリシアへ向けて高速で迫せまっていく。

　回かい避ひなど出来る筈はずがない――

　が、当たらなかった。

「馬ば鹿かな……っ！」

　ザクィトエ・アナンシの速度は、放ったイルミ自身が認にん識しきできないほどの速さなのだ。それを避けるなど人にん間げん業わざではない。

「凄すごいでしょう。ティアマト様の力なんですよ、この瞬間移動」

　フェリシアの声は、イルミの真後ろから聞こえた。

　それと同時にイルミは熱と魔力を感知した。

　攻こう撃げきが、来る。

「アーティファクト、アクセス――反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴ！」

　イルミの背中に一枚の鏡が出現した。それは全く歪ゆがみのない、平坦で薄い鏡だった。

　東方大陸でウツシヨ・サキモリから受け取った、絶対反射の力だ。物理攻撃であろうと魔ま術じゆつ攻こう撃げきであろうと、完かん璧ぺきに跳はね返かえしてしまう。

　背後を取り、油断しているであろうフェリシアには回避の余よ裕ゆうはない。

　ところが振ふり返ったイルミは、驚きよう愕がくの光景を目まの当あたりにする。

　フェリシアがいないのだ。そして跳ね返した火球は、ガルツハーンの兵士へ向けて飛んでいった。

「くっ！」

　イルミはザクィトエ・アナンシの鎖を伸のばし、ギリギリのタイミングで火球を止める。危あやうく、守るべき味方を吹ふき飛とばすところだった。

「まあ、何て不思議な力でしょう。その鎖に触れたものは止まってしまい、その鏡に触れたものは跳ね返ってしまう。ですが、それでも私は倒せませんよ。何と言っても、ティアマト様の御加護があるのですから」

　今度は真上から声がした。

「ティアマトの加護だと？」

　どういう意味だ――と一瞬考えたイルミは、すぐに相手が巫女だという事を思い出す。

　聖職者の言葉を一々真に受けていては、この世のあらゆる出来事が神の仕し業わざになってしまう。あるいは本当にそうなのかも知れないが、今は関係ない。

　重要なのはフェリシアを無力化する事。この一点。

「僕ぼくも君に怨みはないが、ガルツハーンを……キャロライナを守らなきゃいけないんだっ！」

　再度、鎖をフェリシアに飛ばす。

　しかし予想どおり彼かの女じよは、まさに瞬間移動としか思えない動きで避けてしまう。

「無む駄だです――」

　鎖が通過した場所から百メートル以上も上じよう昇しようし、フェリシアはイルミを見み下くだしていた。

「どうかなっ？」

　瞬間移動するのだと覚かく悟ごを決めていれば、避けられても即そく座ざに次の攻撃を放てばいい。どこに現れるのか分からないのなら、全方位を攻撃する準備をしていればいい。

　イルミは二つのアーティファクトから魔力を吸いだし、手の平の間に溜ため込んでいた。

　フェリシアがどうやって瞬間移動しているのかイルミには分からない。だが、超ちよう高こう等とう技術だろうというのは予測できた。ならば連続使用は難しい筈。

「上に現れてくれて助かったよ。手加減せずに撃うてる！」

　イルミの手から上空へと、太陽が飛んでいった。

　そう形容したくなるほどの熱と光。

　空気が膨ぼう張ちようして大だい爆ばく発はつが巻き起こり、炎ほのおの柱が天を貫いていく。

　真下に向けて使えば、ガルツハーンとリンフィールドの軍勢をまとめて消しよう滅めつさせるだけの火力は確実にある。

　その証しよう拠こに、青かった空は一面、紅ぐ蓮れんの炎で覆おおわれていた。それによって太陽が隠かくれてしまったのに、太陽が出ていたときより明るい。

　当たっていれば、フェリシアは即そく死ししただろう。

　それなのに、イルミは手て応ごたえを感じていなかった。

　あの声は聞こえないのだが、どうしても倒したという気にならない。

　炎の奥おくにいるのではないか？

　その疑心を裏付けるように雷が落ちてきた。

　それを反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴで跳ね返し、イルミは空へ飛んだ。

　炎の雲を抜けると、やはりフェリシアはそこにいた。無傷のまま微笑ほほえんで、雷を帯びた結界を張はり巡らしていた。パチパチと弾ける音と共に、放電現象が起きている。

　どうやらフェリシアは、雷系の攻こう撃げき魔ま術じゆつを得意としているらしい。魔力量もかなりのものだ。

　しかし、その程度でアーティファクトを持つイルミの攻撃を防げるとは思えない。

「……どうやって躱かわした」

「さあ、私には分かりません。貴方の攻撃は本当に凄かったのですが、何せ気が付いたらここにいたので、どうやってと言われても」

「とぼけるなっ！」

「あら酷い。とぼけてなんていませんよ。先さき程ほども説明しましたが、私にはティアマト様の御加護がありますから。人知が及およばぬものを、人の身に過ぎない私がどうして説明できましょう。ああ、でも私は巫女だから、説明できるようにならなければいけないのでしょうか？　困りましたね」

　フェリシアの口調に、イルミは激しい違い和わ感かんを覚えた。

　彼女が心底本気で言っているように聞こえるのだ。

　無意識の内に瞬間移動してしまった。どうやったのかまるで分からない――そんな与よ太た話を一つの疑問も挟む事なく語っている。

　信じたくはない。しかしイルミは、自分でも焦あせりが顔に浮かんでいるのが分かった。

　それを見たフェリシアは、満足げに頷うなずく。

「ようやく信じてもらえたようですね。信心深い人は好きですよ。ですが貴方は敵ですから、このまま死んでください。美しかったリンフィールドを取り戻もどす為に」

　空中放電していたフェリシアの体が、一ひと際きわ眩まばゆく輝かがやいた。その瞬間、あらゆる場所で雷が発生し、四方八方からイルミへ向けて電でん撃げきが放たれる。

　反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴの反射力ならば、この程度の雷など軽々と無力化してしまう。が、使うイルミの方が追いつかなかった。全方位を覆い囲む鏡の壁かべを作ったつもりでも、わずかな隙すき間まがあり、そこから電流が入り込んでしまう。

　やむなくイルミは通常の防御結界で凌しのぐが、震しん動どうは防げず、揺ゆさぶられてしまった。

　そして、反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴは可視光線すら反射する為、周り全てを囲む壁を作ってしまうと、何も見えなくなってしまう。防御は鉄てつ壁ぺきだが、攻撃が一いつ切さいできなくなるのだ。

　フェリシアがイルミを倒す事にこだわってくれるのならば、このまま彼女の魔力が尽つきるまで籠ろう城じようする手もある。だが、フェリシアにとって重要なのは、リンフィールドの勝利だろう。ならばイルミを無視して地上のガルツハーン軍に攻撃するに違いなかった。

　故にイルミは、鏡の壁から出て、フェリシアと対決しなければならない。

　イルミは意を決し、反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴを解除する。それと同時に、雷がクモの巣のように走る光景が出現した。

　絶え間なく隙間なく、放電し続けるリンフィールドの巫女。

　その攻撃に耐たえながら、イルミは鎖を飛ばす。

「ザクィトエ・アナンシ！」

　当然の如く、これまでと同じようにフェリシアは鎖に当たる寸前に消え、別の場所に出現する。イルミが次々と繰くり出だす鎖は、ことごとく避さけられてしまう。

　そして今度は、真下を取られた。

　しかし、イルミにはそれが見えていた。反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴの欠片かけらに反射して、眼下のフェリシアがハッキリと映っているのだ。

　無論、それはイルミの仕掛けた罠わなである。いつか死角に来ると分かっている以上、その対策を講じるのは当然の事。

　故にイルミは、フェリシアを目がけて氷の刃やいばを放つ。

　確実にフェリシアの意表を突いた攻撃だった。あのタイミングは、人間の反射神経でどうにかできるものではない。

　それでも彼女は瞬間移動してしまった。

「……まさか、本当に」

　ここにきてイルミは、フェリシアが『自分の意志とは無関係に回避している』という事を認め始めていた。

　つまりフェリシアには一切の攻撃が当たらない、という前提で戦わなければならない。

　――イルミ、イルミ！

　次の手を思おもい描けず窮きゆうしていると、左腕の声が頭の中に響ひびいた。

「どうしたんだ。何か分かったのかっ？」

　――多分ダケド……アノ瞬間移動ハ、アーティファクトノ能力ダヨ。

「アーティファクトだって！」

　イルミはそう驚おどろきつつも、深く納なつ得とくしていた。

　フェリシアの力は明らかに通常の魔術とは異なる。アーティファクトが関係していると言われた方が受け入れやすい。

　しかし、長年多くの人々が探し求めていたアーティファクトが、こうまで矢や継つぎ早ばやに現れるというのも異常である。

　これではまるで、フィーリアの孵ふ化かに呼応しているかのようだ。

　だが逆に考えれば、アーティファクトがイルミの前に現れたのは幸運かもしれない。フェリシアから奪うばってしまえば、アリスの先手を取れるのだ。

　もっとも、瞬間移動を攻こう略りやくする糸口が見えない以上、今は時間稼かせぎしか出来ない。

　それでもイルミは極力、現状を維い持じするつもりだった。

　なぜならガルツハーン軍から見れば、イルミが勝利する必要はないのだ。

　ようは、地上の戦いでリンフィールド軍を壊かい滅めつさせ、再起不能に追い込めば、この戦争は終わる。すなわち街を守る事に繋つながる。

　徹てつ底てい的てきに時間を稼ぐ。それが今のイルミに課せられた使命だった。
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「ここにいましたか。アリス卿きよう、マリィ」

　クリスフォードは丘おかの上にアリスとマリィを見つけ、その傍かたわらに降り立った。

　この丘は、つい先程までヒロマーエ侯爵たちが本営として使っていた場所だ。

　本営は戦局の変化に従って移動していたが、ここが戦場全体を見み渡わたせる場所であるのは変わらない。

「あ、クリスフォード様」

「お帰り、クリスフォード。何か収しゆう穫かくあったかしら？」

　空を見上げていたアリスとマリィは、クリスフォードを笑え顔がおで迎むかえてくれた。

「申し訳ありませんアリス卿。収穫と呼べるほどのものはありませんでした。ですが――」

　クリスフォードがフェリシアのもとに残ったのは、彼女の力の秘密を探さぐる為である。しかし今に到いたっても、真実に辿り着ついていない。

　だが、全く何も手応えがなかったというわけでもなかった。

「私なりに一つ仮説を作ってみたのですが」

「へぇ、聞かせて頂ちよう戴だい」

　アリスは興味深そうに尋ねてきた。

「はい。まずフェリシア様の力はアーティファクトによるものです。それを前提にしなければ、説明不能な事が多すぎます。では、どうしてオートで瞬間移動が可能なのか。そしてアーティファクトに接していながら、なぜ『神の御加護』などと世よ迷まよい言ごとを言い続けられるのか。この二つの疑問に対し私は、アーティファクトを使ってフェリシア様を生き返らせたのは、別の誰だれかではないかと考えました。それならフェリシア様の意思と無関係な回避行動も説明可能です」

　クリスフォードは確信を持って語った。これ以上ないというほどに明解であり、これならアリスも納得してくれるだろうと思っていた。

　しかし――

「ふーん。じゃあ、その第三者は誰なの？　それが分からないと意味ないでしょ」

「それは……」

　アリスの鋭するどい指し摘てきに、クリスフォードは口ごもる。

　そこまで考える時間がなかった、というより、クリスフォードの力ではその答えに辿り着けなかったのだ。

「あは。しょうがない子ね」

　なまじ自信があった為、クリスフォードはガックリと肩かたを落とす。

　その様子を見て、マリィが忍しのび笑わらいを漏もらしていた。

「じゃあ、クリスフォードにヒントをあげる。今、空の上でイルミくんと巫女みこさんが戦っているんだけど。見えるかしら？」

「勿もち論ろん。先程の炎えん雲うんは凄すさまじかったですから。アーティファクトを二つも持てば、あれほどの威い力りよくになるとは……」

　突とつ然ぜん話題を変えられた事に面食らいつつも、クリスフォードは正直な感想を述べた。

「そうね。さっきのを都市部で使えば、ガルツハーンくらいなら塵ちりも残さず消し飛ばせるわ。だけど、それでもあの巫女さんを倒たおせない」

「やはり当たらないのですか」

「ええ、当たらない。私から見てもイルミくんは良くやってると思うわ。じゃじゃ馬のアーティファクトを二個も使って、致ち命めい的てきな破は綻たんもなく制せい御ぎよしている。でも、当たらないのよねぇ」

　アリスは投げやりな言葉と共に、肩をすくめてみせる。

　どんなに強力な攻撃でも、当たらなければ何の意味もない。それは真理だろう。実際、アリスもイルミも、フェリシアに命中させる事ができない。それ故にこうして事態を停てい滞たいさせている。

「それで、クリスフォード。アーティファクトを使ったときに発せられる、あの独特の気配。上空から幾いくつ感じる？」

「……二つ、ですか」

「正解。イルミくんが持っているザクィトエ・アナンシと反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴ。この戦場には、その二つしかない」

「そうでしょうね。フェリシア様の力の源になっているアーティファクトは、別の場所にあるのだと思います」

「その場所を探ってごらんなさい」

「探れ……と言われましても……」

　この戦場以外、という条件では広すぎる。何も限定していないのと同じだろう。

「あは。だからイルミくんと巫女さんの戦いがヒントなんだってばぁ。分からない？　イルミくんが滅め茶ちや苦く茶ちやに攻せめまくってるおかげで、巫女さんは何度も何度も瞬しゆん間かん移動している。だからアーティファクトも酷こく使しされて、その気配を探りやすい。ほら、よーく集中してみて」

　アリスは素す早ばやくクリスフォードの後ろに回り込み、手の平で眼を覆い隠してきた。

　見えない方が気配を探りやすいという事なのだろう。

「分かりました、やってみましょう」

　クリスフォードは言われたとおり、集中して気配を探した。

　二つの軍がぶつかり合う怒ど号ごうと、上空で行なわれる激戦。全ての生物が放つ微び弱じやくな魔力。大気の流れ。アリスの体温。

　それらのノイズを取とり払はらい、遠くにある揺らぎを探し出す。

「あの方角、ですか……？」

「あは、大正解」

　アリスは耳元で笑いながら、胸をクリスフォードの背中に押おしつけてくる。

　指差す方角にはガルツハーンがあった。

「偶ぐう然ぜんって凄いわね。セラフィーナちゃんを迎えに行くついでに、アーティファクトも手に入っちゃうなんて」

「……アリス卿。今なんと？」

　話の流れを切るようにして飛び出した妹の名に、クリスフォードは面食らった。

　セラフィーナの事は、安全な場所に連れて行くようアリスに頼たのんだ筈だったが、それがどうしてこの局面で出てくるのだろうか。

「あら、言ってなかったかしら？　貴方の妹ちゃんは今、ガルツハーンにいるのよ。もう、そんな顔をしないで。この戦いはヒロマーエ侯こう爵しやくが勝つんだから、ガルツハーンにいるのが一番安全でしょ？」

「アリス卿。もしや、ガルツハーンにリンフィールド軍接近を知らせる為の、メッセンジャーとして妹を使ったのですか？」

「あは。やっぱり分かっちゃうかしら」

　悪びれもせずに笑うアリスを見て、クリスフォードはため息を吐つくしかなかった。

「まあ、いいでしょう。ガルツハーンにアーティファクトがあると分かったのなら、いつまでもここに留とどまる意味はありません」

　それはクリスフォードとしては、他意もなく自然な流れで言った台詞せりふだった。

　ところがどういうわけか、二人の女性の怒いかりに触れてしまったようで、口々に罵ののしられる羽目になる。

「あとから来たのに偉えらそうねぇ。私たちは貴方あなたを待ってたのよ。ね、マリィ」

「そうだよ、クリスフォード様。なかなか帰ってこないから心配してたのに」

「何も情報持ってこなかったくせに仕切っちゃって」

「アリスお姉ちゃん。クリスフォード様なんか置いて先に行こうよ」

「そうね。セラフィーナも混ぜて、三人で気持ちいい事しましょうね」

「ふぇ……それはちょっと……」

　アリスとマリィはそんな事を言いながら、ガルツハーンへ向けて飛び立っていく。

　クリスフォードはかつてないほど情けない気持ちを感じながら、そのあとを追いかけて行った。







[image: ]







第四章　終末戦争序幕







１




　いつもは活気溢あふれるガルツハーンも、今日ばかりは皆みなが家に閉じこもっていた。

　自分たちの軍隊が戦せん闘とうを行なっているのだ。それも、こちらに攻め入いってくる他国の軍隊と、生死をかけて。

　山さん賊ぞくとの小こ競ぜり合あいでもなく、猛もう獣じゆう狩がりでもない。正しよう真しん正しよう銘めいの戦争だ。

　どんなに街から離はなれているとはいっても、もう日常とは違ちがう。

　今まで平和だった故ゆえに、ガルツハーンの一いつ般ぱん市民は戦いへ対する免めん疫えきがなかった。ときおり大たい砲ほうの轟ごう音おんが聞こえるだけで、恐きよう怖ふにおののいてしまう。

　そんな中、サクヤはアシュトと共に、ベッドで眠ねむるキャロライナを見守っていた。

　サクヤがキャロライナと会話したのは昨日の夜だ。それ以来、一言も口を利いていない。

　キャロライナはあれから一度も目を開けていない。

　いつもならお腹なかが減ったといって、朝から晩まで食べ物を探している癖くせに、今日はパンの一ひと欠片かけらも食べていないのだ。

「無理なダイエットは体に悪い。いい加減、起きて何か食べるべき」

　サクヤは眠るキャロライナへ語りかける。

　しかし反応はない。

「ギギィ」

　アシュトはキャロライナの頬ほほを叩たたいたり、つねったりする。起きていれば痛いと大声を出すだろう。

　しかし反応はない。

　呼吸は聞こえる。スヤスヤと穏おだやかに、ただ眠っているだけのようにも見える。

「この部屋で鍋なべパーティーでもやれば、案外飛び起きるのかも」

　そんな願望を込めた呟つぶやきは、響いた砲ほう撃げきの音と重なった。

　サクヤは無力感にさいなまれる。

　サクヤの血ち龍りゆうは、怪け我がに対しては万ばん能のうでも、病気は治せないのだ。

　秋しゆう鳳ほうで九尾の狐きつねに誓ちかった。目に映るもの全すべてを救う――と。だが実際には、こうして目の前にいる少女一人助けられない。

　せめて原因が分かれば対処のしようもある。ところが医者に診せても首を捻ひねるばかりで何の役にも立たなかった。病気なのかどうかすらハッキリしない。

「そういえば、こっちに帰ってくる途と中ちゆう、イルミが悲しそうな表情をする事が多かった気がする。彼かれはもしかして何かを知っている？」

「ギギ？」

　事態を理解しているのかいないのか、アシュトはクリクリした瞳ひとみでサクヤを見上げてくる。サクヤはまるで、この子し竜りゆうに慰なぐさめられているような気分になった。

「アシュト。キャロライナは大だい丈じよう夫ぶなの？　ちゃんと眼を覚ますの？」

「ギギ！」

　アシュトは小さな頭を上下に揺らし、コクコクと頷く。その仕草に妙みような説得力があるので、サクヤは少しだけ気が和やわらいだ。

「そう。なら一安心」

　そう言ってサクヤは、指先でアシュトの頭を撫なでた。

　まだ焦るような状じよう況きようではないだろう。キャロライナが眼を覚まさないといっても、一日も経過していないのだ。限界まで労働した者が、少し仮か眠みんを取るつもりで二十四時間以上寝ねてしまったというのは、たまに聞く話だ。

　サクヤにできるのは、キャロライナが起きるまで守る事。

　戦火がこの街に届いても、誰も死なせない。キャロライナだけではなく、目に映る全ての人を救ってみせる。

　サクヤはそう決意した。
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　セラフィーナは宮きゆう殿でんの一室から外を眺ながめながら、戦いが終わるのを待っていた。

　無論、窓から見えるのは宮殿の庭だけで、戦せん況きようなどまるでうかがい知れない。それでもセラフィーナはリンフィールドの方角を眺めて、祖国の勝利に想おもいをはせていた。

　ときどきメイドがやってきて、セラフィーナの為ために紅茶やお菓か子しを運んでくれる。こんなに良くしてもらっておきながら、それでもガルツハーンの敗北を願っている。

　自分は何て愚ぐ劣れつな人間なのだろうと嫌けん悪おせずにはいられない。

　しかし、フェリシアは絶対に勝利する。リンフィールドを食い物とした大国を全て滅ほろぼし、美しかったあの景色を取り戻してくれる。セラフィーナはそう確信していた。

　それにしても、ヒロマーエ侯爵がいなくなった宮殿は静かなものだ。ここで仕える者たちは、昨日よりむしろノンビリと働いているように見えた。

　気になったセラフィーナは、メイドを捕つかまえて訳を尋たずねた。

「どうして皆こんなに落ち着いているのぉ？」

　すると「開き直りです」と言われてしまう。

「わたくしたちは、あのマルビナ・ヒロマーエ侯爵に仕える身ですよ。日常が戦場です。今いま更さら、火か砲ほうの音が聞こえたからといって、特に恐おそれる事などありません。第一、ワガママを言う侯爵がいなくなり、かえって仕事が捗はかどるというものです」

　そう語ったメイドは、大量の衣服を抱かかえて足早に去って行った。近ちか頃ごろ、急激に暑くなったので、衣ころ替もがえで忙いそがしいらしい。

　セラフィーナはメイドの後ろ姿を見送りながら、昨日街で会った人々の顔を思い浮うかべる。

　露ろ出しゆつ度どの高いメイド服を着た痴女は無事だろうか。戦争の影かげに脅おびえて震ふるえているかも知れない。とても美味おいしいご飯を作ってくれたのに、フェリシアたちが攻めてくれば、殺されてしまうだろう。

　メガネをかけた痴女は、お姉さんぶっていて少しフェリシアに雰ふん囲い気きが似ていた。彼かの女じよも死んでしまうのだ。

　変態のイルミも、それと一いつ緒しよにいた銀ぎん髪ぱつの幼女も、桃もも色いろ髪がみの暗そうな人も、全員――

「だけど、仕方がないのぉ……フェリシア様が決めた事だから……フェリシア様は絶対に正しくて、絶対に間ま違ちがえないから……」

　それは狂きよう信しんともいえる依い存ぞんだった。

　セラフィーナは地下室に監かん禁きんされていながら、フェリシアに対する信しん頼らいをいささかも曇くもらせてはいなかった。

　それどころか、自分を蹴け落おとして政権を奪ってくれた事を心から感謝していた。

　なぜなら今の状況は、セラフィーナ自身が強く願ったものだから。

　だが、セラフィーナは何もしていない。ただ見ていただけだ。故に手を染めたという罪悪感はまるでない。

　全てはフェリシアの責任において行なわれる。成功しても失敗しても、セラフィーナを責める者は存在しないのだ。

　だから全てのトリガーになっていたのが自分自身などと、セラフィーナは思いもしなかった。




「あは。相変わらず広い宮殿ね。リンデン島がすっぽり収まっちゃいそう」

　ガルツハーンの宮きゆう殿でん玄げん関かん前まえに降り立ったアリスは、隠かくれる様子もなく、クリスフォードとマリィを従え、スタスタとそのまま歩いて進んでいった。

　忍び込もうという発想すらない。白昼堂々の正面突とつ破ぱである。

「おい、お前たち何者だ！　止まれッ！」

　二人の門番がマスケット銃じゆうを構え、停止を呼びかける。

「アリス卿。何やら叫さけんでいますが、いかがいたしましょう」

「悪党は止まれって言われても止まっちゃ駄だ目めなのよ、クリスフォード」

　どうやら全ての兵士が戦争にかり出されたわけではなく、居残り組もいるようだ。とはいえ、せいぜい十人かそこらだろう。

　目の前にいる門番は、よく見れば年とし端はもいかない少年兵だ。戦場で役に立ちそうもない連中だけを置いていったのだろう。

「マリィ、殺りなさい」

　アリスの合図と共に、赤毛の少女が弾けるようにして前に飛び出した。いつの間にかその手には黒いデスサイズが握にぎられており、軌き跡せきも見えぬほどの速度で、二人の門番の首を切り落とす。

　彼らの死体は倒れると同時に腐り始め、血の飛沫は既すでに粉になっている。

　そして死体から青白い光の玉が飛び出し、アリスのスカートの中に吸い込まれていく。

「やっぱり新鮮な魂たましいは美味しいわぁ。マリィ、折せつ角かくだから、宮殿の中にいる人たちを片っ端ぱしから斬きっちゃいなさい。どのみち、この星はそう長くないんだから」

「うん」

　マリィは扉とびらを破は壊かいし、素早く奥おくへと入り込んだ。

「私たちはゆっくり行きましょう。アーティファクトの気配を辿たどれば、きっとお目にかかれるわ」

「はい。ですがアリス卿。なぜガルツハーンにアーティファクトがあるのでしょうか？　戦場に持ち出さなかったという事は、侯爵はその存在を知らないようですが……」

　クリスフォードがそんな呑気な事を言い出したので、アリスは驚いてしまった。

「もしかして、まだ気付いてなかったの？」

「何の事ですか、アリス卿」

「……うーん、まぁ、見れば分かる事よ」

「はぁ、そうですか」

　クリスフォードは間のぬけた返事をし、待ち受けるものを知らずに歩き続ける。

　アリスは真実を告げようか、もしくは彼を帰して一人で事を運ぼうかとも思ったが、敢えてどちらの手段も選ばなかった。

　この先にあるもの如ごときで臆していたのでは、アリスの従者は務まらない。

　故にアリスはクリスフォードを信じて、その扉を開いた。

　アーティファクトの気配は、目の前だった。

　そして――

「セ、セラフィーナ……ッ？」

　部屋の中にいたのは黒い髪かみの少女だった。一昨日の夜、アリスたちがリンフィールドから連れ出した、当代の巫女。

　それを見たクリスフォードは目を点にし、完全に固まってしまった。

　無理もない。何せ彼の妹なのだから。

「あー、妾わらわを助けてくれた人たちなのぉ。また妾を助けに来てくれたのぉ？」

　セラフィーナは無む邪じや気きに笑えみを見せ、アリスのそばに走り寄ってきた。

　彼女はとても整った容姿だが、実じつ年ねん齢れいよりもずっと幼く見える。それは体が未成熟だからではなく、内面の問題なのだろう。

　お飾かざりの巫女として、徹底的に甘やかされてきたのだ。

「あは。こんにちは、セラフィーナちゃん。残念だけど、今日は前とは別の用事で来たのよ」

「ふぇ？　フェリシア様の命令で妾を連れ戻もどしに来たんじゃないのぉ？　あれ、でも貴方たちはフェリシア様に閉じ込められてた妾を逃がしてくれたし……ねえ、貴方たちは誰なのぉ？」

「さぁ、誰かしらね」

　こうして会話している間にも、セラフィーナの体からはアーティファクトの気配が強く放たれていた。こうして目まの当あたりにしてしまえば、クリスフォードも気付いただろう。もはや否定しようもなく黒なのだ。

「ところでセラフィーナちゃん。一つ聞きたいんだけど、どうやってフェリシアを生き返らせたの」

「――え？」

　単刀直入なアリスの問いに、セラフィーナは硬こう直ちよくする。

「何の事か、分からないのぉ」

「あら、可愛かわいい顔してとぼけるのが上手なんだから。じゃあ別の質問。二ヶ月前……と言うより、フェリシアが生き返った頃ころね。銀色に光る玉を見なかった？　それがなきゃフェリシアは生き返れない筈はずなんだけどぉ」

「し、知らないの！　妾は何も見てないのっ！」

　セラフィーナは声を震わせながら後ずさっていった。

　明らかに動どう揺ようしている。何かを隠していると宣言しているようなものだ。

「あは。駄目よ、逃がさなぁい」

　アリスがそう言った瞬間、部屋の中に甘あまい香かおりが充満した。

　それを嗅かいだセラフィーナは、目から輝きを失い、ポカンと口を開け、立ったままフラフラと左右に揺れ動いた。

　アーティファクト――アングス・アモーレ。

　効果範囲内にいる相手を魅惑してしまう、魔性のアーティファクトだ。アリスは普ふ段だんこの匂においを香水の代わりにしていたが、こうして魔ま力りよくを込めれば、相手の精神を支配してしまう事ができる。

「もう一度聞くわ。銀色の光を見たかしら？」

「ふにゃぁ……見たのぉ……」

「それはどこで？　いつ？」

「リンフィールドの神しん殿でんの地下で……フェリシア様が棺ひつぎから生き返る直前に……だけど、妾は何もしてないのぉ」

　セラフィーナは心ここにあらずといった様子で、アリスの質問に素す直なおに答え始めた。

　それでも、肝かん心じんの事は答えてくれない。

「してない筈はないでしょ。その銀色の光――アーティファクトの力を使ってフェリシアを蘇よみがえらせたんでしょう？　そして瞬間移動させたり、膨大な魔力を与あたえたり……ねぇ、貴女あなたが手に入れたアーティファクトの特性は何？」

「知らないのぉ……」

　アリスはその赤い瞳で、セラフィーナをジッと見つめた。彼女の頬に手の平を添え、至近距きよ離りから見つめ合う。

　そうやって香りを直接ぶつけてやっても、セラフィーナは口を割らなかった。

「……駄目ね。本当に知らないみたい。まあ、いいわ。秘密が分からないのは残念だけど、時間がないからアーティファクトだけもらっていくわよ……って、ちょっと、貴方までボンヤリしないでよ」

「ハッ……これは申し訳ありません。この香りにやられてしまいまして……」

　アリスが見やると、クリスフォードはセラフィーナと一緒に虚うつろな瞳になっていた。

　別に彼を対象にしてアングス・アモーレを使った訳ではないのに、勝手に巻き込まれている。

「もう。普段から嗅ぎ慣れてるでしょ。何を今更」

「そう言われましても……こればかりは、毎度毎度、頭がクラクラするのです」

「なぁに、私の魅み力りよくにメロメロぉ？」

「そう、ですね」

「あは」

　クリスフォードが意外と素直に認めたので、かえってアリスの方が照れくさくなってしまい、笑って誤ご魔ま化かした。もっとも、クリスフォードには、そんなアリスの心境に気付く余よ裕ゆうはないだろう。

「それはさておき。この子、アーティファクトの存在自体知らないみたいだから、譲渡してもらう事もできないわね。だから殺して奪うばうしかない。いいわね？」

「……いいも悪いも、私は貴女に従うのみです。アリス卿きよう」

　クリスフォードはそう言って、うやうやしく頭を垂れた。自分の妹が殺されようとしているのに、躊躇う様子がない。

　そんな彼の態度が、アリスには嬉うれしかった。

「了りよう解かいしたわ。せめて苦しまないようにしてあげる、セラフィーナちゃん」

　アリスはウィル・オ・ウィスプを周囲に舞わせる。

　青白い光球の踊りは優雅で、それでいて力強い。たった一つでも、人間を蒸発させるだけのエネルギーを有している。これを今からセラフィーナにぶつけてやる。

　アングス・アモーレの力によって思考力を奪われている故、恐怖すら感じないだろう。アリスはそう思っていた。ところが、

「いやなのぉ……」

　セラフィーナは震える声で呟いた。

「死ぬのは、嫌いやな、の……フェリシア様、助け、てぇ……」

　アングス・アモーレの効力が消えたわけではない。もしそうなら、走って逃げようとしている筈だ。

　おそらくセラフィーナは、朦朧とした意識の中で、何とか生にしがみつこうともがいているのだろう。

「アリス卿……殺るのなら、早くしてあげてください」

　クリスフォードは見かねたのか、絞り出すようにして言った。

「そうね。正直、時間もないし」

　アリスはクリスフォードに対し、若干の後ろめたさを感じた。それでも、ウィル・オ・ウィスプを一いつ斉せいに放つ。

　だが、その瞬しゆん間かん、奇跡が起きた。




　セラフィーナは、意識が混濁した状態で、迫せまり来る青白い光球を見つめていた。

　あれが自分を殺してしまうという事は分かっているのに、どうしても体が動かない。

　助けて助けて、と強く思っているのに、上手うまく発音できなかった。

　そして光球が近づくにつれ、その思いは増大していき、遂ついに臨界点を迎むかえた。

　――フェリシア様、助けてぇッ！

　その声にならない叫びが、セラフィーナの魂に融合している力と共鳴し、奇跡を起こす。

　光球が嘘うそのように消え去る。それと同時に、遠く離れた戦場にいる筈のフェリシアが突とつ然ぜん、アリスの背後に現れたのだ。

「……え？」

　セラフィーナは、自分で助けを呼んでいながら、いざそれが現れると困惑してしまった。

　なぜなら、来るわけがないのだ。フェリシアは遠く離れた戦場にいるのだから。

「ああ、そういう事なのですね、ティアマト様。ガルツハーンなどにかまう前に、まず元凶である悪あく魔まを殺せと仰おつしやるのですね。仰せの通りにいたしましょう」

　誰だれもが固まるこの異常な状況で最も早く動いたのは、原因となったフェリシア自身だった。

　激しく放電する雷かみなりの剣けんを右手に持ち、金きん髪ぱつ赤せき眼がんの女の頭上に振ふり下ろす。

「アリス卿ッ！」

　そして次に動いたのはメガネをかけた黒髪の男だった。

　彼は必死の形相で金髪赤眼の女を突き飛ばし、雷の剣をその身で受けた。

　バチンッ、と破裂音が部屋に響ひびき渡る。それから肉が焦げる匂い。

　メガネの男は体から煙を上げながら、その場に崩れ落ちた。

「クリスフォード！」

　フェリシアと金髪赤眼の女は、同時に声を上げた。

　――クリスフォード？

　セラフィーナはその名に聞き覚えがあった。忘れる筈もない。血を分けたたった一人の兄の名だ。

　兄は黒髪だった。そして目の前で倒たおれた男も黒髪だ。

「お兄ちゃん……？」

　しかし、セラフィーナの記き憶おくの中で、兄はメガネなどかけていなかった。それに声も身長も違う。故に有り得ない。今目の前で焼け焦げた男が兄だという事など有り得ない。

「どうして、どうしてなのですかクリスフォード！　どうして貴方あなたは悪魔などを庇ったのです！」

　フェリシアは明らかに錯乱していた。

　亜あ麻ま色いろの髪をかき乱し、目を充血させて叫び散らす。とてもリンフィールドの巫女みこには見えない見苦しい姿だった。

　そんなフェリシアを見つめながら、セラフィーナは混乱する。

　彼女がここにいるなど有り得ない。いかにフェリシアが優すぐれた巫女であろうとも、遥か彼方から瞬間移動してくるなど、信じられない。

　しかも、セラフィーナが助けを求めた、まさにその瞬間に。これほど出来過ぎた話があるだろうか。ご都合主義にも程がある。与よ太た話以下だ。

　そうセラフィーナが思うと、フェリシアの輪郭が歪ゆがみ始めた。

「か、体が、消える……？　ああ、クリスフォード……」

　フェリシアはその場に膝ひざを付き、メガネの男へ手を伸のばした。

　だが――

「誰に断って私のクリスフォードに触れようとしているの？」

　金髪赤眼の女が声を放つと同時に、青白い光球がフェリシアを吹ふき飛とばす。

　直ちよく撃げきだった。

　フェリシアは何の回かい避ひ行動も取れず、為なす術すべもなく壁かべに叩たたきつけられた。その衝しよう撃げきで、脚あしが霧のように散ってしまう。上半身だけが辛うじて原形を留めており、それも四散し始めている。滅び去ろうとしているのは、誰の目にも明白だった。

「……どうして、と仰いましたが、それは愚問ですよ、フェリシア様。今の私はアリス卿の配下。主が狙われたなら、守るのは当然の事」

　メガネの男は息も絶え絶えに、しかしハッキリと言い放った。

「だから、なぜです……貴方は私の……クリスフォードっ！　リンフィールドを炭鉱化するよう大国をそそのかしたのは、そこにいるアリスなのですよ。貴方はそれを知った上で言っているのですかっ？」

「おや、そうなのですか、アリス卿？」

　そのフェリシアの言葉は、横から聞いていたセラフィーナにとっても衝撃だった。

　美しかった故郷が穴だらけになってしまった元凶が、こんな年端もいかない少女だというのだ。だが、彼女の赤い瞳を見ていると、そのくらいの事をしても不思議ではないと思えてしまう。

「あは、そこまで調べが付いてるんだ」

　そして金髪赤眼の少女はアッサリとそれを認めた。

「どうですかクリスフォード！　その悪魔は私たちのリンフィールドを破壊したんですよ。貴方は騙だまされていたのです。だから、ほら……私のそばに帰ってきてください」

　フェリシアは笑みを浮かべながら、這うようにして手を伸ばした。

　ところが、メガネの男は一瞥をくれただけで、それに応えようとはしなかった。

「残念ですがフェリシア様。私はもとより、リンフィールドそれ自体には、あまり興味がないのです。たんに生まれた国だから住んでいた……それだけの話ですよ。ただフェリシア様、貴女だけが例外だった。貴女だけがあの国で輝かがやいて見えた」

「それなら！」

「十一年前の話ですよ、フェリシア様。あの頃の私は小僧だった。世間知らずだった。貴女あなた如ごときを、世界で最も気高い女性だと錯覚していたのですから」

　それは辛辣すぎる言葉だった。

　かつてはリンフィールドの全国民から慕われ、巫女としての務めを立派に果たし、そして今ガルツハーンへと戦いを挑んだフェリシアを、『如き』と称している。セラフィーナからすれば意味不明ですらあった。

　だが、メガネの男は更さらに言葉を続ける。

「十一年前の貴女は、リンフィールドの巫女という立場に誇りを持つと同時に、窮屈さを感じていた。しかし、どうする事も出来なかった。その時点で矮小なのですよ。ええ、確かにリンフィールドという小さな世界では良くやっていたと思いますが……逆に言えばその程度。スケールが小さいと言わざるを得ない。つまり、今の私が惹かれるに値あたいしない」

「そんな……じゃあ、どうしろと言うのですかっ？　あのときの私は……巫女に選ばれてしまった私は、皆みんなが望むように演じるしかなかったじゃないですか！」

　フェリシアは懇願するように叫ぶ。

　それを聞き、セラフィーナは愕がく然ぜんとした。フェリシアのその独白は、自分の悩みと全く同じものだったのだ。

　巫女を演じるという苦痛。それを憧あこがれのフェリシアも感じていたなどと、想像もしていなかった。自然体で巫女を体現していたのだと思っていた。

「あは……あははははははは」

　ふいに笑い声が上がった。

　金髪の少女が、堪えきれないといった様子で、腹を抱えて吹き出しているのだ。

「何がおかしいのですか！」

　フェリシアは声を荒らげる。

「あは、ごめんなさぁい。だけど可笑おかしくって……あははは！　だって、そうでしょう？　演じるしかなかったって、誰が決めたの？　何で不満なのにやってたの？」

「嫌ではありません！　私は巫女に選ばれた事を誇りに感じ、そしてティアマト様に対する深い信しん仰こう心しんを持っていました！」

「誇りと満足度は話が別でしょ。結局、貴女は政治家たちの操あやつり人にん形ぎように甘んじて、それを改善しようとしなかった。そもそも抗おうともしなかった。それが今いま更さら生き返って、あの御お方かたの御ご加か護ごだなんて片腹痛いわ」

　金髪の少女はフェリシアを否定し、嗤い続けた。

　甘んじて演じる。

　フェリシアもセラフィーナも、そうするしかなかった。巫女とはそういうもの。信仰心があり、誇りと自負を持っている。皆が望んでいるのだから、そうしなければならないのだ――が、それらは全すべて言い訳に過ぎないと断じられてしまった。

　それに対してフェリシアは何も言い返さない。脚を失い抵抗もできず、ただ虚ろな眼を浮うかべるばかり。

　もはや滅びるのを待つだけの残骸にしか見えない。

　否――フェリシアは十一年前に滅ほろびていたのだ。今こうしてここにいる事、それ自体が異常事態である。

　精神的に追い詰つめられているとか、脚を失ったなどという話をする前に、フェリシアは死者なのだ。セラフィーナはこの前提を、今まで意図的に無視していた。『フェリシアが自分の代わりに巫女をやってくれる』という都合のいい展開に心躍おどらせ、目をそらしていたのだ。

　――では、誰が死者フエリシアを呼び起こしたのか。

「妾が……願ったから……」

　神殿の地下で銀色の光に触ふれてからだ。セラフィーナが実現して欲ほしいと強く願うと、何でも叶うようになった。

　先代巫女が蘇り、革新派は全ぜん滅めつし、奴ど隷れいは解放され、大国に攻せめ入いった。

　だが、世界が自分の思い通りになるなど、奇跡を通り越している。

　――これは何だ。気持ちが悪い。

　セラフィーナはようやくその思考に行き着いた。『死者が動く』という最も常識から外れた光景を、正確に認にん識しきした。憧れのフェリシアをこんな化け物にしたのは、自分の願いなのだと自覚した。

　そうだ。

　あの光る球体に触れたとき、セラフィーナは願いを叶えてしまう力を得たのだ。

　球体の力は、セラフィーナが信じられる範囲で、全てを実現した。

　光る球体に触れたとき、フィーリアが砕ける光景を見せられた。しかし、それは夢だと信じた。すると夢なのだと脳が錯覚した。

　フェリシアならば、生き返る事もリンフィールドを立て直す事も出来ると信じた。すると本当に墓から這いだした。

　それらは叶い、世界を改変していく。

　だが遂に、セラフィーナ自身が、自分の願いを信じられなくなってしまった。

　故に具現化された妄もう想そうが、急速に崩くずれ去さっていく。

「ティアマト様、私を、お救いくださ、い……悪魔を倒しますから……御加護を……」

　フェリシアは喘ぎながら、神へ助けを求めていた。

　無論、届かない。今まで起きていた奇跡の原動力は、フェリシアの信仰心ではないのだから。

　故に、セラフィーナは代わりに祈る。

「フェリシア様、妾の最後のお願いなのぉ。一番悪いのは妾だから、だから妾を殺してほしいの。そうすれば、もう変な奇跡は起きないから」

　そして、願いは届いた。

　セラフィーナは、自分がフェリシアの手によって殺されるべきだと信じたのだ。

　フェリシアの体は再生され、再び立ち上がる。魔力が溢れ出し、凄すさまじい放電が巻き起こる。そしてセラフィーナは正しく理解した。

　きっとこれが、フェリシアの最後の蘇り。

「ティアマト様、ティアマト様！　やはり私を見ていてくださっていたのですね！　ご覧ください、今より悪魔を滅ぼしますから！」

　そう言ってフェリシアが睨にらんだのは、セラフィーナだった。

　セラフィーナは両手を組み、眼を閉じて祈る。

　本来なら静かに眠ねむっていた筈の偉大な先代巫女。今度こそ、やすらかに――

「ティアマト様。妾はどうなってもいいから、フェリシア様を天国に連れて行ってあげて欲しいのぉ……！」

　傀かい儡らいとして扱あつかわれ続けたセラフィーナにとって、それは生まれて初めての真しん剣けんな祈いのりだった。

　それを唱え終わった瞬間、フェリシアの雷がセラフィーナの肉体を灰も残さず焼き尽つくした。同時に、力の源を失ったフェリシアの姿も消え失せてしまう。
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　セラフィーナとフェリシアが消しよう滅めつしたあと、アリスは倒れるクリスフォードを抱だき上あげた。彼かれの肩かたから脇わき腹ばらにかけて、おぞましい火傷が走っている。内臓まで完全に焦げているだろう。

「待っていなさい。今、治してあげる。サクヤちゃんほどじゃないけど、私だってそこそこ回復魔ま術じゆつを使えるんだから」

　アリスは気軽に言った。簡単に治せると思っていたのだ。

　ところが、アリスの魔力を以てしても、クリスフォードの傷は一向に塞がらなかった。

「え？　ちょっと、何でっ？」

　ここにきてアリスは慌て始める。完全に想定外だったのだ。

「ああ、やはりそうですか。アリス卿……これはエリキシルの薬の副作用ですよ」

　クリスフォードは弱々しく笑った。まるで全てを悟っているように。

「……どういう事？」

「あの薬を飲む度に、私の治ち癒ゆ能力が衰えていたのですよ。秋しゆう鳳ほうで負った傷をアリス卿に治して頂きましたが、実を言えば、回復したのは表面だけで中身はまだダメージが残っていました」

「残っているって……どうしてもっと早く言わないのよ？」

「申し訳ありません。ですが、格好悪いではありませんか」

「格好の問題じゃないでしょ」

　アリスは口調を強める。しかし、クリスフォードは笑ったままだった。

「いいえ、格好の問題です。好きな女の子の前では、多少苦しくても強がってみせるもの。その程度できない男には恋こいする資格すらない。違ちがいますか？」

「……違わないわね」

　何か言い返してやろうとしたのだが、結局アリスは頷うなずくしかなかった。

　こともあろうに、クリスフォードに論破されるという失態を演じてしまったにもかかわらず、なぜか嬉しかった。このくらい言い返してくれた方が、張り合いがあるのだ。

　だが、その代償がクリスフォードの命では、少し高すぎるだろう。

　治療できないならば助からない。それは一目で分かった。

　サクヤの血龍のような欠片かけら一つからでも再生してしまう例外とは違い、アリスの回復魔術はあくまで自己治ち癒ゆの促そく進しんに過ぎない。その自己治癒能力が破は綻たんしていては、回復魔術は用をなさないのだ。

　つまり、クリスフォードとは、ここでお別れ。

「それにしても馬ば鹿かな子ねぇ……あの程度で私が死ぬとでも思ったの？」

　アリスは努めて平静を装おうとしたが、勝手に声が震ふるえだした。

　涙なみだがこぼれそうになる。それはそうだろう。一番大切な玩具おもちやが壊れようとしているのだ。

　クリスフォードは一体、誰の許可を得て死のうとしているのだ。

　自分をこんなにも悲しませる権利を与えた覚えはない。

「申し訳ありません。ですが、死なないにしても……その黄金の髪かみに、焦げ目くらいはついたかもしれません……私にはそれすら我が慢まんならないのですよ。このまま生きていても、どうせ孵ふ化かの最終段階になれば、貴女とティアマト様以外は死に絶えるしかないのでしょう？　ならば、アリス卿の美しさを守って散りたいのです」

　クリスフォードは弱々しく笑いながら、アリスの髪にソッと触れた。

「もう。いつからそんなに我慢弱くなっちゃったの？　私があれだけ虐いじめても耐たえてきたのに、最後にこんな……」

「私はもともと我慢は苦手ですよ。ただ単に、アリス卿に虐められるのが好きだったので耐えてきた。それだけの話です」

「あは。クリスフォードは変態さんだったのね」

　アリスは彼の頭を自分の膝に乗せた。そして、その顔を見下ろす。

　そのくらいしかできないのだ。

　エリーゼのように『別の何か』に作り替えてしまえば延命させるのも不可能ではない。だが、それは最も早はやクリスフォードではないだろう。

　壊こわす事、奪う事に特化して魔術を極めたアリスには、誰かを救うなど無理なのだ。

　あの御方の隣となりまで駆け上がるには、そうするしかなかった。その事に微塵の後悔もない。

　故にこれは必要な犠ぎ牲せいだ。

　もとよりティアマトの為ためなら、それ以外の全てを切り捨てる覚かく悟ごは決めている。

　しかし、それでも、

「泣いて、いるのですか？」

　一滴の涙がクリスフォードの頬ほほにこぼれ落ちた。

　――情けない、情けない。こんな姿をこの子に見せたくなかった。

「貴方が泣かせたのよ……クリスフォード」

「そうですか。それはどうにも、誇らしいですよ……まさか私如ごときが貴方の心を動かせるなどと……」
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　クリスフォードは嬉しそうだった。

　酷ひどい事を言う――とアリスは呆れてしまう。出会った頃ころは小さくて弱々しかったクリスフォードが、いつの間にか男の台詞せりふを吐はくようになっていたのだ。

「女の子を泣かせて喜ばないでよ」

「はい。もう泣かせません。ご安心を」

「安心ねぇ……クリスフォードはあんまり信用できないから、どうだか」

「はは。これは手厳しい」

　今まで幾いく度ども交わした軽口。それももうじき終わってしまう。

　あと何分残っているのだろう。

「それにしても結局、セラフィーナが持っていたアーティファクトの特性は、何だったのでしょうか？　アリス卿きようはもう手に入れたのでしょう？」

「ええ。貴方の妹のアーティファクトは、ニムロド・イブリース。特性は妄想具現」

「妄想具現？」

「そうよ。手にした者が信じられる範疇で、何でも実現してしまう。セラフィーナはきっと、フェリシアなら何でも出来ると思っていたんだわ。だから生き返ったり瞬間移動したりしてたのよ。だけど、目の前でその奇跡が起きると、急に疑問を抱いてしまった。結局、信じ切れなかったのね」

「ああ、なるほど。セラフィーナらしく、間が抜けています。フェリシア様はどんな出で鱈たら目めな事象が起きても、ティアマト様の御加護だと信じて疑わなかったというのに。巫女としての信仰心が足りなかったのでしょうね」

「貴方の妹らしいじゃない？」

「そうですね。十一年も会っていなかったのに、お互い中身はそれほど変わっていなかったようです……」

　クリスフォードは自じ嘲ちようする。

　彼の声は徐々に小さくなっていく。

　時間が残り少ない。

　その零れていく命を、アリスは何とか拾い集めたかった。

「ねぇ……ニムロド・イブリースの力を使えば、貴方を死なせずに済むかも知れないわよ。どうする？」

　未練たっぷりのその言葉は、やはりクリスフィードに笑われてしまった。

「はは、よしてください。これから先、私がいても足手まといでしょう。せっかく、それなりの死に場所を得たのですから、このまま逝かせてください」

「それもそうね……クリスフォードにしては、カッコイイ死に方よね」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　そんな事を言われてしまえば、もうアリスはクリスフォードが生き返ると信じる事が出来ない。故に妄想具現の力は働かない。

　アリスは何人も仲間を作ってきたが、皆が途と中ちゆうで脱落してしまった。クリスフォードもその一人になろうとしている。いや、彼どころか、間もなく全てが滅めつ亡ぼうに向かうのだ。

　二千年生きたアリスでも、大切な人が死ぬのは悲しい。頭が真っ白になる。

　それでも――

「アリス卿。一つ、約束してください。必ず、勝利を……」

「分かっているわよ。この私が負けるわけないじゃない？」

　立ち止まれないのだ。

　神を屈くつ服ぷくさせるという馬鹿げた目標。その為には、十一年を一いつ緒しよに過ごした男の子ですら、塵芥と見なして捨て去らなければならない。

「クリスフォード？　ねえ、クリスフォード……」

　もう返事はなかった。

　彼の魂たましいがフワフワと浮き上がり、アリスの体の中に入りたそうに彷徨い始める。

「あは……いいわよ。私の中にいらっしゃい。食べてあげるわぁ」

　アリスは腕うでを伸ばし、両手で魂を包つつむ。それを優やさしく胸に押おしつけ、体の中に取り込んだ。

「もう二度と出してあげないんだからね」

　そう呟つぶやくと、体の中で魂が嬉うれしそうに踊っていた。
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　マリィは宮きゆう殿でん内の人間をあらかた惨殺し終わり、アリスを捜して歩き回っていた。

　廊ろう下かのそこら中にデスサイズで切られた死体が転がっており、スプラッターな見世物小屋のようだった。

　マリィが殺した人たちの体から魂が抜ぬけ出だし、一様に同じ方向へと飛んでいく。それを辿たどっていけばアリスの場所につく筈はずだ。

　ところが、わざわざ捜すまでもなく、アリスの方から現れた。

「あは。だーれだ」

　声でバレバレなのに、後ろからマリィの眼めをふさぎ、問いかけてくる。

「もう、アリスお姉ちゃんってば、その笑い方で分かっちゃうよ？」

　マリィは笑ってアリスの手をどかし、振ふり向むいた。

　そこには見慣れた黒いドレスに身を包んだ、金きん髪ぱつ赤眼の美しい女性が立っていた。

　いつも不遜で、大胆不敵で、全てを見通しているかのような無敵のアリス。

　しかし、そこにいるアリスの眼には、涙が乾いた跡があった。

「アリスお姉ちゃん……？」

　マリィは戸惑い、茫然と立ち尽くしたままアリスの顔を見つめ続けた。

　まずアリスが泣くというのが想像できなかった。

　確かに、秋鳳でエリーゼが死んだとき、とても悲しそうな表情をしていた。だが実際に涙を流すというのは、また別の話だ。

　マリィにとってアリスは絶対的な保護者だった。どんなときでもアリスに付いていけば安心だった。

　そのアリスが泣いたのだ。

「……アリスお姉ちゃん。クリスフォード様は？」

　だから涙の理由は、すぐに察しが付いた。

　彼かの女じよと一緒にいた筈のクリスフォードの姿が見えないのだ。

「クリスフォードは、ここで脱落よ。クライマックスまであと少しだって言うのに、本当にヘタレよね」

　アリスの作り笑いが痛々しく浮かぶ。

「……そうなんだ」

　マリィはそれ以上、何も言えなかった。この五ヶか月げつ間マリィは、アリスやクリスフォードと一緒に暮らし、家族のように過ごしてきた。しかしだからといって、ここでマリィまで泣いてしまえば、せっかくせき止めているアリスの涙腺が、また決壊してしまうかもしれない。

「アーティファクトはどうなったの？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと手に入れたわ。マリィも宮殿の人をちゃんと全滅させたのね。偉いわ」

　アリスはいつものようにマリィの頭を撫なでてきた。

　だが、今日はむしろ、マリィが撫でてやらねばならないような気がする。

「あら、なぁに。どうしたの？」

「うん……何だか、たまには私もアリスお姉ちゃんをナデナデしてみたくなったの。駄だ目め、かなぁ？」

「……あは。変なマリィ」

　そう言ってアリスは眼を閉じ、されるがままになった。

　そのシルクのような手て触ざわりの髪に触れながら、マリィはアリスの意外な小ささに驚おどろく。ほんの少し手を伸のばしただけで届いてしまうのだ。毎日顔を合わせているというのに、ずっと大きいものだと思い込んでいた。

「さて。そろそろ次の仕事にとりかからないとね。マリィ、私はイルミくんから残る二つのアーティファクトを奪うばってくるから、貴女あなたはキャロライナちゃんをさらってきて」

「キャロライナを……？」

　キャロライナといえば、イルミといつも一緒にいる銀ぎん髪ぱつの少女だ。その正体は人間ではなく、ドラゴンズ・ハイロードの雛ひなである。

　そのキャロライナが真の孵化を迎むかえるとき、フィーリアは破は壊かいされ、全ての生物が滅びるとアリスに教えられていた。

「そうよ。最後の仕上げには、どうしてもキャロライナちゃんが必要だから。だけどね、マリィ……普ふ通つうの女の子に戻もどってサクヤちゃんのそばに行くなら、今が最後のチャンスよ」

「え……？」

　普通の女の子――それはマリィがとっくに諦あきらめた選せん択たく肢しだった。

　なぜなら、手にはデスサイズがある。この刃やいばで一体何人の人を殺したか数えられないほどだ。今更、普通には戻れない。サクヤのそばには行けないのだ。

　そして何より、アリスを裏切りたくはなかった。

「私、このままでいいよ。童女ニンフエツトのまま……最後まで戦うから」

「そう、ありがとう」

　この星は間もなく砕くだけ散ちる。

　アリスの目的はそうなる前にティアマトを倒たおす事らしいが、それが達成されようがされまいが、星の運命は変わらないのだ。全てが死に絶える。

「じゃあ、行きましょうか。合流場所はお空の上に分かりやすい目印を浮かべておくから。なるべく早めに来てね」

「分かった。アリスお姉ちゃんも気をつけてね」

　マリィとアリスは宮殿の天てん井じようを貫き、空に出る。それから別々の方角を向き、それぞれの標的を目指して飛んだ。
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　イルミはフェリシアと攻防を繰り広げていた筈だった。

　空中に炎ほのおと雷かみなりの光を走らせ、眼下で行なわれる戦争よりなお激しくぶつかり合っていた。

　だが、フェリシアはイルミの攻こう撃げきを回かい避ひし、そのまま姿を消してしまった。

　あれほど強烈に放たれていた電流もなくなり、フェリシア自身の姿も見当たらない。もしやイルミを相手にするのをやめ、地上のガルツハーン軍に狙いを変えたのかと思ったが、それも違うようだ。

　ならばフェリシアはどこに行ったのだろうか。

　イルミは暫しばらく空中にとどまり、どこから攻撃されてもいいように身構えていた。

　そして――来た。

「垂直落下式黒幕ちゃんキィィィィィィックゥ！」

　フェリシアではない。

　頭上から黄色い掛かけ声ごえと共に、黒いパンプスと白いソックスを穿はいた脚あしが槍やりのように降ふってきた。

　アリス・フィン・ノンマルスだった。

「なっ！」

　その踵かかとには、目を疑うほどの魔ま力りよくが集中していた。イルミが全力で防ぼう御ぎよ結界を張っても容易く突き破られてしまうだろう。そして回避する余よ裕ゆうもない。

　ならば守るより、攻せめて相殺する。

　イルミは左ひだり腕うでを銀色に光らせ、アリスの足の裏へ叩たたき込んだ。

　その瞬しゆん間かん、全身が砕け散りそうなほどの圧力がかかる。左腕がアリスの魔力を吸い取っているが、まるで追いつかない。このままでは競り負ける。

「アーティファクト、アクセス――反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴ！」

　イルミは、自分の拳こぶしとアリスの踵の間に、絶対反射の鏡を形成する。まともに集中できる状じよう況きようではなかったが、何とかアーティファクトの形成に成功した。

　鏡に触ふれたアリスは一気に跳ね返され、空高く飛んでいく。

　並の敵が相手なら、これでイルミが優勢になっていた筈だ。しかし、残念ながらアリスは並とは程遠い。ここで黙だまって見ていては、再び追い込まれてしまう。

　故ゆえにイルミは追つい撃げきをしかける。

「アーティファクト、アクセス――ザクィトエ・アナンシ！」

　十数本の鎖くさりが出現し、アリス目がけて突つき進すすむ。

「あは。遅おそい遅ぉい」

　ウィル・オ・ウィスプが鎖と衝しよう突とつし、互いに膠着してしまった。

　そのままイルミとアリスは睨み合う。

「……なぜお前がここにいる！」

「なぜ？　そんなの決まってるじゃない。イルミくんが持ってる二つのアーティファクトをもらいに来たのよ。ああ、ちなみにフェリシアの心配は無用よ。彼女はもうこの世にいないから」

「この世にいないだと……お前が殺したのか？」

「うーん、ちょっと違うけど。でも、フェリシアが使っていたアーティファクトは私が手に入れたわよ。つまり、イルミくんは二つで私は三つ。貴方あなたに勝ち目はないから、早く降参した方がいいと思うけどぉ」

「ふざけた事を――」

　そう啖呵を切ろうとしたイルミだが、しかしそこで思いとどまった。

　アリスの言葉をはね除け、このまま戦せん闘とうに入るのは簡単だ。が、よしんばアリスを倒したとしても、それでキャロライナを救えるとは思えない。

　フィーリアの運命とアリスの陰いん謀ぼうは、全くの無関係なのだ。

「アリス。お前だって知っている筈だ。このままだと近い内にフィーリアは破壊される。全員死ぬんだぞ。それなのにティアマトに仕えるのかっ？」

「的外れな質問ね。勿もち論ろん、知ってるわ。それから、あらかじめ言っておくけど、私を殺しても意味ないからぁ」

「じゃあ、どうやったら孵化を止められる！　星がなくなれば、お前だって困るだろうにっ！」

「ぜーんぜん困らない。あは、星がなくなる？　全生物が死滅するぅ？　だから何。とっくに故郷の星が滅んでるのに、今いま更さら別の星がどうなろうと関係ないわ。スケールの小さい話をしないで頂ちよう戴だい」

「スケールが、小さい、だと……？」

　イルミはアリスの言葉を呑み込むのに時間を要した。

　この広大なフィーリアが砕け散ろうというのに、それが論ずるに値あたいしないとアリスは言っているのだ。今まで無数の生命が生まれ、進化し、文明を築き、歴史を積み重ねてきたこの星を、取るに足らぬと断じているのだ。

「アリス、お前の目的は一体、何なんだ……」

「あは、言った筈よ。私の全すべては、あの御お方かたの為にある。神様に恋しているのよ。添い遂げたいの。抱きしめて、愛撫したい。だから、屈服させてやるのよ。全身全霊を以てして、あの御方を犯おかしてさし上げるの。その為ならどんな犠牲でも払うわ。当然じゃない。星の一つや二つでガタガタ言わないで。早くアーティファクトをよこしなさい。時間がないのよ」

　アリスの赤い瞳ひとみが怪しく光り始めた。

　彼女の背中に、黄金の六芒星が浮うかび上あがる。

　そこから放たれる魔力の量は、アーティファクトを二つ手に入れたイルミから見ても、まだ絶望的が差があった。

　だが、かつて図書館村で戦ったときと比べれば、天井が見える。

　現状のイルミと比較した場合、アリスの魔力は百倍か二百倍か――その程度でしかない。確実に近づいている。

　そしてイルミの左腕には、相手の魔力を吸収し増ぞう幅ふくする特性がある。図書館村ではそれを利用して、ほんの一いつ瞬しゆんだけアリスの防御結界を貫けた。今なら、更さらに深く攻撃できる筈だ。

　故に、活路はある。

「僕ぼくはこんなところで死ぬわけにはいかない。フィーリアの孵化は絶対に止めてみせる。たとえティアマトを倒してでもっ！」

「あは。方法も知らないのに口先だけは達者ね」

　アリスのあざけりが耳に響く。

　しかし、イルミは何の勝算もなく言ったわけではなかった。

「ああ……確かに知らないさ。だが、アーティファクトを全て手に入れれば、何かが変わるんじゃないのか？」

「どういう事かしら？」

「まだ惚けるのか。お前がなぜアーティファクトを集めているのか僕は知らない。だけど、既すでにそれほどの力を持っているお前が、五つ全てを揃そろえる事に執着している……何もないと思う方が不自然だろう」

　イルミはカマをかけるつもりで言った。無論、こんな見え透いた引っかけにアリスがかかるとも思えなかったが、わずかでも表情に現れればいいとワラをも掴む思いだった。

　ところがアリスの反応は、予想に反して露ろ骨こつだった。

「ご明察よ。アーティファクトは単体でも強いけど、五つ揃えばイルミくんの想像を絶する力を発する。正確に言えば、五つのアーティファクトを利用した魔ま術じゆつがあるって事なんだけど。でも、それが孵化を止めるものとは限らないし？　そもそもイルミくんには五つ集めるなんて不可能でしょ」

　露骨ではあったが、肝かん心じんなところは何一つ言っていない。

　このアリスの言動が罠わなではないかとイルミは疑ってしまう。しかし、力量で圧あつ倒とうしているアリスが今更、小細工などするだろうか。

　イルミがそんな事を考えている間に、アリスは一方的に戦いのゴングを鳴らしていた。

「あは。何ボンヤリしてるのぉ？」

　ウィル・オ・ウィスプが百発以上。

　ほんの一瞬イルミが意識をそらした隙すきに、眼前を覆い尽くす。

　イルミは戦闘開始と同時に、各上の相手に先手を取られるという劣れつ勢せいに追い込まれた。

　反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴを敷き詰つめ、迫る光球を跳ね返す――が、限界は瞬しゆん時じに来た。

「な、んだとっ！」

　鏡にヒビが入っている。

　絶対反射の特性を持つ反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴを力で押し切るなど、可能なのだろうか。無論、絶対反射といっても、それは性能を完全に発揮したときの話であり、使用者がイルミである以上、不完全な反射しか出来ない。

　しかし、腐ってもアーティファクトだ。手にした者は国を滅ぼせると言い伝えられた、伝説の魔術兵器なのだ。こんな数秒で亀き裂れつが入るほどヤワではない。

　それでも、事実、鏡は崩ほう壊かいしつつある。つまり、それだけアリスの攻撃力が出鱈目という事。

　そして、遂ついに反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴは砕け散った。

　ウィル・オ・ウィスプが雨となってイルミへ降りそそぐ。

「うぉぉおぉぉぉおっ！」

　ザクィトエ・アナンシの鎖を飛ばし、光球を静止させる。だが、数が多すぎた。鎖の間を擦り抜け、光球は突き進んだ。

　イルミは腹をくくり、身構えた。もはや回避は間に合わない。防御結界で受け止めるしかなかった。

　ところが――

「ぐっがぁっ！」

　突とつ如じよ、脇わき腹ばらに鈍にぶい衝しよう撃げきが走った。肋骨が砕ける音がする。

　ウィル・オ・ウィスプが突き刺さっていた。

　真正面からとばかり思っていたのに、いつの間にか横からの攻撃が来ていたのだ。もっとも、それは当たり前の話だろう。敵の死角に回り込むのは、戦いの定石。非があるのは、攻撃を喰らうまで気付けなかったイルミである。

　ようは、注意力が散漫になるほど追い込まれていたという事。イルミとアリスの間には、まだそれだけの差があるのだ。

　激痛に蝕まれたイルミの精神は、防御結界を張る余裕がなかった。よって、迫せまり来る百の光球が全て、直ちよく撃げきコースを辿っている。

　――イルミッ！

　少女の声が響くと共に、同時に左腕が勝手に動き出す。イルミを守るようにして、ウィル・オ・ウィスプへ伸び、銀色の光を発した。

　その光はウィル・オ・ウィスプの幾いくつかを分解し、吸収してしまう。その魔力を使い、イルミを包む結界が形成される。

　僅差のタイミングで間に合った。

　ウィル・オ・ウィスプは分厚い防御結界によって、威い力りよくを削がれていく。

　それでもなお、衝撃は凄すさまじい。本当に結界が張られているのかと疑いたくなるほどイルミは揺ゆさぶられた。いや、反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴを貫つらぬいた光球を相手にしているのだから、一瞬で結界が消失したとしても不思議ではない。

　上も下も分からず、どの方向から撃たれているのかも判別できず、そして気が付いたとき、イルミは地上に叩きつけられていた。

「イルミくーん、まだ生きてるかしらぁ？　勝ち目がないのが分かったら、早くアーティファクトをちょうだぁい」

　空の彼方からアリスの声が聞こえてくる。

　同時に、いつも彼女から放たれていた、あの甘あまい香かおりも。

　それを嗅かいでいると、頭がクラクラしてくる。

　イルミはアリスの言葉に従って、アーティファクトを差し出してしまいそうになった。

　――これは、この香りは……まるで僕の意識を塗りつぶしていくような……っ！

　何かは分からない。しかし、アリスの攻撃に違ちがいない。

　呼吸が荒あらくなり、心臓が激しく動悸する。視界がぼやけ、平静を保っていられない。

「ねぇ、ねぇってばぁ」

　アリスの声が耳をくすぐる。

　それに従いたいという欲求が、沸騰するようにわき上がってくる。

　ひれ伏したい、服従したい。

　だが、それでも、

「ふ、ざける、なっ！」

　屈してなるものか。

　その想おもいがイルミを立ち上がらせる。

　アリスを倒す。ティアマトも倒す。それで駄目でも諦めない。自分とキャロライナの前に立ちふさがる者は全て突き崩す。

　もはや、いつそう誓ちかったのかも思い出せない。いつの間にか自然に考えるようになっていた。

　どうすればキャロライナを守れるのか。どうすればキャロライナが笑っていられるのか。

　それだけを考え行動するようになっていた。

　だから、負けるわけには――

「あは。二十年も生きていない貴方が少し思い煩ったからって、私の二千年に勝てるとでも思ってるのぉ？」

　アリスがどんなに嘲笑おうとも、圧あつ倒とう的てきであろうとも、諦めなければ、きっと――




「アーティファクト、アクセス――ブラックホール・アステリア」




　そんなイルミの決意を叩き伏せるように、アリスは絶望を召喚した。

　頭上に広がる、黒い空間。それが世界を侵食しながら広がった。

　そして、吸い込み始める。

　地面が砕け、舞い上がり、全てが黒い空間へ向かって落ちていく。

「くっ！」

　イルミの体も同様だ。

　いくら力を込めても、足場が宙を舞ってしまっているのだから、踏ん張りようがない。

　今やイルミにとって、フィーリアの大地が上で、あの黒い空間が下となっていた。

　近づくにつれ、落下速度も加速していく。

　超重力の力場だ。触れれば粉微塵に砕かれてしまうだろう。

「アーティファクト、アクセス――反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴ！」

　イルミは黒い空間と自分を遮る為ため、鏡の壁かべを作り出した。だが、落下は止まらない。なぜなら、イルミが吸い寄せられているのではなく、空間そのものが吸い寄せられているのだ。

　故に反射という概念が成立しない。

　死、死、死。

　そのイメージだけが広がっていく。もう視界には黒しかない。

　脳髄は生存の可能性を全力で探すが、皆かい無むと断じるしかなかった。

　しかしイルミの意志は、脳の結論に逆らい、諦めるなと信号を発する。

　――打ち砕け！

　――無理に決まっている！

　二つの結論が同時に流れ、せめぎ合い、拮抗した。つまり停止。イルミの体は何も選べず、破滅を待つばかり。

　ところが、そのとき、黒い重力場が消えた。まるで初めから何もなかったかのように、不意に消しよう滅めつしてしまったのだ。

　代わりに、それがあった場所から、アリス・フィン・ノンマルスが降ってくる。

「あは」

　硬こう直ちよくしているイルミの体へまとわりつくように抱だきついた彼かの女じよは、今までにないほど濃い香りを放ち、耳元で囁く。

　従うべき命令を探していた肉体は、容易に従ってしまった。

「アーティファクト、頂戴」

　右の手の平から、二つの光が現れる。イルミが所有している二つのアーティファクトだ。

　それを見たアリスは満足げに目を細め、両手で包つつみ込むように受け取る。

　――馬ば鹿かな、やめろ、逆らえ、抗え、反逆しろ！

　イルミの意志がどう命令しようと、もう肉体はそんなものに耳を貸さなかった。

　アリスの香りに支配されている。

　だが、たった一つだけ、イルミの味方をする腕うでがあった。

　――聞コエテルヨ、イルミッ！

　銀色の左腕が、動いた。

　油断していたであろうアリスの腹に、強烈なストレートが叩き込まれる。が、防御結界と衝突し、届かない。

「きゃっ、女の子に腹パンなんて最悪ぅ」

　アリスはザクィトエ・アナンシと反鏡リフレクタ乱舞ー・レイヴを持ったまま、イルミから離はなれていく。

「じゃあねイルミくん。貴方もなかなか頑がん張ばったけど、あと千歩ほど届かなかったわね」

　どんなに左腕を伸ばしても、届かない。

　負けた。負けられないのに、負けてしまった。

　――否。

　まだ終わらない。諦めぬ内は敗北ではない。

　千歩如ごとき、走り抜けてやる。




６




　アリスの子宮の中で、膨大な数の魂たましいが渦を巻いていた。

　かつては個別の人生を歩んでいたそれらも、それぞれの人格も記き憶おくも溶とけてしまい、単なる魔力の塊かたまりとなっている。

　数十万という魂の全てを、アリス一人の意志が圧倒しているのだ。

　並の人間の『自分であり続けようとする意志』など、アリスが持つ『あの御方のそばまで駆け抜ぬけるという決意』に比べれば矮小極まりない。

　二千年も一人を想い続けた。

　その決意はこの宇宙の何よりも硬く、既に人の域を超こえている。

　何者にも侵す事ができない、それは最も早はや、聖域と呼べる次元。




　しかし、そんな中でもアリスに屈さず、自我を保つ黒い魂があった。




　ジョスカン・ミルウィックという男。

　彼はアリスのように長い年月を生きたわけではないし、果たすべき目標があるわけでもない。

　にもかかわらず、その精神力は人外の領域にいる。

　そこに理屈は存在しなかった。

　人生の大半を殺戮に費やしてきた。

　私怨も敵意も怒気もなく、たんに出会ったというだけで殺しに殺し回った。

　老若男女、一いつ切さい合がつ切さい、貴賤の別なく。

　天てん井じよう知らずの快楽殺人。

　人を見て殺意を覚えるのではなく、殺意が先行してから人を見る。

　相手は誰だれでも良かった。

　喉のどが渇いたから水を飲む――そんな感覚の殺人だった。

　だが、そのジョスカンでもこだわりを捨てきれない者たちがいた。

　一人は弟のイルミ・ミルウィックだ。

　ジョスカンにとって、イルミは水ではなくワインだった。

　喉が渇いたから飲むのではなく、飲みたいから飲むのだ。

　故に、イルミが自分以外の誰かに殺されるなどあってはならない。

　アリスだろうが創造主だろうが、自分のワインに口をつける奴やつは殺す。

　イルミをいつか殺してやる為に今は守る。

　屈折した兄弟愛。

　ところが、当のイルミはジョスカンの助けを必要としていなかった。

　アリスに対たい抗こうする頼みの綱だったアーティファクトを全て奪うばわれ、戦力差が開く一方だというのに、イルミは諦あきらめる気配がないのだ。

　――奴はまだ萎えちゃいねぇ。

　その事がたまらなく嬉うれしい。

　見る度に殺し甲斐のある男になっていく。

　これならば、死ぬ筈はずがない。

　俺おれ以外に奴を殺せはしないと確信できた。信しん頼らいできた。

　しかし、それでも一つ不安があるとすれば、ティアマトだ。

　あの白銀の神だけは別格。

　実際に対峙したジョスカンだから分かる。

　あれは、この世界における究極の力であり、破は壊かいに対する積極的な意志すら持ち合わせている。

　ジョスカンが出る事があるとすれば、それはティアマトが地上に降りたとき。

　かつて為なす術すべもなくティアマトに敗北したが、臆する心は一ひと欠片かけらも持ち合わせていない。

　神もまたワインにしか見えなかった。







エピローグ







　アシュトと名付けられた緑色の子し竜りゆうは、人の言葉を話せないが、それなりに色々な事を理解していた。

　今となっては、キャロライナとイルミが自分の親を殺した事を知っているし、二人がそれを償う為に育ててくれている事も認にん識しきしている。

　火の吐はき方や空の飛び方も覚えた。食べられる物と食べられない物の見分けも付く。ドアノブだって回せる。

　アリスという悪い奴と戦っている事も、キャロライナとサクヤがイルミを取り合っている事も、世界中で異常が起きているのも分かっている。

　そして今、キャロライナが眼めを覚まさない理由すら把は握あくしていた。

　この星の中心にいる、ドラゴンズ・ハイロードの雛ひなの身体。キャロライナの魂は、そちらに移ってしまったのだ。

　なぜなら、彼女は元々そういう存在だから。人間の姿はかりそめでしかない。例えるなら、殻を割って外に出ようとする雛がわずかに露ろ出しゆつさせたクチバシ――それが今地上にいるキャロライナ・ギルズベイルなのだ。

　しかし、アシュトにはどうしても分からない事があった。

　何なに故ゆえに自分がドラゴンズ・ハイロードの知識など持っているのか、という事だ。

　イルミたちの会話から得た知識だろうかと記憶をたどったが、そんな場面に遭そう遇ぐうした覚えはなかった。

　だが、アシュトは知っているのだ。

　この星は間もなく砕け散り、そして滅ぶ。

　それを防ぐ方法は一つしかない。

　――ああ、何だ。そういう事だったのか。

　次々と湧き上がってくる情報の数々に押おし流されながら、アシュトは一つの真実に辿たどり着ついていた。

　何の為に自分がキャロライナのそばにいたのかという、根源的な理由。

　あのティアマトを出し抜いてやる為に、自分は幾いく度ども幾度も転生を繰り返し、ここまできたのだ。

　死者の魂が喰われてしまうこの星において、本来有り得ない転生という行こう為い。

　よくも今で見つからなかったものだと自分に感心してしまう。

「ギギギ」

　全すべてを察したアシュトは、眠ねむるキャロライナの頬ほほに触ふれた。

　ティアマトの道具として利用されるだけの雛。

　生まれては殺され生まれては殺されるという、三百億年繰り返された悲劇。

　もう、終わりにしなければならない。

　その為には、この孵ふ化か直前のタイミングで、アシュトが死なねばならないのだ。

「どうしたの？」

　ベッドのそばの椅い子すに座るサクヤが、不思議そうに尋たずねてきた。

　この桃もも色いろ髪がみの少女では駄だ目めだ。とても自分を殺し、魂を星の中へ送ってくれそうになかった。

　だが自殺するにしても難しい。二階の窓から飛び降りたくらいでは少し怪け我がをするだけだし、人間のようにナイフを持って胸に刺すほど器用ではない。

　さて、どうしたものか。そう思案していると、廊ろう下かからミシリと音が聞こえた。誰かが床ゆか板いたを踏みしめた音だ。

「誰？」

　サクヤは扉とびらへ向かって呼びかける。

　今この家には、アシュト、サクヤ、キャロライナしかいない筈だった。

　戦時中に客が来るとは考えにくかったし、そもそも忍しのび込むような真似まねをする時点で曲者としか思えない。

　足音は扉の前で止まった。

　するとサクヤが立ち上がり、両手に呪符を持った。キャロライナとアシュトを守ろうとしているのだろう。

「サクヤお姉ちゃん……やっぱりいたんだ……」

　幼い子供の声と共に、扉が切り裂さかれた。その奥おくから現れたのは緑色のエプロンドレスに黒いデスサイズを持った、赤毛の女の子。

「マリィ！」

　サクヤは驚おどろきの声を上げ、呪符を握る手に力を込めた。

　このマリィという少女はアリスの配下で、そしてサクヤと少なからず因縁があった。

　何の目的でここへやってきたのかは分からない。

　だがアシュトはこの瞬しゆん間かん、マリィに殺してもらおうと決めた。
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断章　産卵軌跡







　雨の降らない砂漠でも、空気が薄うすい高山でも、更さらには光の届かぬ深海でも、生物の営みはあらゆる場所で行なわれていた。

　しかし宇宙――この空間だけは生物が立ち入れない聖域だった。

　なぜならば、その暗黒の真空は、神の世界だからだ。

　人間という種が生まれる前から、そしてフィーリアという星が創られる遥はるか以前から、太陽系はティアマトの支配領域なのだ。

　――しかし、あれからもう三百億年か。

　白骨に囲まれた玉座で、銀ぎん髪ぱつの創造主は考えにふけっていた。

　そもそも『神』や『創造主』などという別名は、全て人間たちが勝手に付けたもの。ティアマトは、自分がそれほど強大な存在ではないと知っている。

　あくまでドラゴンズ・ハイロードという種族の一人に過ぎない。その卵が天体サイズで、少しばかり空間を支配する能力を持っているというだけの事。ハイロードとしてはいたって平均的だと思っている。

「狭苦しい宇宙だ。母様たちが敗れ去り、私だけが残っている。かつては無数の宇宙を席巻したハイロードも、わずか一光年四方を維い持じするだけで精せい一いつ杯ぱいとは、情けない限りだな」

　ティアマトは眼を閉じた。

　生まれ落ちたとき、戦いは既すでに劣れつ勢せいだった。自分に出来る事は何もなかった。乳飲み子に過ぎないティアマトは、足手まといでしかなかった。

　それどころかハイロードの一族は、ティアマト一人を助ける為に滅んでしまった。

　この太陽系を包む大結界――オールトの雲――は、彼ら英霊たちの残骸で出来ている。

　子供だったティアマトに希望を託たくしたのだ。

「応えねばならんだろうさ。たんに彼らの為というだけではなく、取り囲む敵を撃退しなければ私はここから動けない。だが、口惜しいな」

　ティアマト一人では瞬しゆん殺さつされてしまう。

　生半可な戦力ではむしろ吸収されてしまう。

「故にフィーリアよ。お前は強くなければならんのだ」

　おそらく、もう新たに卵を産んで育てる時間的猶予はない。

　オールトの雲の耐久度は既に限界を迎むかえていた。ティアマトの魔ま力りよくで補強しているが、それだからこそよく分かる。

　そもそも本来ティアマトの体は、産卵していいほど成長していない。未成熟である。幼い外見は見せかけだけのものではないのだ。

　三百億という年月は、人間の尺度から見れば途方もない年月だろう。しかし、ドラゴンズ・ハイロードという種族から見れば、それほど大したものではなかった。

　小さな身体に鞭打って単性生殖を繰り返し、生まれた雛が弱いからと縊り殺す。

　その間、ティアマトには話し相手がいなかった。

　一つ目の卵のときは、あまりの退屈さに我が慢まんできず、その表面に降り立ってしまった。しかし、卵の表面に住む原始生物たちは、ティアマトが放つ超常の圧力に耐たえられず死滅する。結果、魂をろくに吸収できなかった一匹目の雛は虚きよ弱じやくだった。

　二つ目の卵を産む頃ころには、ティアマトにも多少の分別がつくようになっていたので、宇宙からジッと見守り続けた。おかげで卵の表面は生物で覆い尽くされたが、個々の魂が小さすぎて、生まれた雛はやはり弱かった。

　三つ目でティアマトは熟考する。このまま続けても結果は同じだろう。だが、干渉したくても、ティアマトが降りたっただけで生物は全ぜん滅めつしてしまう。ならば、遠く離れた場所から、弱い刺激を送るしかない。

　それは苦肉の策だったが、意外にも成功してしまった。

　宇宙空間から放たれるティアマトの圧力に反応した生物たちは、それを敵意と見なして防ぼう御ぎよする事を覚えたのである。

　これまでの生物といえば、身を固める事も、隠かくれる事も、逃にげる事も知らない、白痴の軟体動物しかいなかった。ひたすら海を漂い、エサが来れば食べる、エサにされてしまったら黙だまって食べられるという、おおよそ意志と呼べるものが存在しなかった。

　しかし、とある生物が外骨格を得たのを皮切りに、彼かれらは自分と他者の間に境界線を引いた。一様に不定型だった外見に、差異が生じる。種によってハッキリと違ちがいが現れた。

　エサの装甲が硬くなれば、捕食の為に攻こう撃げき力を高めねばならない。捕食者の攻撃力が上がれば、エサは防御力を増さねばならない。

　進化が始まった。

　のちに発生した人間という種は、この時代をカンブリア爆ばく発はつと呼んだ。

　おかげで三匹目の雛は、それまでで最高の子として生まれたが、それでも戦力と呼ぶには程遠かった。

　四つ目の卵で、ついに人間の中から、魔ま術じゆつ師しと呼ばれる強い魂を持った者たちが現れた。

　五つ目の卵では、別系統の進化で、ハイロードによく似たドラゴン種も誕生した。

　そして六度目の産卵は、二つの卵が生まれた。そこでティアマトは、卵の一方を犠ぎ牲せいにして、一つの卵に二つ分の魂を流し込んだ。更に、アリスという部下を得た事により、積極的に干渉できるようになった。

「いい加減、産卵は嫌いやだな。あれは痛いから。だから私を楽にさせてくれよ、フィーリア。そしてアリス、恐きよう怖ふ劇とやらの開幕はまだなのか。これでも、それなりに期待してやっているのだぞ？」

　ティアマトはその紫色の双眸で、漆黒の宇宙に浮かぶフィーリアを見つめた。

　唯ゆい一いつの希望がそこにある。

　フィーリアが駄目ならば、もう一度やり直す機会は与あたえられないだろう。

「……いや、既に時間切れか。むしろ今までよく保っていたと言うべきか」

　ティアマトは玉座から腰こしを浮かし、フィーリアとは別方向へ視線を向けた。

　その先にあるのは、太陽系の外周。

　クレイドルを包み込む防御結界、オールトの雲が存在していた。

　そしてティアマトは、オールトの雲に亀き裂れつが入る音をハッキリと聞いてしまった。

　まだ小さな穴に過ぎない。

　オールトの雲が完全に破壊されるまで、まだ一万年程度はかかるだろう。しかし、そんな短い時間では、卵を新しく育て直すのは不可能だ。

　太陽系は蹂じゆう躙りんされてしまう。

　その予兆として、亀裂から侵しん入にゆう者しやが向かってきた。

　明らかに光の速度を超えて、フィーリアへ向けて一直線に飛んでいる。

「ああ、小さな蟲が一匹入り込んだようだな。星も壊せぬような小物だが、それでも雛にとっては害虫だ。我わが娘むすめの為ために、少しだけ働いてやるか」

　ティアマトは錫杖を肩かたに担ぎ、その先端についている輪をシャランと鳴らした。







あとがき







アリス「新番組、魔法少女ティアマトちゃん。始まるわよぉ」

ティア「いや、始まらんぞ……？　お前、頭大丈夫か？」

アリス「もうティアマト様ったらノリが悪いんですから。そこは魔法のステッキを振り回しつつ、光に包まれて変身するところですよ」

ティア「何を言っているのかサッパリ分からん。変身してどうするのだ」

アリス「それは勿論、スカートを翻ひるがえしながら戦い、パンチラするのです！」

ティア「お前あれだろ？　あとがきのネタがないから適当な事を言っているのだろう？」

アリス「ええ、まあ、そうなんですけど……」

ティア「仕方のない奴だ。私がネタを提てい供きようしてやる」

アリス「えっ？　万年引きこもり神のティアマト様に、話のネタがあるのですか！」

ティア「うむ。今から私がアーマード・コアをやるから、お前実況しろ」

アリス「お断り申し上げますわ」

ティア「な、なぜだ？　絶対に面白いぞ」

アリス「それはティアマト様が面白がっているだけでしょう。それより、私が今からティアマト様の服を脱がせますから、その裸体の美しさを実況するというのはどうでしょう」

ティア「お前、死に場所があとがきでいいのか？」

アリス「あ、あは。冗じよう談だんですわ」

ティア「うむ、それより本編の話でもするか」

アリス「本編の事は本編を読めば分かるだろう、というのが作者のスタンスらしいので」

ティア「めんどくさい奴だな。しかし、わずか五冊であとがきのネタが切れるというのは死活問題だぞ。何でもいいからないのか。近所の猫が子供を生んだとか、そんなのでもいいぞ」

アリス「あ、それじゃあ、この前、私がマリィとクリスフォードを連れてラーメン屋に行ったときの話を――」

ティア「ラーメン屋って、世界観ぶち壊しだな」

アリス「アーマード・コアがどうこう言ってる人に言われたくありませんわ」

ティア「……で？」

アリス「そのラーメン屋は初めて入った店だったのですが、なかなか小綺麗で、それほど混こん雑ざつしているわけでもなく、値段もまぁまぁ安かったんです」

ティア「普通だな。しかし、滅茶苦茶マズかったのか？」

アリス「いえ、私が頼んだのは醤しよう油ゆラーメンだったのですが、まぁまぁの味でした。ですが、私は熱いものを食べていると鼻水が出やすくなるんです」

ティア「ああ、分かるぞ。鼻通りがよくなるよな」

アリス「それで鼻をかもうと思ってティッシュを捜さがしたのですが、その店にはティッシュがないのです」

ティア「そうか」

アリス「ラーメン屋は各テーブルに一つずつ箱ティッシュを置くべきだと思いませんか。別にそんなに高いものでもないんですから。むしろ置かない理由が知りたいくらいです！」

ティア「まあ、言いたい事は分かる。それで、鼻水をどう処理したんだ」

アリス「いえ、そんな事もあろうかとポケットティッシュをいつも持ち歩いているので、普通に鼻をかみました」

ティア「じゃあ何も問題ないじゃないか」

アリス「ところがです。食べ終わって会計をしようとレジに行ったら……何とレジの横に箱ティッシュが置いてあったんです！」

ティア「何だ、あったんじゃないか」

アリス「何だじゃないですよ！　そんなところに置いたって分かるわけないじゃないですか。ちゃんとテーブルに置いてくれないと、必要なときに使えないじゃないですか。何ですか、会計中に使うんですか？　何を想定してそんなところに置いたんですかっ？」

ティア「う、うん……？　どうしてそんなに怒ってるんだ？　お前はポケットティッシュを持っていたから問題なかったんだろう……？」

アリス「ですから！　箱ティッシュがあると分かっていたらポケットティッシュを使わなかったんです。私はティッシュを一枚損してるじゃないですか。それに、箱ティッシュが本当になかったのなら納得できますけど、あるのに使っちゃったんです！　それも新品だったんです。あああ、思い出したらますます腹が立ってきましたわ！」

ティア「……でも、ポケットティッシュを使った段階では納得してたんだろう？　そのあとで箱ティッシュが出てこようが出てこまいが、同じではないのか？」

アリス「違います。これは気持ちの問題です！　レジの横に箱ティッシュさえなければ、私はあんなにガッカリした気持ちを味わう事なくラーメン屋を去れたのです！　ラーメン屋は割り箸を普通の箸にしたり、コショウを何種類も置いたりと変なサービスをする前に、レジ横の箱ティッシュを撤てつ去きよしてください！　むしろラーメンの味より大切です！」

ティア「じゃあ、お前の大嫌いな政党があったとして、その政党が公約で、ラーメン屋のレジ横に箱ティッシュを置くのを禁止する法案を作る、と言い出したら投票するのか？」

アリス「はい、もちろんです！」

ジョス「おい、てめぇら」

アリス「うわっ、ジョスカンっ？　急に出てこないでよ。ビックリするじゃない」

ジョス「んだよ、仕方ねーだろ。あとがきは台詞しかねぇんだから。それより、次の選挙に出馬する事になったから、てめぇら俺に一票いれろよな」

ティア「なに、お前が？　どんな風の吹き回しだ」

ジョス「ああ、どうしてもムカついて仕方がねぇ事があったんでな。とりあえず、あれだ。そば屋は絶対に各テーブルに箱ティッシュを置かなきゃ死刑――って法案を作るぜ」

アリス「お、惜しい……っ！」
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


ツガワトモタカ先生／ぽんじりつ先生
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